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【プロローグ】








「まったく、あなたは本当に頑固なんだから……」

　目の前で呆れながら溜息をつく母親の言葉を聞き流し、月つき島しま美み羽うは香り高いコーヒーを優雅に味わった。

　──うん、やっぱりインスタントとは違って、ここのホテルのコーヒーは深いコクがあって美味しい。このソファーもふかふかだなぁ。

　六本木にある超ラグジュアリーなホテルのラウンジでお茶をするのは、母親から呼び出された時だけだ。母と会えばお小言を聞かされると分かっていても、来る価値はある。

　美羽は季節のお勧めのケーキをスプーンで一口掬い、口の中に広がるフランボワーズの甘さを堪能した。

　──ん～。口の中で蕩けていく。ここはケーキも最高……！

「ちょっと美羽、聞いてるの？　お父さんの反対を押し切って美大なんかに進むし、今は就職浪人だなんて……」

「やだ、ちょっと待って。就職浪人じゃないわ。れっきとした陶芸作家なんだから。ちゃんとギャラリーとも取引しているし」

「そうはいっても、殆ど売れていないのでしょ。アルバイトを掛け持ちしていると聞いて、お父さんも呆れていたわよ」

　──急に甘いはずのフランボワーズから苦さが広がる。

　図星を突かれて美羽は言葉をひそめた。

　美大を卒業して二年。陶芸家として歩み出したものの、独立して食べていくには道は厳しい。日中は派遣会社に登録して日雇いのアルバイトを掛け持ちしながら、夜は先輩の工房で創作活動をさせてもらっている。特にここ最近は、気が付いたら終電間際になってしまっていた。

　もうすぐ女流新人陶芸家の登竜門ともいえるコンテストがあるからだ。

　そのコンテストで大賞とまではいかなくても、なにがしかの賞を受賞すれば、陶芸家としての道が開けていく。

　──うん。たぶん。

　無名の美羽は、先輩の口利きでギャラリーに卸した作品も、月に売り上げが数万円にもなれば御の字だ。まったく売れない、という月もある。

　陶芸の材料として使う釉ゆう薬やくも、個性を出すためにオリジナルで自作している美羽にとって、その経費は安くはない。しかも独特の色や味わいを出すため、何種類もブレンドした釉薬を使った作品は、時には焼き物に罅ひびが入って全て駄目になり、原材料費だけがのしかかってくる、ということもしょっちゅうだ。

　今は苦しくてもいつかはきっと独り立ちして見せる、そう思ってはいるのだが。

　どちらかというと今の美羽は、生活のためのアルバイトの方がメインになってしまっていることは否めない。

　しかもアルバイトを掛け持ちしているせいか、仕事が終われば疲れてしまって夜の創作にも集中できないでいた。

　──もうすぐコンテストが近いのに。気ばかりが焦ってしまう。

　なんとしても半年後のコンテストでは結果を出さなければ。

「家に戻って、お父さんの会社に就職して、陶芸は趣味でやったらいいじゃない」

　──はぁ、まただ。

　耳にタコができるくらい、もう何度も母親から聞かされた言葉だった。

　父は建築資材会社を経営していて、家はそれなりに裕福だ。だが、厳格な父は勤勉に働くことを美徳としていて、美羽のような陶芸家、という収入の定まらない職業を認めてくれていない。

　高校の時に進学先を美大にしたいと言った時も猛反対された。

　父を押し切って、国立の美大に進学したものの、以降、父親とはぎくしゃくしたままだ。毎日苦虫を噛み潰したような顔の父を見るのが嫌で、大学入学をきっかけに家を出て寮生活を開始した。卒業後はそのまま実家に戻らずに、陶芸家として生計を立てることに踏み切ってはみたものの、駆け出しの美羽に大した収入はない。とはいえ、生活が苦しくても実家を頼ることには抵抗がある。

　父は一人っ子の美羽を自分の会社に就職させ、将来有望な自社の社員と結婚をさせて会社を継がせようと目論んでいるのだ。

　高校生の時、父が晩酌をしながら母にそう話していたのを聞いてしまった時は、愕然とした。

　──そんなのいや。

　たった一度きりの人生だ。

　親のための人生よりも、自分でやりたいことをしてみたい。

　そう考えていた時、たまたま友人と一緒に参加した美大のオープンキャンパスで陶芸体験をしたことが美羽の人生を大きく変えることとなった。

　今の美羽からみれば基本もなにもなっていない下手くそな仕上がりだ。それでも作品を創り上げた時は、感動が胸の奥から沸き上がったのを覚えている。

　でもそれだけでは満足しなかった。

　次はこんな作品を作ってみたい、どうしたら上手にできるのだろう、釉薬ってどうして焼き上がると色が変わるんだろうとか、もっともっと陶芸のことを知りたくなった。

　厚かましくも美大の先輩を質問攻めにすると、苦笑しながら答えは自分が見つけるものだよと、空き時間に陶芸を教えてくれるようになった。その先輩に、今もお世話になり工房を好意で使わせてもらっている。

　それに釉薬というのは不思議なもので、かけ方によって仕上がりの色が全く変わる。薄くかけると透明がかった青になったり、厚くかけると深い緑色になったりする。まるで魔法のようでびっくりした。

　いつしかどっぷりと陶芸の魅力にはまってしまっていた。

　それに美羽は元来ものづくりが好きだった。

　無からイメージを考え有形のものを創り上げていく。この世にたったひとつしかないものを自分の手で生み出すのだ。そんな世界にいつしかどっぷりと魅了されてしまっていた。

　決定的だったのは、美羽の作品を先輩が展示即売会においてくれたことだった。

　老齢の夫人が美羽の作品を手に取り素朴な優しさが伝わってくる、とたいそう気に入って、なんと購入までしてくれたのだ。

　その時に心が決まった。

　陶芸家になる決意をしたのだが──。

　現実は厳しい。でも、好きだからこそやりがいもある。

　父の会社に就職して、ただ与えられた仕事をこなし、父の決めた相手と結婚して、子どもを生み育てる。

　親に敷かれたレールの上を歩むだけの面白みのない人生とは違う。

　自分の個性を認めてもらう世界だからこそ、紆余曲折もある代わりに、得るものも大きい。

「──お母さん、ごめんね。でも陶芸が好きだから。この仕事を続けたいの」

　きっぱりと断ると、美羽の母はやれやれと頭を軽く振った。それでもあまり落胆している様子がないのは、美羽がそう答えることを予想していたのだろう。

「そう言うと思ってたわ。一度言い出したらきかない性格は、一体誰に似たことやら……」

　そう零しながら母親がハンドバックから一枚のメモを取り出し、美羽に差し出した。

「はい、これ」

「──若槻グループ　人事部？　なにこれ？」

　そのたメモには、大手建設会社の名前と人事部の電話番号が記されている。

「あなたはお父さんの会社で働くのは嫌なんでしょう？　実はね、お父さんの取引先の会社の方から、いいお話があったの。受付の女の子が体調を崩したとかで数ヶ月休職になるみたい。もし良かったら美羽に、その方の代わりに臨時で働いてもらえないかって連絡があったのよ」

「──私に？」

「ええ、ほら、若わか槻つき蒼あお士とさんって覚えている？　小さい頃、うちによく遊びに来ていたでしょう？」

「わかつき、あおと……」

　久しぶりに聞いた名前だった。

　若槻グループと言えば、道路やダム、ビルなどの建設を手掛ける業界トップクラスの大手のゼネコンだ。

　資材会社を営んでいる美羽の父は、会社絡みでお世話になっているご家族を、昔からよく家に招いて、ガーデンパーティなどを催していた。彼も小さい頃に遊びに来ていた記憶がある。

「美羽は小さかったから覚えていないかしらね？」

　母はそう言ったが、そんなことはない。むしろその逆だった。

　美羽は数年ぶりに当時の事を思い出して顔を曇らせた。

　父親が知り合いの家族を呼んでガーデンパーティを開く時は、集まった家族の子供たち同士で、庭で一緒に遊ぶのが恒例となっていた。

　年少の美羽たちに比べ、若槻蒼士は少し年が離れていたせいか、美羽たちからは距離を取り、どことなく近づきがたい雰囲気だったのを覚えている。

　遊びの輪には加わらずに片隅で本を読み、ひょろりと背が高く、子供心にも目鼻立ちの整った大人っぽいお兄ちゃん、という印象だった。親たちからは、はしゃいで動き回る小さな子供たちのお目付け役にさせられていた。  

　ある時、かくれんぼをしていたのだが、美羽は父の会社の資材が置いてあるから近づいたら駄目だと言いつけられていた物置に、こっそり隠れようとした。誰にも見られてはいないと思っていたのに、それを蒼士に見とがめられてしまう。蒼士はびっくりして、そっちは危ないと走って追いかけてきた。

　でも小さな美羽はそれも遊びに変えてしまう。ふざけて蒼士から逃げようと、きゃっ、きゃっと笑いながらさらに奥に逃げ込んだ。すると、無造作に積み上がっていた資材にぶつかった拍子に崩れ落ちてきたのだ。

　今でも、思い出すたびに背筋が凍る。

　あの時は本当に怖かった。

　──死んじゃう！　と思い、恐怖で足が竦んだまま逃げることが出来なかった。

　その美羽の上に、「あぶないっ」とすんでのところで蒼士が覆い被さり、守ってくれたのだ。

　ガラガラと資材が崩れる激しい音がして、美羽は何が起こったのか分からなかった。

　それでも何か良くない事が起こった気がして、お兄ちゃん、お兄ちゃんと怯えながら声を上げる。

　だが、聞こえてきたのは、美羽の上に覆いかぶさった蒼士の呻き声だった。

　大きな音に気が付いて大人たちが集まってきたのだが、なんと蒼士は背中に大怪我を負ってしまったのだ。

  当時五歳だった美羽は急に怖くなった。

　大人たちに囲まれ何があったのかを聞かれると、泣きじゃくりながら「かくれんぼをしていたら蒼士お兄ちゃんに追いかけられた。逃げようとしたら荷物が落ちてきた」と、まるで蒼士が悪者のように言ってしまったのだ。

　蒼士の両親は、息子のせいで美羽が怪我を負ったかもしれないと謝り、小さな美羽に大事がなくてよかったと話していた。

　──結局、蒼士が美羽を庇って怪我を負ってしまったものの、両家の間では子供の遊びの中の事故ということになり、美羽も叱られることなく資材もいつの間にか片づけられていた。

　蒼士の方こそ、小さな子供を追いかけたことできっと自分の両親から叱られたはずだ。

　悪いのは美羽なのに、蒼士は弁解もしなかったと思う。　

　その後のことはよく覚えていないが、蒼士は病院で背中を何針が縫ったと、美羽の父が話していたのを覚えている。

「蒼士さんって、小さい頃、家で遊んでいて怪我をしたお兄ちゃんだよね……？」

「あら？　覚えていたのね。そうそう、子供同士で遊んでいた時にね。その方が今は若槻グループの跡継ぎで専務をしているのよ。先週だったかしら。お父さんが仕事絡みで蒼士さんに会った時に、美羽が定職につかずにアルバイトを掛け持ちしていると零したらしいの。それで私に連絡を下さったの」

「……でも、小さい頃とはいえ、私と一緒に遊んでいて怪我をしたなら、私にいい印象はないんじゃないかな……」

「美羽ったら、大昔の子供の頃の事でしょう。蒼士さんも、もう気にしてないはずよ。だったら、美羽に声を掛けてこないでしょう？」

「だけど……」

　躊躇する美羽を見て、母親はそのメモをひらひらしながらふふっと笑った。

「日給は交通費込みで二万五千円ですって。美羽は外国語もできるから。しかも九時から五時で、週休三日」

「ええっ……」　　

　美羽は思わず身を乗り出して母がひらひらさせているメモを手に取った。

　今は派遣会社で紹介される日雇いバイトを掛け持ちして頑張っても日給一万五千円ほどだ。だがもっと時間を見つけて陶芸に専念したいと思っていた。

　資金的にも苦しく、思うような創作活動ができていない美羽にとって、棚からぼた餅に匹敵する話だ。

　生活費や原材料費の心配をせず、創作に当てる時間も十分に確保できる。

　コンテストに照準を合わせて、陶芸に打ち込むことが出来るのだ。

　でも──。

「ね？　いいお話でしょう？　美羽さえよければコンテストが終わってもアルバイトを継続してくれても構わないって」

「うーん、まさかお父さんが裏で手を回したんじゃ無いわよね？」

「疑り深いわね。お父さんは、美羽に援助なんかしないわよ？　だって美羽が根を上げて家に戻ってくるのを心待ちにしているんだから。若槻さんも、美羽がダメなら他の方にあたるっておっしゃっていたわ」

　母のその言葉を聞いて美羽は決意した。

　──確かにそうだ。父は私が困って泣きついてきたところを、それ見たことか、と言いたいに決まっている。

　絶対、お父さんになんか泣きついたりしないんだから！

　美羽のせいで蒼士に怪我をさせてしまったことは気まずいが、会った時にきちんと謝まればいい。こんなに待遇のいい仕事を、他の人に持って行かれたらもったいない。

「お母さん、私、ありがたくそのお仕事をお受けしようと思う。せめて、コンテストまでの間だけでも」

「そう言うと思ったわ。家に戻った方が楽なのに、ほんとに美羽は頑固ねぇ……。でも、今のような日雇いのアルバイトを続けるより、昔からの知り合いの会社で働いてくれる方がお母さんは安心だわ。じゃあ、蒼士さんに連絡を入れておくから、美羽は明日にでも、そのメモにある人事部の方に連絡を入れてね」

「うん、わかった。ありがとう」

　数年ぶりに逢う彼は、どんな大人になったのだろう。

「若槻、蒼士さんか……」

　美羽は母親が席を立った後、そのメモを眺めて独り言ごちた。

　なんだか少しだけ、何かがずっと自分を待っていたような、これから何かが動き出していくような予感がした。







【ステップ１．恋のはじまり】








　美羽が働き始めた若槻グループ本社は、建設会社を屋号に掲げているだけあって、赤坂でもランドマークになるほど目を引くビルだった。大使館街の一角に位置しており、地上二十階建てのビルはアール・デコ様式を用いていて、まるで中世の塔のような円筒形をしている。

　とはいえ、外壁は全面ガラスのカーテンウォールになっていて近代的な造りと中世的なデザインがみごとに融合しているビルだった。

　ビルのロビーの一角には、小さなギャラリーも併設されている。 

「月島さん、今、お帰りになられた方が稲森建設の後藤社長様ね。後藤様はひと月に一度は社長の所へ来訪されるから、受付にいらしたら社長秘書に連絡を入れて下さいね。内線はこれをタッチすれば大丈夫！」

「はい、分かりました」

　美羽が蒼士の会社の受付で働き出してからちょうど二週間、毎日があっという間に過ぎていった。

　実を言えば、美羽は受付の仕事は笑顔を振りまいていればいいだけだと思っていたが、実際は大変だった。

　なにしろ大企業なものだから来客が絶えない。アポイントを確認して、秘書に取り次ぎ、エレベーターまでご案内をする。ＶＩＰの場合は、まずはロビーの一角にあるＶＩＰルームにお通ししてお茶を出してお待ちいただくなど、九時から五時の仕事もあっという間に過ぎていく。

　なにより一番大変だったのは、重役やよく訪問する来客の顔を覚えなければならない事だった。

　美羽の同僚となり、受付のチーフでもある立花あかりは、この会社で働いて一年ほどだという。それなのに顔を一目見ただけで、どの会社の誰だかを完璧にインプットしており、スムーズに取り次ぎができている。

　一方、元来あまり他人に興味のない美羽は、人の顔と名前を覚えることに苦戦していた。

　それでも、なんとか首にならずに二週間が過ぎた。日給がいいため、陶芸コンテストまでは辞めさせられては困る。

　まだ仕事には心もとない美羽だが、この会社には海外事業部もあるため、外国人の来訪も多い。小さい頃から強制的に英語学校に通わされた美羽は、ほぼバイリンガルと変わらない英語力が身についていた。そのため、物おじせずに対応することが出来た。

「すごーい。月島さん、英語がペラペラなんですね。私は英文科を出ているのに上手くしゃべれないから羨ましいなぁ」

「いえ、小さい頃に母親に英語学校に通わされていただけなので」

　立花は、つけ睫毛とカラーコンタクトを着けているらしい大きな瞳をパチパチさせた。どこか甘ったるい雰囲気がある。

　きっと世の男性はこういう可愛いタイプが好みなんだろうな、と思う。

　美羽はといえば、高校まではエスカレーター式の女子高だった。大学でも陶芸に打ち込んでいたため、ほぼ男性と付き合ったこともない。大学の合宿でも、田舎の窯元で交代で窯の火加減をみたり、土や粘土を練ったりと泥まみれで過ごしていたのだ。ロマンスなど生まれる筈もない。

　きっと美羽とはかけ離れた華やかな学生時代を過ごしたであろう彼女を、可愛いなぁと思っていた。

　それに陶芸の釉薬の匂いが沁みついた自分とは違い、彼女からは女の子らしいふんわりと甘い香りが漂っている。

「立花さんこそ、いつも髪型もロマンチックで素敵です。いい匂いがするし……。香水ですか？」

「あっ、分かりますぅ？　今日の香りは海外セレブ御用達で日本では入手困難なフランス製の香水なんですよ。うふふ、実は蒼士専務からいただいたんです」

「えっ？」

　美羽は驚いて、彼女を見た。

　もしかして、まだ見ぬ蒼士と彼女はそういう仲なのだろうか。

「実はぁ、一か月位前かな？　蒼士専務からじきじきに、受付の仕事について話を聞きたいって言われたんですよ。うふ♡　でも、専務がその日はすっごく多忙で、遅くなってしまったの。私もそんなに暇な人間じゃないし～。その日に予定していた合コンの先約も断ったんですよね。専務を待っていてお腹も空いちゃったなぁって言ったら、六本木の高級なお寿司屋さんに連れて行ってくれて、ご馳走してくれたんです。しかも時間外に付き合ってもらったお礼にって、香水までプレゼントしてくれて」

　うふふ、それが今日つけている香水なんですよ、と微笑む立花は、ものすごく嬉しそうだ。

　この話から察するに、受付の話を聞きたいというのはただの口実で、きっと蒼士専務は、彼女を気に入ってデートをしたかったのだろう。

　──うん。分かる。立花さんは、同性の自分から見ても守りたくなる可愛いタイプだもの。

　でも、小さな頃の彼の印象は寡黙で愛想のない大人っぽいお兄ちゃん、という印象があったから意外だった。蒼士専務は、好きな人には積極的なタイプなのかも。

　人の性格は変わる。

　今はどんな男性になっているのだろう。

　顔ももうよく覚えてはいないけれど、小さい頃もたしか整っていた顔立ちだったという印象がある。

　──早く会って、このお仕事を紹介してくれたお礼を伝えたいなぁ。

　美羽は彼の顔も分からないから、社内ですれ違っても挨拶もできない。

　でも、蒼士と親しそうな彼女に聞けば、彼について何か教えてもらえるかもしれない。

「とてもいい香りです。蒼士専務はお優しいんですね。私は、まだここに来てから蒼士専務をお見掛けしていなくて……。それに蒼士専務だけ、データファイルに写真がないみたい」

「あら……？　ほんとね。蒼士専務は、ロサンゼルス支社から戻ってきたばかりだからまだこっちのシステムにデータが入っていないのかな？　きっと人事課で手が回っていないのかも。うふっ、私から人事の森本係長に連絡しておくね。あ、森本係長はね、若手の独身の有望株で、最近係長に昇進した人なの。見た目はまぁまぁだけど、フェミニストで女子社員の印象がすごくいいのよ～。でも、蒼士専務は、一度見たら忘れられないほどのイケメンだから、月島さんも見かけたらすぐに分かると思う」

　美羽は思わず苦笑いした。

　彼女のイケメン、という定義はあんまり信用できないと、この二週間で学んでいた。

　若くて将来性があって、見た目がそこそこ良い感じの人は、彼女にとっては皆みんな、イケメンになるからだ。

「あっ、ほら、月島さん、見てっ。彼が海外事業部の瀬戸さん。一級建築士なの。大学時代はバスケットをやっていたんですって。めちゃめちゃ背が高くて好みのイケメン～。それとほら、今エントランスから入ってきた人が、システム開発部の須藤さん。彼は理工系の大学を出ていて、将来、重役になるだろうって噂されている人なの。インテリ風の眼鏡が知的よね。なんでもお父様が国土交通省の官僚なんですって」

　美羽は目を丸くした。働き始めて一年で、彼女のこの情報量は称賛に値する。

　自分だったら、ただ名前と部署を覚えるだけで精一杯だろう。重役や社員の顔と名前を早く覚えられたのも、彼女のお陰もある。

　でも、美羽は肝心の蒼士には逢えずじまいでいる。再会したら小さい頃のことを謝らなければ、と気負っていたのだが、初日も美羽に仕事を紹介してくれた蒼士ではなく、人事担当者から色々説明を受けただけだ。

　その後は、受付チーフの立花さんに仕事を教えてもらっている。

　彼女から聞いたところによると、蒼士は帰国してすぐ、専務として国内数ヶ所にある事業拠点を回っており、出張ばかりで不在がちだそうだ。

　──そうだよね。こんなに大きな会社の専務が暇なわけがない。

　ほっとしたような、気が抜けたような……。

　母が言ったように、彼も昔のことは覚えていないのかもしれない。

　それでも、あの物置での事故は、背中を何針も縫う大怪我だったと聞いている。いくら小さな頃でも、忘れるわけはないだろう。一度きちんと時間を取ってもらって謝らなければ……。

「あ、もう十一時半だ～。じゃあ、私、先にお昼に入るね」

　立花さんが、うふ、と小首をかしげて受付カウンターの下から小さなバッグを取り出した。

　この会社のお昼時間は、十一時半からと十二時半からの二交代制だった。

　業務に支障のないようにするためだが、立花さんたち女子社員は、早めに昼をとる人が多い。仲のいい女子社員たちとランチがてら情報交換をするのだろう。

「はい、行ってらっしゃい」

　美羽は、お昼時間に一緒に食べるほど親しくなった女子社員もいないため、気が楽だった。

　彼女がお昼に行っている間、いくつかの来客のアポイントを取り次いだ後、ふと見上げるとエントランスからライトグレーのスーツに紺碧のネクタイが似合う長身の男性が颯爽と入ってきた。上質なスーツを着こなし、細身だが筋肉質だと分かる体躯だ。

　──わっ、今日も素敵……！

　彼は美羽がこの時間に時々見かける人だった。たぶん、この会社の社員なのだろう。

　美羽の方をちらりとみて、少しだけ眼差しを緩めて微笑んだ気がする。

　にわかに心臓がとくとくと高鳴った。一目惚れなどしたことのない美羽だが、爽やかながら男らしい凛とした雰囲気の彼に、自然と目が惹きつけられてしまう。

　きっちりと整えられた黒髪が清潔そうで、太すぎない眉はすっきりと一文字に伸びている。その下の瞳が切れ長のアーモンド形なのが、男らしい中にも優しそうな印象だ。

　女子なら彼氏にしたいと思わせる理想のパーツが絶妙に組み合わさり、男性にあまり興味のない美羽でさえも思わず一目で見惚れてしまうほどの男前だった。   

　その理想的な男性に微笑まれ、美羽は誰だか分からないものの、あわてて会釈を返した。

　受付のデータファイルには、係長以上の役職員しか写真のデータがない。彼の顔写真もないことからきっと役職のついていない社員なのだと分かる。年齢は二十代後半か三十代初めぐらいだろうか。

　颯爽とした足取りはなんだか自信たっぷりだ。

　立花さん風に言わせれば、仕事のできそうなイケメンである。

　そう思ってくすりと笑う。

　彼の名前や部署も美羽は分からないが、きっと彼女なら、色んな情報を知っているに違いない。今度、立花さんがいる時に彼が通りかかったら聞いてみよう。

　そんなことを考えているうちにあっというまに時間が過ぎ、昼の一時間をだいぶ過ぎて立花が戻ってきた。時計を見ると三十分ほどオーバーしている。

　実を言えば、彼女がお昼に遅れるのは今回が初めてではないが、それでも悪びれずにペロっと舌を出した。

「あーん、遅れちゃってごめんね。人事部の女子達とお化粧直しをしていたら話に花が咲いちゃって。月島さん、お昼にどうぞ」

「はい、じゃあ、行ってきますね」

　美羽は自分のバッグを取ると、ビルの二十階にある社員食堂に昼食をとりに行った。

　ここ赤坂周辺には、洒落たレストランも多い。立花さんは、よく女子社員たちと外ランチに行っているようだ。でも、この若槻グループは、建設大手ということもあって社員食堂が充実している。

　メディアにもたびたび取り上げられているほどだ。

　木の温もりのある内装は、都内の一流ホテルのラウンジのようでもあった。

　ランチはビュッフェ形式で、ホテルのビュッフェも顔負けという豪華なラインナップだ。

　美羽は胸に下げているＩＤカードをかざして社員食堂に入ると、美味しそうな料理を皿に取り分けて、眺めのいい窓際の席に座る。

　窓の外に広がる都心の景色を眺めながら、社員食堂とは思えないクオリティのランチを堪能した後、食後のコーヒーを啜ってほっと一息つく。

　うん、節約のためにも社員食堂しか利用しないと決めた美羽だが、逆にここのコーヒーも美味しすぎてやみつきになりそうだ。

　時計を見ると、まだ戻る時間まで三十分ほどある。

　──コンテストのデザインでも考えようかな。

　そう思いついて、バッグからＡ４サイズのスケッチブックを取り出した。次のコンテストに出品する陶芸のデザインをいくつか書いたものだ。でも、そのデザインには、まだ納得がいっていない。ぱらぱらと見返していると、ふいに近くで低いけれども張りのある声がした。

「失礼。ここ、空いている？」

　顔を上げると、目の前にはあのライトグレーのスーツの彼がいた。凛とした空気を纏っている。

　──ええっ。うそでしょう。あの男性だ……。

「──っ、はい。ど、どうぞ」  

　一瞬、驚いて声が出ず、ぽかんとしてしまったが慌てて返事をした。

　内心、バクバクと心臓が飛び起きたように音を立てている。

　──なぜ？　どうして？　他に空いている席が沢山あるのに……。

　ここからの景色が好きなのか、それともこの席が彼の定位置だったのかしら？

　彼は、すっと椅子を引いて座ると、パスタランチについているバゲットにバターを塗った。ぽいっと口の中に放り込んでからコーヒーを啜る。

　美羽は思わず一瞬息を止めた。

　ロビーで遠巻きに見ていた時とは違い、近くで見るとさらに男らしい魅力が増している。

　切れ長の黒い瞳は澄んでいて睫毛はうっとりするほど長い。すっきりとした鼻梁は知的さを感じさせている。口元は男らしく肉厚だが、口角が引き締まっているせいか、なんとなくその唇の動きが官能的でじっと見入ってしまう。

　異性に対してあまり免疫のない美羽は、急に体温が上がった気がして慌てて目線を下げた。

　男性と付き合ったことのない美羽でさえも、 彼がキスしたらどんなふうにあの唇が動くのか、どんな感触なのだろうかと考えてしまって気恥ずかしくなる。

　自分がこんなことを考えていると知ったら、きっと不快になるだろう。

　美羽は気を紛らわすためにコーヒーを啜ってから、またちらっと彼を見た。

　パンを千切る手が、さらに印象的で美羽の目を惹きつける。

　なんて綺麗な長い指……。

　思わずじっくりとその造形に見入る。陶芸をしているせいもあり、どうしても人の指つきが気になる。

　彼の指は、骨ばっていて男らしさもあるが、長さがありしなやかだ。丸めた陶芸の土をすっぽりと包み込めそうな大きな手に目が吸い寄せられた。

　パンを千切ってバターを塗る所作も、なんだか洗練されている。

　こういう手を持つ人が轆ろく轤ろを回せば、大きな手の中で粘土が自在に形を変え、土がしっとりと柔らかくなり、滑らかになるだろう。

　そんなことを考えながら見惚れていると、くすりと声が漏れた。

「君は新しく受付に入った月島……美羽さんでしょう？」

　──わわっ。顔だけではなく声までも魅力的だ。耳にすっと馴染む低音のバリトンボイスだ。

　それまで食べることに集中していた彼が急に話を振ってきて、ひとり妄想に耽っていた美羽は心臓が飛び出しそうになる。

「あの、私のことをご存じなのですか？」

「もちろん、綺麗な人が入ったと社員が噂しているよ。仕事には慣れた？」

「あ、はい。なんとか慣れてきました。まだ社員の皆さんのお顔は覚えきれていませんが」

「そんなの僕だって覚えていないから大丈夫だよ」

　そう言われて美羽は不思議に思った。

　社員食堂にいるということは、この会社で働いているのだろうが、ＩＤカードも下げていない。一体、この人は誰なんだろう？

「あの、あなたは……」

「君は……」

　同時に口を開き、美羽は慌てて彼に話を譲った。

「さっき、なぜ僕の手をじっと見ていたの？」

　そう聞かれて美羽は気まずそうに頬を染める。

「すみません。じっと見つめてしまって気を悪くしましたよね。実は陶芸を勉強しているものですから、どうしても人の手や指に目が行ってしまって……」

「へぇ、陶芸を？」

「はい、まだ駆け出しなのですが。手つきとか指を見ていると、轆轤を回している時に、どんな動きをするかとか想像してしまうんです」

「ふうん。陶芸はやったことはないけれど、難しそうだよね」

「ええ、とても難しいです。思い通りに行かないことの方が多くて。でも、私は轆轤を回している時がとても好きで」

「そういえば、君の手は他の女子社員のようにマニキュアをしていないね」

　そう言われて美羽は恥ずかしくなった。

　立花はいつも綺麗なジェルネイルを施している。でも、美羽は何もしていない。

　女子力が低いと思われてしまったのかもしれない。

「……はい。爪を伸ばしてマニキュアをしても、土が爪の間に入ってしまいますし、釉薬で変色してしまうので短く切りそろえるだけにしています」

「自然な素の美しさがあっていいね。でも、そんなに小さい手でも轆轤を回せるの？　粘土をこねるのも大変そうだけど」

　目の前の彼は、逆に何もしていない美羽の手に好感を持ってくれたようだ。

「はい、もちろん、手の大きさは関係ないです。私、実は轆轤がとっても上手いんですよ」

　この会社で働き出してから、美羽の陶芸の話に興味を持ってくれた人は初めてだ。美羽は嬉しくて調子にのってしまった。

　ついつい手で轆轤を回しているように、両手で太い棒を握るような形を作る。

「こんな風に轆轤の上に坏はい土どを盛って、こうして両手で包むんです」

「坏土？」

　その男性が興味深そうに美羽を見つめて聞き返した。

「あ、坏土というのは、いわゆる陶芸の焼き物になる前の粘土のような状態です。手は十分に水で濡らしてから、こうして愛おしむように盛った土を引き上げて、太くて長い棒状にするんです。そうしたら今度はゆっくりとその表面を撫でながら根元まで押し下げるの。最初は手の中で荒ぶっている土も、それを繰り返しているうちに、どんどん私の手に馴染んで身を任せてくれるんです」

「……へぇ、手に馴染むんだ」

「ええ！　土がだんだん気持ちよくなっているのが分かるんですよ。本当に生き物みたいに手の中で形を変えるんです」

「ほう、土も気持ちよくなるの？」

「はい、陶芸で大事なのは土に命を吹き込むことだと思うんです。私が陶芸を続けているのも土を気持ちよくしてあげるこの工程がすごく好きで」

「……なるほど。僕もぜひ体験してみたいな。でも轆轤は素人には難しいだろう。失敗しないコツってあるのかな」

　彼が興味深そうな目を美羽に向けた。美羽は陶芸に関心を示してくれたことが嬉しくて真剣に悩む。

「うーん。慣れてくれば感覚的に分かるので……。やっぱり回数をこなすことかなぁ。あ、でも一番大切なのは気持ちかもしれません」

「気持ち？」

「はい。棒状に上げ下げする時も、太くしっかりしたいい形になるように心を籠めるんです。そうして芯が出て真っすぐに立ったところで、先の膨らんだ部分を親指で優しく、くるくると撫でてあげて滑らかにしてあげるの。この愛情たっぷりのひと手間がすごく大事で」

　手つきで太い棒に指を絡めるようにして、無邪気にその動作をやって見せている美羽とは対照的に、目の前の男性はなぜかうっすらと顔を赤くした。

「あ、ごめんなさい。私ばっかり喋って」

「……いいや、興味深い。なんだか、聞いているだけですごく気持ちよさそうだ」

「ふふ、分かります？　やっぱりコツはじっくり根気よく、上げ下げを繰り返して土を気持ちよくさせてあげることが大事なことでしょうか。そうすると、芯がしっかり立った張りのあるいい形になるんですよ。陶芸では『土ころし』って言うんですけどね」

「土ころし……。死ぬほど気持ちいいってことかな？」

「土にとってはそうかもしれませんね」

　すると目の前の彼が思いがけずくだけた笑顔を向けた。アーモンド形の瞳が形よく相好を崩している。恋人に向けられたものではないのに、美羽の心臓がぴょんと跳ねる。

　──さすが超絶魅力的な男性の笑顔は最強である。

「陶芸も面白そうだな。実は体験したことがないんだ。今度、君の工房へ見学にお邪魔してもいいかな？」

「もちろん、ぜひご都合のいい時にいつでもどうぞ……って言っても、先輩の工房なんですが、陶芸に興味のある方はいつでも大歓迎です！　その時に『土ころし』も見せてあげますね」

　美羽は陶芸の話で盛り上がったことが楽しくて、目の前の男性に笑顔を返した。  

　轆轤は一般向けの教室でも難しいと敬遠されがちで、手びねりが好まれる。でも、轆轤には陶芸の魅力の醍醐味があると美羽は思っている。

「……ぜひ、お願いするよ」

　少し掠れた声で美羽に告げた後、もぞもぞと腰を動かしている。

「あ、もう少しお話していたいのですが、お昼休みが終わるのでそろそろ戻らないと……。では、本当に機会があったらぜひ、私が通っている工房に見学に来てくださいね。じゃあ、お先に失礼します」

　トレーとバッグを持って美羽は、その男性に軽く会釈をして社員食堂を後にした。

　エレベーターに乗ってから、しまったと気が付いた。彼の名前や部署を聞きそびれてしまったのだ。

　でも、同じ会社の社員だ。また会う機会はあるだろう。

　彼と好きな陶芸の話が出来たせいか、なんとなく心がふわふわしている。

　──ああ、はやく陶芸がしたい。

　さっき彼に話したように、無性に轆轤を回したくなった。

　彼のことを考えながら轆轤を回したら、きっと芯がすっと真っすぐに立った見事な形に仕上がりそうだ。

　何度も引き上げて押し下げる。単調な作業だが、土の反応が直じかに手に伝わってくる。

　土が一番気持ちよくなった瞬間を手の中に感じ取り、先のこんもりした丸みを指先でくるりと撫でる時が、堪らなく好きだ。

　美羽にとっては、そのひと撫でで焼き物の善し悪しが決まってしまうほど大事な工程だ。

「なんだか、今日はいい作品ができそう」

　まさかこの時の美羽は、後であんな話を彼にした自分を激しく後悔するとは思ってもいなかった。
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　その数日後の事だった。

「あ、やだぁ。あの人、また来てる」

　受付にいた立花あかりが声を上げた。ロビーの片隅に腰かけている老齢の男性を見て眉をしかめている。

「この会社の関係の方でしょうか？」

「ううん、違うと思う。時々ふらっと来てロビーの隅のあの椅子によく腰かけているんだよね。先週も来ていて、ずっとあそこに座っているし、気味が悪くて警備の人にそれとなく追い出してもらったの。なのに、性懲りもなくまた来てる。ホームレスかなぁ？」

　彼女に言われてじっくり見ると、その老人の身なりは地味なものの、仕立ての良さそうな服を着ている。杖を持ち、壁の方をじっと見つめて静かに腰かけていた。壁にはこの会社の初代創業者の銅像が置かれ、壁面には創業者夫婦の若かりし頃の写真が飾ってあった。

　創業者は、なんでも戦後の焼野原だった東京で育ち、小さな土建業を始めてここまで会社を大きくしたという。

　ちょうど、蒼士の祖父に当たる方だ。

「服は地味ですけど、汚れてはいないからホームレスではなさそう。散歩でもしていたのかしら。外は暑いですからね。あのお爺さんにお水でも持って行ってあげましょうか」

　ここ数日の東京は猛暑が続いている。散歩をしていて暑くなって涼みにロビーで休憩しているのかもしれない。

「ちょっと美羽さん、やめて！　そんなことしたら、あの人、味をしめてまた来ちゃうじゃない。あんなみすぼらしい老人がロビーにいたら、この会社のイメージが悪くなっちゃう」

　彼女は大袈裟に言っているが、みすぼらしいというのは、ちょっと言い過ぎではないだろうか。特に不審な様子もなく、ただお年寄りが休んでいるだけに見える。

　この会社のロビーにはカフェもあるため、社員以外の人も行き交う。ただ、近隣のビルに勤める人が多く、確かに年配の方はあまり見かけない。だからかえって目立ってしまうのかもしれない。それでも、ロビーで涼むくらいなら、そう目くじら立てるほどのものでもないのではないか。

「でも、あのお爺さん、なんだか具合が悪そう……」

　注意深く見ると、お爺さんが肩を丸めて俯いている。熱中症にでもなって気分が悪いのではないか。

「やっぱりちょっと行って様子を見てきますね！」

「え、ちょっと！　もう、変な人に声をかけて後で上の人に怒られても知らないからっ」

　彼女の制止の声を振り払い、自分のバッグから、さっき買ったばかりのペットボトルの水を手にしてお爺さんに小走りに近寄った。

「お爺さん、お加減でも悪いのですか？　お水をお持ちしました」

　驚かさないよう、膝を付いてお爺さんに話しかけてみる。すると、お爺さんが杖にもたれたまま、赤みが差している顔を上げた。

「嬢ちゃん、悪いね。ありがとう。歩いてきたものだから、暑くてちょっと喉が渇いてしまってな」

　お爺さんは、美羽が差し出した冷えたペットボトルの水をごくごくと飲んだ。

　──やはり熱中症気味になっていたのだろう。このまま一人で帰すよりは、社員用の医務室に連れていって休んでもらってから、ご家族に迎えに来てもらったほうがいいかもしれない。

　そう思案しているとお爺さんが、はぁ～っと息を吐いた。

「嬢ちゃんのお陰で生き返ったよ。そろそろ帰らんと」

「お爺さん、顔色も悪いのでこちらの医務室で少しお休みになってからではいかがですか？　ご家族の方には私が連絡を取りますから」

　するとその老人は、ぎくりとした顔をした。

「いいや、家族には連絡を取らんでもいい。一人でも車を呼んで帰れる。じゃが、少し医務室で休ませてもらおうかの」

「もちろんです。立てますか？」

　美羽は、その老人に手を貸した。腕をしっかりと支えて社員用の通路から医務室に向かう。小柄なお爺さんでも、やはり女性の美羽にとって人を一人支えるというのは意外にも大変だった。もうすぐ医務室だ……と思ったところで、お爺さんごとよろけてしまいそうになる。

　するとふいに、お爺さんの体重が軽くなった気がした。

「あっ……」

　先日、お昼にちょっとだけ話をしたあの魅力的な男性社員が、美羽の反対側からお爺さんを支えてあげている。

「あなたは……」

「おいおい、なんじゃいきなり。その手を離してくれ。わしはこの嬢ちゃんに医務室に連れて行ってもらうんじゃからの」

「爺さん、一人で歩けもしないのに何を言っている。またここに来たのか。勝手に一人で来ては駄目だと何度も言っているだろう！」

　ランチの時とは別人のような、この老人に対する不愛想な言葉に美羽はびっくりした。

　そんな風に冷たくお年寄りに言わなくてもいいではないか。

「爺さん、車を呼ぶからさっさと帰れ！」

　──わ、なんて酷い言いよう。

　邪魔者のように言われたお爺さんが可哀そうになって、美羽はキッと彼に向き直った。

「あのっ！　そんなに叱らないであげて下さいっ。きっとお散歩中に暑くて具合が悪くなって、ここのロビーで涼んでいただけだと思うんです。お爺さんに悪気はないから……。ね、お爺さん、そうでしょ？」

　すると美羽が言い返すと思わなかったのか、びっくりした顔を向けた。

「きみね……」

「お嬢ちゃん、優しいなぁ。まったくこの会社の若いやつらは、老人いびりをしてわしを見るとすぐに追い出そうとする」

「おいっ、爺さん、いい加減に……」

「そんな風に言っちゃだめっ」

　美羽は、お爺さんを叱ろうとした彼の腕をぐいっと引いて慌てて言い返す。

「さっさと帰れなんて言ったら失礼でしょ。事情があったのかもしれないし。お年寄りには優しくするものでしょ」  

　背が高いからかなり見上げないといけない。

　しかも彼はかなり不機嫌そうだ。整った顔立ちの男性が不機嫌になると、凄みが増す。しかも威圧するような眼差しで美羽を見下ろしている。

　──が、美羽も負けじと見返した。

　怯んだりするものですか。いくらなんでも、お爺さんに対する態度が酷すぎる。

「あのね……、この人は……」

「わはははっ、この嬢ちゃんの事が気に入ったぞ！　そうじゃ、若い者にはわしのことをちゃんと敬ってもらわんとな」

　お爺さんの言葉に、彼は額に手を当てて頭を振った。

「……分かった。もういい。その爺さ……、お爺さんには医務室で休んでもらってから家に帰らせるから、君は受付の仕事に戻りなさい」

「お爺さんの事、叱らない？」

「……ああ、叱らないよ」

「冷たくしない？」

「……しない」

「約束する？」

　これには彼も苦笑した。

「君は意外にしつこいな。ああ、約束するよ」

　美羽は、にっこりと微笑んだ。

　彼もお爺さんに対する態度を改めてくれたようで、ほっとする。

「じゃあ、どの部署の方か分かりませんが、ここの社員さんですよね。お爺さんのことを宜しくお願いします。お爺さん、気をつけてお帰り下さいね」

「おう、嬢ちゃん、またな」

　その老人は、美羽に向かってにやっと笑みを浮かべて、片手で持っていた杖を僅かに上げた。

　ロビーより冷房の効いた涼しい医務室に来て、気分も先ほどより良くなったのだろう。

　美羽はほっとして受付に戻ると、不機嫌そうな立花からお叱りを受けてしまった。

　ついさっき、美羽が彼女の言葉を無視したせいで、むくれてしまったようだ。

　それも美羽から見ると、少し子供っぽい仕草に見えてしまう。

「美羽さん、言いたくはないんだけど注意させてね。私たち、今は受付の仕事中でしょ。いくら具合の悪い人がいても、職務を離れてはいけないと思うの。あのお爺さんはうちの社員でも何でもないし、警備の人に連絡して対応を任せればいいだけだから。会社としてああいう身元不明な人を迂闊にロビー内に入れてはいけないのよ。受付のチーフは私だし、何かあれば叱られるのは私だから、今度から気をつけてね」

　そうは言っても具合の悪そうなお爺さんを不審者扱いにして、警備員にも連絡しようとしなかったではないか。

　思わず彼女に反論しそうになったのをグッと飲み込んだ。さらに言えば、美羽が離れた時間もほんの十分程度。それならば、いつも彼女がお昼に三十分遅れてくるのはどうなのだろうと思いつつも、美羽は素直に謝った。

　確かに彼女がチーフだし、彼女の指示に従わなかった自分にも非がある。

「……はい、すみません」

「きつく言っちゃってごめんね。来週、引退した会長が視察に来るらしいの。だから変なお爺さんがまたロビーにいると困るから」

「会長が？」

　すると彼女は途端に機嫌がよくなり、うふっと笑みを零した。

「そうなの。実は専務の叔父にあたる常務からこっそり聞いた情報なんだけどね。専務は、会長がお膳立てしたお見合いを全部断っているんですって。業を煮やした会長が、社内に専務の見合い相手として相応しい女性社員がいないか探しに来るらしいの」

　美羽は、それを聞いて絶句した。

　蒼士の祖父とはいえ、本人が嫌がっているらしいのに、なんておせっかいなのだろう。美羽も結婚相手を父親に決められそうになった経験があるから他人事とは思えない。  

「専務はそのことを知っているんですか？」

「いいえ、専務には内緒みたい。会長は八十を過ぎていて早くひ孫の顔が見たいらしいのね。実は会長の指示で、常務が専務と釣り合いそうな女性社員のファイルを内々で用意したそうなの。うふふ、もちろん常務に頼んで、その中のイチオシに私のデータも入れてもらったのだけど」

　美羽はまたもや耳を疑った。

　いくら社員とはいえ、それって個人情報の乱用じゃないのかと思いつつ、頬を引き攣らせた。

「そ、そうなんですか。でも、一番大切なのは専務のお気持ちなんじゃ……」

「あら、専務も好きとか嫌いとか、そんな悠長なことを言っていられる立場じゃないのよ。だって、専務は今二十九歳でしょ。たしか相続か何かの要件として、三十歳までに結婚しないとならないんですって」

「……凄い、立花さん、そんな情報まで……」

「うふふ、先週、常務とお酒を飲みに行って色々教えてもらったの。だってチャンスじゃない？」

「チャンス？　何のチャンスですか？」

　不思議に思って聞き返すと、立花がぷっと噴きだした。

「やだぁ。会長に気に入られれば、蒼士専務の奥さんになれるかもしれないじゃない」

「えっ……」

　美羽は目をパチクリした。蒼士はそんなに素敵な人なのだろうか。

　小さな頃の記憶をたどるが、子供たちの中でも一番背が高く、物静かで大人っぽい少年という印象しかないのだ。

「うふ、専務は見た目も本当に素敵なんだけど、やっぱり次期社長でしょ。上手くいけば玉の輿。それにこの会社で専務にプライベートで食事に誘われたのは、私だけみたいなの。脈ありでしょ？」

　うっとりしている彼女を遠い目で見ながら、まったく自分はうっとりしないなと美羽は改めて思った。

　専務夫人などという肩書がそれほど嬉しいものなのかどうか、理解できない。それよりも、陶芸の女流コンテストで佳作でも受賞したほうが、美羽にとっては数百倍嬉しい。

「実はね、内緒なんだけど、常務にお願いして会長がいらした時に私がお茶をお持ちすることになったの。自腹で玉露まで買っちゃったんだ。うふふ、会長に気に入られるように頑張らなくちゃ！」

　ガッツポーズをする立花の話を美羽は苦笑いを浮かべながら聞き流した。

　美羽にとっては、全く興味も関係もない話だ。

　それより、さっきのお爺さんは無事に帰れただろうか。今度、彼に会ったら聞いてみなくてはと思いつつ、午後の来客に慌ただしく対応していた。

　ようやく一息ついて立花が休憩に入り、一人で受付対応をしていると、あのライトグレーのスーツの彼が受付にやってきた。

「やぁ、今話せる？」

「あっ……。私もお話したいと思っていたんです。今朝はついむきになってしまってすみません。あのお爺さんは無事に帰れたでしょうか？」

　すると彼が屈託のない笑顔を向けた。口元からのぞいた真っ白な歯が爽やかだ。

　なぜかその表情にきゅん……となり、みぞおちが疼く。

　私はいったいどうしてしまったのだろう？

　──いえ、きっと魅力ある男性ならではの、真の笑顔の破壊力にあてられただけだ。

「気にしなくてもいいよ。俺も君に横柄な態度をとってしまってごめん。あの爺さ……、お爺さんはちゃんと車を呼んで自宅に帰らせた。それより今週の金曜日の夜は暇？」

「えっ……」

　美羽はドキッとして彼を見上げた。このところ平日は仕事が終わってから、毎日工房での創作活動にあてている。

　それに男性から金曜日に予定が空いているかなど聞かれたことも初めてだ。

「あの……」

「ああ、誤解しないで。この間の昼、工房見学に誘ってくれただろう？　金曜の夜はどうかなと思って」

　なんだ……と美羽は、肩透かしをくらう。ほっとしたと同時になぜか落胆のような気持ちが広がっている。

　──勘違いも甚だしい。彼は陶芸に興味を持ってくれただけなのに。

「はい、もちろん大歓迎ですよ。轆轤での『土ころし』を教えて差し上げます」

「ふ……、楽しみにしているよ。じゃ、金曜の夜に」

　彼は美羽の耳元に顔を近づけて、そっと囁いてからすぐにエレベーターに消えて行った。

　そういえば、また名前を聞きそびれてしまった。

　彼の低い声の余韻が残る耳元がなんだかくすぐったい。

　さらりと落ちてきた髪の毛を、囁かれた方の耳に撫でつけながら、少しだけ……、いいえ、それよりもほんの僅かに大きく、金曜日が待ち遠しい気分になる。

「……美羽さん、今の……」

「え、きゃっ」

　誰もいないと思っていたのに、背後から声を掛けられて、美羽は思わずぎょっとして振り返った。

「あ、なんだ。立花さん……。お帰りなさい」

「今の人……」

「あ、あの方は先日、社員食堂で会った方なの。たまたま陶芸のお話をしていたら彼も陶芸に興味を持ってくださって。それで金曜日の夜、仕事が終わった後に私が創作している工房に見学に来ることになったんです」

「……ふぅん。そうなんだ」

　弁解がましく聞こえただろうか。

　そう、お互いに深い意図はない。私はただ陶芸を教えてあげるだけ。でも──。

「あの、立花さん、今の彼の名前や部署を知っていますか？　つい聞きそびれてしまって……」

「──カッコイイ人だね。でも、ごめんね。私もどこの部署の方か知らないなぁ……」

「あ、いいんです。こちらこそ唐突にごめんなさい。金曜日にあの人に直接聞いてみるので」

　申し訳なさそうな立花に、美羽は笑顔を向けた。

　美羽が見ても超イケメンの部類に入る彼のことを、立花は絶対知っているはずだと思い込んでいた。でも彼女だって、千人近くいる全社員の顔と名前まで把握しているわけはない。

　──それでも、きっと専務は彼女にとって別枠だろうけど。

　美羽が内心クスッと笑うと、立花が美羽に休憩をどうぞと声をかけた。

「では、三十分休憩に入りますね」

「はい、行ってらっしゃい」

　

　美羽がいつものように丁寧なお辞儀をして休憩に入るのを見送ると、立花は親指の爪をきゅっと噛んだ。

「──冗談じゃないわ。私の方が先に目をつけたんだから。絶対に譲らない」

　普段の声とは別人のような低い声で呟くと、すぐに電話の受話器を取りあげる。まるでキャビンアテンダントのような仕草で受話器を口元に寄せた。

　手慣れた手つきでタブレット端末を操作して、急用時のみに許される専務室直通の内線をためらいもなくタップする。

「もしもし、若槻専務ですか？　あ、お忙しい所をすみません。私、受付の立花です。──急ぎではないのですが、すぐに済みます。実は、さっき月島美羽さんから今週の金曜日の夜のお話を伺って、私も工房見学に誘われたんです。うふ。はい、私も一緒に。それで工房に行く前に、お食事しようということになったの。……はい、だってお腹がすくじゃないですか。ふふ、それで十八時にインペリアホテルのレストランで先にお食事をしようということになったんです。──はい。そうです。月島さんと先にレストランで待っていますね。──うふ、専務とご一緒できるのを私も月島さんも、楽しみにしています」

　カチャリと受話器を置いて、くすくすと笑う。

　三十分後に美羽が休憩から戻ると、立花は瞳をきらきらさせ、頬をほんのり上気させて美羽に笑顔を向けた。

「あ、美羽さん、お帰りなさい」

「立花さん、何かいいことでもあったんですか？　なんだか嬉しそう」

「ふふ、実はそうなの。ちょっといいことがあって。えーと、あれは誰だったかなぁ。ほら、ホトトギスに、鳴かぬなら鳴かせてみようって言ったの」

「──秀吉？」

「そうそう！　今は、そんな秀吉チックな気分なの」

　美羽にはよく分からないが、無邪気で嬉しそうな立花に苦笑した。

　彼女は不機嫌な時も機嫌がいい時も、すぐ顔に現れる。単純でそういうところが世の男性陣が可愛く思って、放っておかないのだろう。

　──きっと専務の蒼士もそこが気に入っているのかも。

　とはいえ立花の蒼士への想いは打算的であるのだが──。

「なんだか分からないけど、いいことがあって良かったですね」

「うふ、ありがとう。──鳴かぬなら、鳴かせてみようホトトギス、うん、いい言葉ね」

　よほど嬉しいことがあったのか、彼女はすこぶる機嫌がいい。

　その日の彼女は美羽が気味が悪いと思うほど、率先して苦手な来客にも対応し、終始、笑顔を振りまいていた。









【ステップ２．恋の計画を立てましょう】








「ああ、もうこんな時間……！　どうしよう、早く決めないと遅れちゃう」

　出勤前に今日着る服を迷うなんていつぶりの事だろう。

　美羽はクローゼットから、気に入っているブラウスやスカートをいくつも取り出し、鏡の前で合わせてはうーんと唸りながらひとり悩んでいた。

　今日は金曜日。

　ライトグレーのスーツのあの彼に、自分が創作活動を行っている先輩の工房を見学させてあげる約束の日だ。

　もちろん工房では土いじりをするため、作業着に着替えてしまうのだが、仕事帰りということは、どこかで軽く食事をしてから工房に向かう、という可能性もある。

　……もしくはその逆も。

　工房見学の後、ちょっと一杯、なんてこともあるかもしれない。

　先輩は大抵、午後六時過ぎには工房を締めて帰ってしまう。奥さんもいて、赤ちゃんが生まれたばかりだからだ。そのため工房の合鍵を美羽も預かっている。

　コンテスト迄の間、いつでも自由に創作に使えるように貸してくれたものだ。

　たぶん、今夜はきっとあの彼の二人だけになる。

　そう思うとなんだかそわそわした。

　別に陶芸の魅力について布教活動をするだけなのに、どうしてこう胸が高鳴るのだろう。

　彼だって、ただ自分の話を聞いて陶芸に興味を持ってくれただけなのに。

　美羽としても陶芸に興味を持ってくれる人が一人でも増えれば嬉しい。

　邪よこしまな考えは捨てなければ──。そう思いつつも結局、肩口にふんわりとしたレースがデザインされているノースリーブのブラウスと、夏らしい色味のサックスブルーのフレアスカートを選んでしまう。しかも普段は履かないヒールが高めのパンプスまで靴箱から取り出した。

　──うん、このパンプスも、買ってから一度も履いてなかった。

　もうずいぶんこうしてお洒落に気を遣うことなどなかったから──。

　彼のために特別、という訳ではない。久しぶりにお洒落をしたい気分だし、ただ単に、自己満足のためである。

　そう自分を納得させて出勤する。いつもはあまり履かないフレアスカートの裾が風になびいて脚に纏わりつくのがちょっと新鮮だ。

　地下鉄を下りてから地上への階段を上りきったところで、ビルのガラス窓に映る自分を見て嬉しくなって立ち止まる。

　──うん。なかなかいいではないか。

　立花さんと並んでも見劣りしない、いわゆる丸の内のお洒落女子だ。

　──いや、ここは赤坂なのだけれど、と一人で突っ込みを入れる。

　最近は、もうずっとカットソーに地味なパンツスタイルという、いつもの単調なローテーションばかりだった。たまにスカートをはいてお洒落をすると、気分も新鮮になる。

　それでも仕事中は制服に着替えてしまうのだが、その日は、朝からそわそわしながら、ライトグレーのスーツの彼が、いつ声をかけてくれるのかと期待に胸を膨らませながら待っていた。

　彼の名前も所属も知らないため、美羽からは連絡手段がなにもない。でも、彼はこの会社の社員なのだ。彼の方はいつでも空き時間に美羽に会いに来ることが出来る。

　金曜日ということもあり、今日は訪問客が多い。きっと彼も忙しいのかもしれない。

　午前の仕事が慌ただしく終わり、昼は社員食堂に行ってみた。この間のように、あの彼に会えるのではないかと期待していたが、広い社員食堂で彼らしき姿は無かった。

　──やっぱり週末で忙しいのかな。

　約束では、仕事が終わった後、二人で工房に行くことになっている。

　ということは、就業時間に迎えに来てくれるのだろうか。

　あっという間に午後の三時を過ぎ、美羽が交代で休憩から戻ると、立花さんが声を掛けてきた。

「あ、美羽さん。さっき美羽さんに伝言があったの。ほら、今夜、工房見学に行くって約束していたあの男の人、今日は急な用事が入って行けなくなったって美羽さんに伝えて欲しいって」

「え……」

　一瞬、頭が真っ白になる。

　──行けなくなった……？

「あの、お仕事で……？」

「うん、なんでも急な接待が入ったとか。残念ね。せっかく美羽さん、今日お洒落してきたのに……」

　その言葉に美羽は慌てて違う違うと両手を振り、笑顔を取り繕った。

「あ、いいえ、そういう訳でお洒落をしたわけじゃなくて。あ、実は今夜の工房見学は、他の知り合いも来るの。だから……」

　──だから、ぜんぜん、残念になんか思っていない。

　なのに、どうしてなのだろう？

　心の中に重い鉛が沈んだように、落胆してしまっている……。

「あら、そうだったの？　他にも来るの？」

「──っ、はい……」

　それは嘘だ。

　彼のためにお洒落をして、その期待が打ち砕かれたことに、同情されたくないと思ってしまったのだ。

「──あの、他には何か言っていた？　その、違う日にとか……」

「ううん、それは言っていなかったよ。でもなんだか忙しそうで、用件だけ言ってすぐに戻っちゃった。だからどこの部署の人かも聞けなかったの。ごめんね」

「あ、ぜんぜん、気にしないで。立花さんが謝ることではないから。もともと私が名前を聞きそびれてしまっていたのがいけないし。実は今夜、陶芸用の土もすぐに制作できるように用意していたの。無駄になっちゃうな……。あ、よかったら立花さん、今夜うちの工房に来る？　立花さんも前に見たいと言っていたでしょ？」

　美羽は内心の動揺を隠して、なんでもないように装った

　そう、自分はさほどショックを受けているわけじゃない。別に彼が来ても来なくても、なんの支障もない。ただ準備しておいた土が無駄になるのがもったいないだけ……。

　それに彼が来られないのは、仕事の都合なのだ。

　──しようがないじゃない。彼にとっては、自分との約束なんて取るに足らないことに違いない。

　誰かに伝言して断る程度の軽い約束なのだから。

「あ～ん、美羽さん、せっかく誘ってくれたのにごめんね。実は今日、蒼士専務にお食事に誘われてしまったの。うふ」

　美羽は、びっくりして声を上げた。

「……えっ、すごい！　いつの間にそんなに進展していたの？」

「この間、誘われたの……。インペリアホテルのレストランでのディナーなんだけど。超、楽しみっ」

「わぁ……、そうなんですね。思いが叶って良かったですね。専務とのお食事を楽しんでくださいね」

「うふ、ありがとう。今夜は楽しんでくるね。金曜だしホテルディナーのあと期待しちゃう」

「……専務との仲が進展するといいですね」

　うきうきする立花とは対照的に美羽の心はなんだか重い。彼女にラッキーなことが起こった分、より自分と比べて落ち込んでしまう。

　──はぁ、もう、これ以上考えても仕方がない。

　仕事に集中しているうちに、ほどなく終業時間になった。立花はロッカーで普段よりいっそうお洒落でフェミニンなワンピースに着替えてから、インペリアホテルへと向かっていった。

　エントランス前で立花と別れた美羽は、その後ろ姿を見送ると、くるりと踵を返してひとり重い足取りで工房へと向かう。

　金曜の夜とあって、赤坂周辺はカップルが多く並び歩いている。

　今まで一人で歩いていてもなんとも思わなかったのに、急に寂しさを感じてしまう自分がいた。通り過ぎる車のライトが、なんだか美羽の孤独をいっそう浮かび上がらせているようにさえ感じてしまう。

　ふと見ると、ビルのガラス窓に自分の姿が映っていた。

　美羽の横を行き交う人々の楽しそうな笑い声。

　朝に見た自分とはまるで別人のようだ。

　この世界にたった一人で取り残されたような気がして、ものすごく侘しく思えてくる。

　これまで、恋などなくても陶芸だけあれば幸せだと思っていた。

　なのに、どうしてか彼に断られたことに落胆してしまっている。

　──私、あの彼と陶芸をするのをすごく楽しみにしていたんだ。

　こんな風に感じることは初めてだった。誰かと同じ時間を過ごせることを楽しみにするなんて、今までになかったことだ。

　ついつい、たった一人で工房で作業する自分に憐みを感じてしまいそうになる。

　──こら、美羽。しっかりしなさい。

　美羽は思わず両手で頬をパチンと叩いた。

　今は、陶芸に集中するの。もうすぐコンテストなんだから。

「よしっ、今夜は傑作を作るっ！」

　そう意気込んでから近くのコンビニに寄り、夜食用のおにぎりとペットボトルを買いこんで工房に向かう。

　せっかく今日のためにお洒落をしたのだが、結局、誰にも披露することはなかった。

　工房に着いてから、溜息を吐きつつ置いてある作業着のＴシャツとジーンズに着替えて轆轤を回す作業に入る。

　でも、なぜか手に気持ちが籠らない。

　──どうしてなんだろう。二、三回会って話をしただけの人なのに。

　こんなにも、無性に彼に逢いたい気持ちが募る。

　お爺さんとのやり取りで「頑固だな」と苦笑していた彼。

　食堂で美羽の陶芸の話を面白そうに聞いていた彼。

　なんでもすっぽりと包めそうな、長くてしなやかな指に大きな手。

　もし今夜、彼の仕事が忙しくなければ、きっと二人で楽しい時間を過ごせていただろうと思わずにはいられない。

　彼といろんな話をしてみたかったな……。

　美羽は自分でも気が付いていなかった。

　傑作を作るどころか心ここにあらずで、くるくると回る轆轤をただぼうっと見つめていることに。
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「お待たせ、少し遅れてしまったな。あれ？　月島さんは？」

　蒼士が仕事を終え、約束したインペリアホテルの最上階のレストランに行くと、同じ受付で働いている立花あかりが一人で席に着いていた。

　蒼士を見て、小首を軽く傾げながら笑顔を浮かべている。

「美羽さんは、ちょっと寄るところがあるから少し遅れるそうです。先に二人で食事をしていてくださいって」

「──そうか」

　蒼士が席に着くと、すぐにレストランの支配人が飲み物のメニューを差し出した。このホテルは商談でよく利用するため、顔見知りの支配人がにこやかに蒼士に声を掛けてきた。

「若槻様、本日は、シャトーマルゴーのヴィンテージワインが入荷してございます」

「わ、専務。私、それ飲んでみたいです！」

　すかさずに立花あかりが反応する。

「僕は車だから、じゃあ、君と月島さんで飲むといい。それを貰えるかな？　僕にはペリエを」

「かしこまりました。本日のお食事はいかがなさいますか？」

　蒼士は食事のメニューを渡されたが、いや、といって差し戻す。

「食事は、月島さんが来てから頼もうか」

「え──、私お腹がすごく空いちゃったんですぅ。先に軽く食べていましょうよ」

「それなら前菜を見繕ってもらおう」

　軽い前菜をオーダーすると、ほどなくしてソムリエがワインをグラスに注ぎ入れた。

「じゃあ、専務、いただきますね。かんぱーい！」

　立花あかりが満面の笑みを浮かべつつ、自分のグラスをテーブルの上の蒼士のグラスに傾けて、チンっと軽い音を立てた。

　彼女は一口ワインを飲むと、頭をフルフルと小刻みに横に振り、美味しい～と声を上げる。

　──なんだか、いちいち反応が疲れる子だな。

　それでも蒼士は海外生活で培った紳士らしく、顔には出さずにそれは良かったと穏やかに微笑む。

　本当は美羽と二人きりで食事や工房見学をしたかったのだが、まぁそれは次の機会でもいい。彼女がこの女性を誘ったのは意外だが、もしかすると夜に自分と二人きりということを警戒されたのかもしれない。

　なぜなら、彼女は自分のことを全く覚えていなかったのだ。

　蒼士は、先日の医務室でのやり取りを思い返した。

『どこの部署の方か存じ上げませんが……』

　そう言われた時は、流石にショックだった。てっきり自分のことを覚えているとばかり思っていたからだ。

　蒼士は美羽と出会った子供の頃は、うまく子供たちの輪に馴染むことが出来ないでいた。そんな自分に、美羽はいつも無邪気に話しかけてくる。小さい子のお守りなんて面倒だ。できれば一人でいたいと思っていた蒼士だったが、彼女の屈託のない笑顔にだんだん自分の心も解れて温かくなった。

　親に強引に連れてこられた集まりでも、彼女に会えると思うと妙に気持ちがわくわくした。

　それでも美羽への想いが妹のような感情ではなく、決定的に異性として好きだと気が付いたのは、彼女が大学生の時だった。

　ちょうど日本に帰国した時だった。蒼士の母宛てに美羽から大学祭で陶芸展を開催するという案内のハガキが届いていた。蒼士はそのハガキを偶然目にして、久しぶりに美羽に会いたくなり彼女の大学へと足を運んでみた。

　それは単なる好奇心だった。子供心に好きだった女の子がどうしているか。

　別に再会して話しかけようとも思ってはいなかった。

　だが数年ぶりに目にした彼女はとても生き生きとしていて、蒼士は衝撃を受けた。

　──すごく、可愛い。

　海外で見慣れた化粧ばっちりの女友達とは違い、化粧はしていないのに肌はしっとり滑らかでみずみずしく瞳がくりっとしているのが印象的だった。小さな口はほんのり桜色に色づいて、それが幼い頃の美羽を彷彿とさせていた。

　彼女の姿を目にした瞬間、なぜか全身が武者震いのようにぞわっとした。美羽の姿に自分の魂が震えるような、そんな感覚だった。

　率先して来訪客に気さくに話しかけていて、彼女の自然な笑顔に一瞬で魅せられてしまった。

　その時は、自分の生まれて初めての感情に混乱し、動揺したこともあって何も話せずに帰ってしまったのだが、アメリカに戻ってから、これが生まれて初めての恋なのだと自覚した。

　ずっと彼女のことが忘れられなかったからだ。

　大人になった美羽をもっと深く知りたいと思うようになった。

　日本に戻って早く会いたいと思いながらも、アメリカでの新規開発プロジェクトの立ち上げには法的なことも含めて、思いのほか時間がかかってしまったのだ。

　ようやくプロジェクトも軌道に乗り、彼女と再会を果たすために日本の本社に異動の交渉をしてなんとか帰国した。それなのに、ずっと想いを寄せていた女性が全く自分を覚えていなかったというのは、ボディにフックを喰らったような気持ちになる。

　──だが、美羽からすれば何年も会っていなかったのだ。

　最後に会ったのは、小さな頃に彼女を助けようとして怪我をした時だ。

　ちょうど自分が十歳で美羽が五歳くらいの頃だった。

　美羽に怪我がなくてほっとしたものの、彼女の方は自分に怪我を負わせたことがショックだったのだろう。混乱して酷く泣きじゃくっていた。

　蒼士は大丈夫だよと言おうとしたのだが、意外に痛みが酷くて呻き声のようになってしまった。

　結局、救急車で病院に搬送され、数針も縫う大怪我となった。

　当面、入院することになったのだが、彼女がお見舞いの手紙をくれたこともあり、退院してから彼女の家に連れて行って欲しいと母親に頼んでみた。──が、すぐに蒼士の父が海外転勤になってしまい、それきり会えずじまいだ。

　ようやく日本に戻ってきたものの、美羽との接点は何もない。

　いきなり「やぁ、僕のこと覚えてる？」なんて近づくのも思い切り不審者っぽい。

　なんとか彼女と自然に近づきたくて、たまたま美羽の父親と仕事で会った時に、さりげなく聞き出した。すると、どうやら父親と陶芸のことで仲たがいをしており、アルバイトを掛け持ちして生活も苦しそうだと知った。

　なぜなら美羽の父は娘が陶芸家になるのを反対していて、生活の援助をしていなかった。そうすれば、彼女が音ねをあげて実家に戻ってくるだろうと目論んでいたのだ。

　──なんて可哀そうに。

　それが蒼士の印象だった。陶芸など誰にもできることじゃない。親だったら子の夢に協力してあげるべきじゃないのか。

　彼女の父にぴしゃりと言い返えそうとしたが、それよりも名案が思い付いた。

　──自分が美羽をバックアップすればいい。

　そこで半ば強引に彼女の母にこの仕事を斡旋した。美羽の母親も乗り気だったこともあり、事はスムーズに進んだのだ。

　その時に、受付の仕事について目の前のこの立花に、色々話を聞いたのだが──。

　ちゃっかりしているというのか、かなり抜け目ない女性だった。色々理由をつけて鮨を奢らされ、挙句の果てに、食事の後に寄りたい所があると言って、香水まで買わされてしまったのだ。

「意外だね。君も陶芸に興味があるとは思わなかったよ」

「うふ、専務が興味のあるものに興味があるというか」

「──は？」

　意味が分からず蒼士が聞き返す。

　そつなく日本語を駆使する蒼士だが、海外生活が長かった分、時々、複雑な日本語は、瞬時に理解しがたい時もある。

　興味のあるものに興味がある、というのは二重肯定の一種なのか？

　すると彼女がほんのりと頬を染める。なぜ今の言葉で頬を染めたのかも分からない。

　しかも、もう彼女のグラスが空だ。自分の日本語の読解力というよりは、彼女の言語力に原因があるのではと疑ってしまう。

　何を言っているか分からないほど、だいぶ酔いが回っているのかもしれない。

「あっ、つまりぃ……、私も蒼士専務の好きなものが好きってことです。ふふ、このワイン美味しいですね。お代わりしても？」

「……どうぞ」

　弱そうに見えて、意外と酒が好きらしい。

　美羽が来るまで支配人が勧めてくれたヴィンテージワインを残しておいてくれるといいのだが……、そう思いながら前菜を軽く摘まみ、彼女の自分語りに付き合っていると、かれこれ四十分近くが経った。

　それなのに美羽が現れる気配もない。流石に何かあったのではないかと心配になる。

「月島さん、遅いね。大丈夫だろうか？　君のスマホに彼女から何か連絡はあった？」

　遅れる彼女を全く気にせず、ワインや前菜に舌鼓みを打ちながらお喋りを続ける立花に、スマートフォンを見るように促した。何かしらのメッセージが彼女から入っているかもしれないと思ったからだ。

「えっ……？　ああ、月島さんのことですね。ええと……」

　徐にスマートフォンをバッグから取り出してチラッと見ると、立花はあらっと大袈裟に残念そうな顔をした。

「ああ、私ったらダメね。見逃してました！　てへ、すみません。彼女、やっぱり今日は都合が悪くなったようです。それで、私と専務の二人でお食事を楽しんでくださいって……」

「都合が悪い？　なぜ？　何かあったのか？」

「さぁ？　そこまでは……」

　蒼士が立花に食いついて、その大袈裟にカールした睫毛に縁どられた瞳を射るように見つめる。すると、ぱちぱちっと瞬きをしてから視線を外し、「はぁ、なんだかここ、暑いですね。ちょっと酔っちゃったのかな……」と、掌でひらひらと首元を仰ぎはじめた。

「……じゃあ、直接彼女に確認しよう」

　実を言うと、蒼士は社内の連絡網にある美羽の電話番号をすでにスマートフォンに登録済みだった。スーツの内ポケットからスマホを取り出すと、立花が急にわたわたと慌てだす。

「ま、まって！　ストップ！　その、彼女はたぶん、きっと専務に電話されたくないかも……」

「俺に？　なぜ？　どうして君がそう言えるの？」

「うっ……、あの、そう！　男性にはあまり言えない……、その女性特有のあれで体調が悪いみたいなので」

　──彼女の目が泳いでいる。

　この狼狽うろたえようは、ますます怪しい。

　蒼士は立花の言葉を意に介さずに、スマホを操作しながら返事する。

「ああ、生理のこと？　僕は海外が長いからそんなことは気にしないよ。海外の建築現場で急に生理になった女性スタッフのために、ドラッグストアにナプキンを買いに行ったこともある。アメリカの女性はオープンだからね。それに彼女は一人暮らしだろう？　生理で具合が悪いなら、薬や食べ物を届けてあげられるかもしれない」

　余裕の笑みを浮かべて、美羽に電話を掛ける。

　すると、目の前の立花が途端にしゅんとして、くすんくすんと鼻を啜り始めた。

　──やれやれ。一体何なんだ？

　この席が人が賑わうテーブルから少し離れ、周囲から目につかない奥まった席でよかった。

　視線を感じてちらりと目を向けると、支配人がお困りなら対応いたします、という視線を送ってきた。

　──やはり、できた支配人だ。

　蒼士は支配人に大丈夫と頷き、彼女を無視して耳元のコールに耳を澄ます。

　トゥルルルル──、トゥルルルル──、トゥルルルル……。

　見知らぬ番号だから警戒されているのか、ようやく八コール目で、「はい、もしもし？」と、少し控えめながらも、涼やかな声が蒼士の耳の中に伝わった。

「──もしもし？　美羽さん？　今日工房の見学を約束していた──」

「──あっ、あ、あなたは……。どうして私の番号を？」

「うん、ちょっと社内の連絡網を調べて。今話せる？ 」

「はい。あの、でも接待の方は大丈夫なんですか？」

「──接待って？」

　どうやら美羽は声だけで蒼士のことが分かったらしい。その事実に嬉しくなりながらも、彼女の言っている接待の意味が分からない。

「はい、あの……、立花さんから、今日は急な接待が入って工房にこられなくなったと聞いたもので」

　──なるほど。そいうことかと、納得した。

「いや、実をいうと連絡が行き違っていたみたいだね。その用事はないんだ。だから遅くなって申し訳ないけど今から工房に伺ってもいいかな？」

「──い、今からですか？」

「……だめかな？」

「あ、あの、もちろん大丈夫です」

「ありがとう」

　蒼士は内心やったと思いながら美羽に工房の住所などを聞き、すぐに出るからと伝えて電話を切った。　

　目の前の立花あかりは、目に涙をいっぱい溜め、無駄にキラキラした瞳を潤ませて蒼士を見つめている。

「──どうやら、彼女は生理痛ではなかったようだよ。なぜか僕に急な接待が入って、約束を断ったことになっている」

　すると、彼女がまるで一方的に別れを切り出された恋人でもあるかのように、ぽろぽろと涙を零し始めた。

「……私、悪気はなかったんです。蒼士専務とお近づきになりたくて……」

「悪いけど、僕は陶芸にものすごく興味があるんだ。だからここで、失礼するよ」

　そう、将来の妻の職業になるかもしれないし、彼女の『土ころし』をぜひ体験したいと思っている。

　蒼士は目で合図して支配人を呼んだ。

「立花さん、君はここで食事とワインを存分に楽しむといい。僕は彼女の工房に行く」

　支配人に請求は後で回すように伝えてから、さっきのヴィンテージワインと同じボトルを一本貰い、むくれる彼女を残して急いでレストランを後にした。








【ステップ３．恋の轆轤を回しましょう】








「──えっ？　い、今からここに？」

　工房の中は、轆轤が回る無機質な機械音だけが静かに響いていた。物思いに沈んだ美羽は突然のスマホの音に、はっとして顔を上げる。

　心ここにあらずだったため、飛び上がって驚いた。

　スマホを取ろうにも自分の手は、濡れた粘土に塗まみれている。

　急いで手を洗ってスマホの画面を確認したものの、見慣れぬ番号に躊躇する。それでも、なにか予感めいた気がして通話ボタンをタップすると、なんと耳元から聞こえてきたのは、聞き覚えのある、あの独特の低音バリトンボイス。

　──うそ。あの彼の声だ。

　途端に心臓の音が煩いほど、とくとくと跳ね上がる。

　──鎮まれ、鎮まって。

　どきんどきんと早鐘のように鳴り響く鼓動に、彼の声が聞こえなくなってしまうほどだ。

　すると急な接待が無くなったから、今から工房に来たいという。

「遅れたお詫びに美味いワインを持って行くよ」

　美羽はスマートフォンを握りしめたまま、あまりの嬉しさに声も出せずに立ち尽くしてしまう。

　──信じられない。今日は会えないと思っていたのに……。

　もちろん歓迎すると伝えたものの、しばらく嬉しさを噛みしめてから、窓に映った自分の姿に慌ててしまう。

　心ここにあらずで轆轤を引いていたせいか、顔のあちこちに粘ど土べが跳ねて汚れが付いている。

　──ま、マズイ！　こうしてはいられない。

　美羽はスマートフォンを置くと、急いで流し台に向かい、頬や額に着いた汚れを落す。乱れた髪の毛も、手櫛で整えてからリップクリームを塗りなおした。

　ようやく一息ついたところで、工房のインターホンが鳴る。

「あ、は、はーい」

　その画面には、紛れもなくあの彼の姿が映し出されていた。

「──こんばんは」

　スマホで聞くよりももっと蠱惑的なバリトンボイスに、きゅんっと身体が疼いて、よく分からない電流のようなものが流れ込んできた。

　──いったい何なの。

　自分でも予期していなかった反応に、ただ緊張しているだけなのだと思い直す。

　時間はもう夜の七時半を回っている。

　あまり遅くなって仕事で疲れている彼の迷惑とならないよう、今夜は簡単に工房の説明をしてから、私が轆轤の手本を見せて終わりにしよう。

　そう考えてから、思い切ってドアを開けた。

「──やあ、遅くに押しかけてすまない」

　その姿を目の当たりにした瞬間、ときめきが弾けるように溢れ出した。

　最上級に整った顔立ちの男性を間近で見るのはこれで二度目だが、破壊力がありすぎる。

　彼の身長は美羽のことをゆうに見下ろすほど高く、あと一歩踏み出せば、逞しい胸の中にすっぽりと包みこまれてしまいそうだった。

　夜の空気とともに、少しだけ男性特有の香りが流れ込み、無意識に足の付け根を擦り合わせた。

　二人とも、お互いを見つめたまま動けないでいる。

　目に見えない力に吸い寄せられてしまったかのようだ。

「──あ、あのどうぞ入って」

　美羽が一歩下がると、彼が一歩を踏み出した。長く大きな手が伸びて美羽の顎を捉え、くいっと引き上げる。

　訳が分からず戸惑いがちに見上げると、彼の端正な顔が近づいてきた。

「──っ、んっ」

　思いのほか柔らかで、厚みのある唇が美羽の唇に重なった。

　ほのかに男らしい香りが漂い、くらりとする。ほんの一瞬、唇で食むようにされた後、ちゅっとリップ音を立てて離れていく。

　不意打ちのキスに棒のように突っ立ったまま、心臓がどくんと跳ね上がった。

　これって、これって……。

　──私のファーストキス……っ!!  

　この年になって人生初めての口づけに、──しかも極上の美男子である──、美羽はまるで茹ったように顔を真っ赤に染めてしまう。

「あ、ごめん。海外生活が長かったからつい。今のはお詫びのキス。いやだった？」　　

　──そういうものなの？

　彼の言葉に少しだけ拍子抜けする。

　海外では、友人でもお詫びのキスなんてするのだろうか。

　しかも唇に。もちろん、さりげなく軽いキスではあったけれども……。

　海外生活が長いというだけあって、キスに手慣れているせいか、それが自然で様になっていた。高鳴る胸をなんとか鎮ませながら返事をする。

「い、いいえ、じぇんじぇ……、いえ、全然。す、少しびっくりしただけで。あの、どうぞ中に。汚すといけないので、ジャケットは脱いでいただけますか？　簡単に工房を紹介して、そのあと私が轆轤の見本を見せますね」

　半分挙動不審になりながらもなんとか動揺から立ち直り、美羽は彼を中に招き入れた。それでもまだ内心はドキドキしている。

「あの、海外にずっと住んでいたんですか？」

「ああ、十歳の時から父の仕事で日本と行ったり来たりで。入社してからもすぐに海外勤務になってしまって、日本に戻ったのは半年ほど前なんだ」

　そんなに海外生活が長いのであれば、やはりキスにも深い意味はないのかなと思い深く考えることはやめにした。ちょっとだけ残念な気もしている。

「ここは君の工房？」

　彼が工房をぐるりと見渡すと、感心したような声をあげた。壁の備え付けの棚には、素焼きされた陶器がずらりと並んでいる。それをじっくりと興味深そうに、ひとつひとつ見て回っている。

　話題が陶芸に移り、美羽は少しだけほっとする。

「あ、違うんです。ここは美大の先輩の工房なの。コンテストが近いから先輩の好意で空き時間に貸してもらっているんです」

「へぇ、平日はいつも遅くまでここにいるの？」

「はい、だいたい夜の十一時くらいまでここでやっています。終電には間に合うように。自宅のアパートまではひと駅ですから」

「でも、女性がそんなに遅くに一人で歩いたら危ないな……。僕が仕事帰りに寄ろうか？　僕も同じ方面だし、君さえよければ帰りがけに君を車でアパートまで送るよ」

　その言葉に目を丸くした。

　恋人でもないのに美羽のことを心配して、毎日送ってくれるなんてありえない。だがすぐに彼は、海外生活が長いという事に気が付いた。

　──女性に対して気遣うのが海外のマナーだからだよね。きっと過度に心配しているんだわ。

「ふふ、大丈夫です。ここは海外ではないですし、私の住んでいるアパート周辺も治安がいいので」

「……でも、ひとりでなんて心配だな……」

「学生時代からこんな生活が続いてますから、ご心配には及びません。でも、ありがとうございます。あ、じゃあ、さっそく案内しますね」

　まだ納得がいっていないという表情をする彼の気をそらすように、美羽は作業台に案内した。そういえば、また名前を聞きそびれてしまったことに気が付いた。でも今さら聞くのもなんとなく彼に失礼な気がしてしまう。

　帰る時にさりげなく聞けばいいかなと思い直した。

　早速、陶芸の制作工程が図と写真で説明してある大きなポスターを見せて、作品が出来上がるまでの工程を説明する。

　意外にも彼は美羽の説明にじっくりと聞き入って、時おり質問をしてきたため、丁寧に答えてあげた。

　実際に粘土や様々な種類の釉薬を見せ、六畳ほどの広さの室むろの中を覗かせた。

　その中には、先輩の作品や陶芸教室の生徒さんの作品が棚の上から下まで、ずらりと敷き詰められている。

「轆轤で成型した皿や器を、ここの室で、ゆっくりと乾燥させるんです。急激に乾燥させると、罅ひびや亀裂が入ってしまうので。生徒さんの作品の場合は、十日ほどかけて乾燥させてから素焼きにします」

「なぜここだけ壁がコンクリートなの？」

「あ、湿気が多いのでカビないためです。ほら、急激に乾燥しすぎないように、棚の下には水を張ったバットを置いています。コンクリートの打ちっぱなしで窓もないから冬はちょっと寒いんですけどね。じゃあ、いよいよ轆轤を回してみせますね」

　美羽は彼をまた作業台に案内して電動轆轤の前に並んで座る。狭い轆轤の前に二人で並ぶと、思いのほか彼の体躯の大きさを意識してしまう。

　美羽には男の兄弟もいないため、袖口から覗く手も、自分と違って男らしく感じて少し緊張する。

「え──、こほっ、じゃあ、轆轤を回していきますね。まず、粘土の量はちょうど両手の中に収まるくらいの大きさで。あまり量が多いと扱いづらいので。コツは粘土と轆轤の中心を外さないこと。丁寧に粘土を上げ下げしていくと、芯が出できますから。まっすぐに芯が立った所で、いったん止めてお見せしますね」

「土ころしだね」

「はい、じゃあ見ていてくださいね」

　美羽は、轆轤の上に粘土を置いて、ゆっくりと回し始めた。

「滑りが良くなるように、手をよく水で濡らして最初はこうして丸くした粘土を撫でつけます。いい形になりますようにって、私はお願いしながら撫でるんですけど。両手で撫でながら、少しずつ力を入れて下から上にゆっくりと引き上げます。あ、筒状の太い棒のような形にする感じです」

「……へぇ。太い方がいいの？」

「そうですね。細すぎるとへにゃっと折れてしまうので。太さがあった方が芯がしっかりしていいですね。両手をこうして筒を握り込むように、でもあまり強く力を入れずに左手はそっと添える感じで」

　いつもしているように、ゆっくりと粘土を根元から上に向かって太い棒状に引き上げる。そうして押し下げてから、またゆっくりと引き上げた。

「ほら。こうしてしっかり立ち上がらせていきます。土が手にその身を委ねてくれるようになるまで、焦らずにゆっくりと何度も。乾いちゃうと滑りが悪くなるので、時々、水で湿らせて滑りをよくしながら、押し上げて……引き下げる。そうするとブレずに芯がしっかり立ってきますから……あ、先っぽだけ上げ下げしてもダメなんです。根元からゆっくりと手を上に這わせてあげて……」

　美羽がやって見せると、彼の目が美羽の手つきに釘付けになる。

　美羽は、下から上に太い棒状の筒を作り、彼のために何度も押し下げては引き上げてみせた。時おり、水で湿らせながらぬるぬると表面の滑りを良くさせる。

　膨らんだ先端がブレずに、真っすぐに芯が立ってきた。

「ほんとだ、しっかりと立ってきたね」

「でしょ？　私、昔からこれが得意なんです。でも、表面だけ撫でていてもダメなんです。しっかり握って、中に芯を感じられないと」

「へぇ？　中に芯があるのが分かるの？」

「もちろんです！　手に伝わってきますから。こういう風に上下させて、しっかり芯を感じられるようになったらこっちのものです」

「……俺もやってみたいな」

「あ、じゃあ、席を代わりますね……、えっ、きゃっ」

　何を思ったのか、彼は美羽のすぐ後ろに座り、背後から美羽を抱き込むような格好になる。

　彼の大きな太腿に、美羽の太腿が挟まれぴったりとくっついた。

　まるでかの有名な映画のワンシーンのようだ。

　彼を押しのけようにも手が粘土でどろどろに汚れている美羽は、両手が使えずなす術がない。

「ぴったり君とくっついたほうが、コツがわかりそうだ」

　背中に彼の熱い体温が感じられる。ぞくりとした戦慄きが身体を通り抜けた。彼の体躯は一見すっきりしているのに、背後に触れる胸板は思いのほかがっしりとしている。

　密着した男の感触に、戸惑ってしまってどうしていいか分からない。

　──からかっているの？

　きっと困らせようとしているんだわ。

　美羽が慌てて立ち上がろうとしたところで、お腹を片腕でぎゅっと引き寄せられた。両手の自由がきかない美羽は、まるで大きな獣に捉えられた小動物のようだ。

「どれ、やってみようか」

「ひぁっ……」

　彼の澄んだバリトンボイスが色を帯びたように感じ、うなじに熱い吐息が吹きかかる。

　あっと思った瞬間、彼の両手がＴシャツの下に潜り込んできた。自分とは違う、温度の高い感触にどきっとする。

「や……っ、なにを……んっ」

「最初は、撫でつけるんだったね」

　どこか男らしさを感じるざらりとした手の温もりが、陶器のように滑らかな肌をゆっくりと這い上る。

　ぞわぞわと肌が粟立ち、美羽は小さな喘ぎを漏らす。大きな手がブラのカップに行き当たると、躊躇なく上にずり上げられた。

「ひゃんっ」

　あっと思った時には乳房がふるんっと揺れ、Ｔシャツの中で解放される。まろみの下側から彼の大きなごつごつした手が這い上ってきた。無防備になった丸みをこんもりとその手の中に包み込む。

「ふぁっ……、やっ、なにを……んっ」

「可愛いね。君が教えてくれたように、ちょうど手の中にすっぽり収まる大きさだ。たしか、下からゆっくりと上に向かって押し上げて芯を作るんだったね？」

「やっ、それ、違っ……」

　生まれて初めて、他人の手に包まれた乳房の感覚にぞくぞくした。自分とは違う、逞しくて男らしい大きな手だ。

　骨ばって硬さのある感触に包まれると、自分が思いのほか柔らかな物なのだと実感する。触れられているのは乳房なのに、腰の力が抜けてしまって立ち上がれない。

「違う？　じゃあこうかな？」

　いとも簡単に押し上げられたカップは役目を果たさず、無垢な先端が晒されてしまっている。

　──まさか、まさか……。

「張りがあって、可愛らしい……」

　大きな手がゆっくりと乳房の先の方に向かってなぞり上がる。心臓がどきんと跳ねた。　

　指先が触れるところからぞくぞくした快感が伝わり、下腹部が重く疼く。

　こんなのは嫌だと押しのけないといけないのに、柔らかな乳房は彼の逞しい手にその身を委ねてしまったようだ。気持ちよさげに身を任せてしまっている。

　──ああ、土もこんな感じなのだろうか。

　まるで乳房が彼の手の中で自在に形を変える粘土のように感じられる。

　温かい手に包まれる感触が何とも言えず気持ちがいい。

「本当にかわいい形だ。滑らかで張りもあって重さもちょうどいい。僕好みだ」　　

「な、なにを……。こんなの、だめ……っ」

「どんな風ならいいのかな？　こう？」

　彼の手が美羽の乳房にゆっくりと沈み込む。優しく押し上げていた指が、少し力をもって膨らみを揉みこんでいく。初めて乳房を異性に揉みしだかれる感触に、未熟な美羽はなす術もなく目をきゅっと瞑る。

「……っん」

　男性はこんなにも強引なのだろうか？

　ゆるぎない手に、欲よくするがまま操られている感じがする。

　彼の手を解きたいのに、なぜだか身体に力が入らず動かない。

「怖がらないで、痛くしないから力を抜いてごらん」

　彼もすっと力を抜き、長い人差し指の先が、乳にゅう暈うんの先端にある突起に触れた。その途端、さざ波のような快感が身体の中に流れ込む。

　乳房とは違い、そこはあまりに敏感で感じやすい。

「んっ、ひゃぁっ……」

　どうしたことか、ぴくんぴくんと足先や指先が戦慄き、制御できない。

「ああ、ここはまだ芯が立ってないね。ゆっくりと根気よく撫でるのがいいのかな？　どう？」

「あ、や、そこ……、んはぁっ……」

　美羽の乳房をふたたび掬い上げながら、乳房の先端を人差し指の腹で円を描くようにくるくると撫でてきた。

　胸の先端が彼の指にいやらしく呼応し、甘い痺れが全身を駆け巡っている。その甘さをどう逃がしていいか分からずに、ただ彼にもたれかかって言葉も発せずに身悶えた。

「ああ、可愛い。勃ち上がってきたようだよ。ほら、こりこりした芯を僕も感じるよ」

　彼の言葉のとおり、柔らかな先端が芯をもってきた。ざらりとした人さし指が、凝しこって硬くなった乳首を可愛がるようにくりくりと捏ねている。

「んっ、んっ……んはぁっ」

「君も見てごらん」

　彼は片手で美羽に見えるようにＴシャツを首元まで押し上げると、無防備に晒け出された膨らみが露になった。

　美羽は元来色白だ。丸みを帯びた膨らみは、まるでとろりとした乳白色の釉薬を掛けられたようだ。

　ただ、乳首だけは濃い桃色に色づき、彼は指を器用に動かして、つんと尖った突起をいやらしく捏ね回した。

「ふぁっ……んっ」

　──もうどうしていいのか分からない。

　恋人でもない男性にこんなにいいようにされていては、嫌悪が湧き上がってもいいはずなのに、なぜか甘い疼きが胸の先端から溢れてくる。

　その指の感触に浸って、もっと可愛がられたいとまで思うほどに。

　脚の付け根までもがじんじんと疼きだした。

「ああそうだ。僕としたことが忘れていた。濡らして滑りを良くしないといけなかったね」

「えっ、ひぁっ、そこは……っ」

　彼の手が腹を滑り美羽のジーンズのファスナーに触れた。押しとめようと思ったものの、美羽の手は粘土の泥だらけ。なされるがまま、あっさりとファスナーを押し下げられた。片方の手は、相変わらず人差し指で乳首を愛撫したままで、美羽は捏ねられるたびに、ひぁっ、と小さな声を上げて身悶える。

「痛くしないから、怖がらないでいいよ。たっぷり濡らして慣らしてあげよう……」

「な、慣らすって、あんっ……」

　閉じた足を彼の逞しい脚が捉えて、内側から強引に開かされる。

　臍のあたりを撫でていた手が、ゆっくりと下がり、美羽の真っ白なショーツの中に這入り込んだ。男の手の温もりの熱さをあられもない場所に感じ、思わずごくっと唾を呑む。

　太い指先が自分以外、誰も触れたことのない和毛を優しく擽り、固く閉じた花びらのあわいを擽りながら下へと降りていく。

「……んっ、はぁっ……」

　ぞくぞくして、息が止まりそうなほどだ。身体の震えが止まらない。

　胸を弄ばれながら、秘めやかなあわいに触れられ、美羽はあまりの羞恥に足を閉じようとした。けれども逞しい脚がそれを阻みぴくりとも動かない。

「閉じたら、ココを濡らして滑りをよくできないよ」

　耳元で囁かれぞくっとする。同時に潤んだ泥ぬか濘るみに伸びてくる逞しい指先の感触に、美羽の神経が集中した。

　陶芸の手本を見せていたはずなのに、誰もいない工房で、こんなにイケナイことをしているという背徳的な快感に全身が打ち震えた。

　まさかこんな展開になるとは思いもよらなかった。この先、いったいどうなってしまうのだろう。

「いい子だ。そのまま身を任せてごらん」

　彼が目的の場所に辿り着いた時、クチュ……というはしたない水音が響き渡った。

　自分の身体の奥から、いつの間にか生温かい液がとろりと溢れて、ショーツに染みてしまうほど、ぐっしょりと濡れている。

「ふ、大洪水になってる。どうやら君は感じやすいようだ。ほら」

「やぁっ……、そこ、だめっ……んっ」

　蜜口の浅瀬で指を動かし、くちゅくちゅと淫らな音を鳴らす。するとさらにとろりと蜜が溢れて、羞恥に肌が熱くなる。

　ジーンズがフィットしているせいで、彼の手と美羽の秘めやかな部分がぴったり密着している。彼が自由に指を動かせるほどの空間がなく、蜜口の中に指がぬぽっと入り込んでしまった。

　瞬間、あっと息を呑む。

　彼の指が……、骨ばった第一関節が、自分の隘路の中にするっと入ってしまっている。

　ど、どうしよう。どうしよう……。

　誰かの指を呑み込んだことなんてない。自分の指さえ未経験だ。

　それなのに、彼の指先を咥えこんだ蜜洞がきゅんと収斂した。

「ふ、可愛く締めてきたね。もっと奥に欲しいのかな……？　うん？　でも、もうちょっと慣らして滑なめらかにしないとね」

　彼が指を引き抜いてほっとしたのも束の間、指が美羽の花唇をなぞりあがった。ジーンズがぴったりフィットしているせいか、思いのほか指先が襞のあわいに深く入ってしまったようで、刺激がきつくてびくんとする。

「痛い？　これだと思うように指が動かせないな。よいしょっと」

「えっ、きゃっ……」

　彼は片手で美羽が履いていたジーンズをショーツごと、あっという間に剥いて足元に押し下げた。

　彼の目の前で、完全に自分の下半身が晒されてしまっている。

　お尻と、太腿と、そしてあられもない場所を。

「やぁ、見ないでぇっ。だめぇっ……」

「なぜ？　こんなに可愛いのに。恥ずかしいなら、君は目を瞑っていていいよ」

「そ、そういう問題じゃ……、ひゃぁんっ……」

　乳房どころか、下半身までまるっと無防備に剥かれてしまっている。

　彼は胸ではなく、濡れた美羽の秘所を集中的に弄ぼうと決めたようだ。片方の手が閉じた花襞を優しく押し開き、くぱり……と小さな蜜音がたつ。

　──信じられない。

　そこを開かれてそんな音がするなんて、誰が想像できただろうか。

　酷く淫猥で、まるで自分から触れてくださいと誘っているような水音ではないか。

　これから何をされるのか、セックスの経験のない美羽でも容易に想像ができる。もちろん、美羽ももう二十四歳だ。当然ながら性への興味もあり、自分で触れたことはあるものの、たいして快感など得られなかった。

　自分で触れると嫌悪が先に立ってしまうのだ。以来自分で慰めることはやめてしまった。そのため、不感症なのだと思っている。

　だからきっと彼に触れられたって気持ちよくなるはずはない。ましてや、こんな強引にされたら、気持ち良さなんて感じるはずがないのに──。

「君のココは綺麗だな。まるで食べごろの桃のように蜜が滴っている」

「や、だめっ。み、見ないで……」

「陶芸と同じだよ。綺麗な造形は心ゆくまで眺めたい。でも、君は堪え性がないのかな？」

　喉奥からくっくっと楽しそうな掠れた笑い声が漏れた。

　意味が全く分からない。

　彼の指先が滴り落ちそうな雫を掬い上げながら、秘唇をゆっくりとなぞっていく。

「こんなに濡らして」

　くちゅっと音を立てて襞に触れるヌルついた太い指の感触。それがあまりに甘美でうっとりした。

　武骨な男性特有のごつごつした指なのに、蜜を纏うとまるで陶芸の粘土のように滑らかになる。

　優しくあやすような愛撫に、美羽の未熟な経験がいとも簡単に塗り替えられた。

　さっき胸の先を弄られた比じゃない。

　これまで感じたことのない、甘ったるい刺激。理性さえも夢の中で、気持ちよさに微まど睡ろむような快感だ。

　彼の太い指が、ぬるぬると花襞をなぞるように上下し始めた。ぴったりと閉じ合わさっている襞をほぐすように、一枚一枚丹念に開きながら愛撫する。

　まるで花の蕾をやさしくなぞって綻ばせていくような手つきだ。

「こうしてたっぷりと濡らして、上げ下げするんだったね」

「やぁっ、だめっ……」

　美羽は堪えられずに、彼の胸にもたれていやいやと首を振った。

　足を開かされ、無防備に晒した秘所を男らしい指がぬるぬると撫で回している。

　自分でおそるおそる触れた時とは違う。

　確実に意思をもって、美羽に蕩けるような気持ち良さを植え付けている。彼の指から甘だるい快感を得るたびに、蜜口がひくひくと戦慄いた。

　自分で触れた時は、こんな反応などはしなかったのに。

　濫りがましく何かを求めてくぱくぱと喘いでいる。

　だんだんと指が這い上り、とうとう花唇の上にひっそりと佇んでいた無垢な真珠を探り当てた。剥き出しになった真珠の形をなぞるようにくるりと円を描く。

「ん、小粒だけど可愛いな」

「ひぁんぅ──っ……」

　いつのまにかぷくりと身をもたげ、はち切れんばかりに敏感になっていたようだ。

　小さな、それでいて性感帯がぎっしり詰まったそこに触れられ、耐え切れずにぐぐっと仰け反った。

　背後の彼はびくともしない。魂の抜けた人形のように彼にぐったりともたれかかるや否や、蕩けるほどの恍惚が押し寄せてがくがくと腰を揺らす。

「ああ、ここも芯を持っているね。気持ちいい？」

　美羽は言葉に出すことが出来ず、ただいやいや、だめだめと首を振る。

「そこ、だめ……、なのっ……」

　こんな感覚は知らない。

　気が遠くなりそうなほどの恍惚感に呑み込まれ、ひとりでに涙が目じりから溢れだす。

　いったい、私の身体はどうしてしまったのだろう。

　彼の愛撫に涙するほどの悦びを感じてしまっている。

「ん、いい子だ。そのまま力を抜いていて」

　彼はなおも途切れることなく、無防備な真珠の周りをゆるゆると円を描きながら絶妙な力加減で弄ぶ。小さな粒を可愛がるように指先であやしては、くにゅっと押し潰す。

　蜜がとめどなく溢れてきて、彼の手もぐっしょり濡れている。

　太い指の腹がぬるぬると滑って。花芯を丹念にゆっくりとなぞるのが堪らなく気持ちがいい。

「んふっ、んっ、んぅっ……」

　美羽は抵抗もできず足を開きっぱなしのまま、無垢な真珠を弄ばれている。

　彼は美羽を可愛がっているのに、一方で美羽を苛めて楽しんでいるようだ。

　なんだか相反した男の欲のようなものを感じ取る。それでも陶酔が波のように押し寄せて、それ以上はこの状況をまともに考えることが出来ない。

　なにより彼の手つきは優しいのに、やめる気配はこれっぽちもなかった。

　いつの間にか熟れた花芯は包皮から朱く色づいた芽が剥き出しになり、より敏感になっていた。触れられただけで、じくんじくんと疼いてあさましく快楽を垂れ流している。

　もう片方の手で乳首をこねられ、同時に秘芯を弄ばれて、今はもう喘ぐことさえ難しい。

　はしたなくも蜜口が、ちゅぱちゅぱと音を立てている。

　──うそ。やだ。恥ずかしい……。

　なのに、美羽は自分の身体を制御することもままならない。

　彼はそれに気が付いたのか、人差し指を蜜壺につぷりと差し込んで、ぬぽぬぽと出し入れしはじめた。

「ひぁぁっ……！」

　指を身体に深く挿れられるなんて初めてなのに、それが堪らなく気持ちよくて、甘い吐息とともに美羽の腰が指に合わせて揺らめいた。

「あっ、んっ、んっ……」

「ああ、美羽は素直だね。きゅっと喰い締めて気持ちよさそうだ。可愛いクリトリスも撫で回すとほら、芯が立ってくる。さっき言っていたね。芯を感じられるようにって。僕も指で君のクリトリスの芯をしっかり感じられるよ」

「あっ、やぁっ……、も、だめ、んっ……」

「そっと撫でるのがいいのかな？」

　指の腹で羽のように擽られているだけなのに、敏感な芽から快楽の泉が迸る。

　息を継ぐのもやっとだった。

　腰からすっかり力が抜けて、全身がスポンジのようにふにゃふにゃだ。完全に蒼士に身体を預けて、至福の快楽に酔いしれる。

　それなのに、ひくひくとあさましく秘壺が戦慄いている。

　もっと欲しくて、お腹の奥から何かがせり上がってきた。

　すると蒼士は小さな真珠の根元を挟み、上に向かってきゅっと摘まみ上げた。

「……ひぃっ……ん──……」

　一瞬で意識が宙に舞うような陶酔が、千の漣さざなみとなって襲ってきた。

　あまりの刺激に目の前がチカチカして星が飛び、真っ白になる。

　それまで愛撫されていた真珠が急に熱をもち、まるで彼によって灼け溶けてしまったようだ。

　蜜がぴゅっと吹きこぼれ、手足に力が入らず、打ち震えながらくったりと彼にもたれかかる。

　……どれくらいの間、そうしていたのか。

　彼が美羽の目尻や頬、唇に愛おしむように、ちゅ、ちゅとキスを落としている。

　宥めるようなキスを受けているうちに、天井に飛んだ意識がゆるやかに舞い戻ってきた。

「いい子だ。初めてイけた？　美羽は思いのほか感じやすいようだ」

　これまで体験したことのない未知の快感に、しばし呆然として声も出ない。彼が与えた快楽の渦に身体が溶けてなくなってしまったように力が入らない。

「あまりに刺激が強そうだから、今日のレッスンはここまでかな。ん？」

「ば、ばかぁっ……」

　ようやく喉奥から絞り出すような声が出た。酷く掠れてはいるものの、なんとか抗議の声を上げられた。なのに彼は嬉しそうに微笑んでいる。

　ひっぱたいてやりたくても、愛撫でトロトロになった身体は言うことがきかない。潤んだ瞳で見上げると、彼が少しだけ申し訳なさそうな顔をした。

「美羽がいけない。あんなにエロい土ころしを見せるから」

「わ、わたしのせい……？」

　なぜに私のせいなのか……。なんで土ころしがエロいのか、美羽には全く理解ができない。

　じろりと睨むと、彼は悪びれずに屈託のない笑みを漏らした。

「ごめん、気持ちよくさせすぎたようだ。美羽がこんなに感じやすいとは思わなかったから。お詫びに車で送っていくよ」

　彼は足腰の立たない美羽を抱き上げて、工房のソファーに横たえた。濡れたタオルで美羽の粘土で汚れた両手を丁寧に拭いてから、困ったような顔をする。

「ショーツ、近くのコンビニで買ってこようか。その、ぐっしょり濡れてしまったから、また履くのいやだろう？」

　美羽がぱっと顔を赤くしながらも、こくりと頷くと、彼はちょっと行ってくる、と工房の外に出た。

　ようやくほっとして立ち上がり、美羽は作業着から今朝着てきたブラウスとフレアスカートに着替えるも、ノーパンなせいかすぅすぅする。

　──絶対許さない。

　このまま彼が戻る前に知らぬふりをして帰ってしまおうか。

　そうは思うものの、彼の脱いだスーツのジャケットが置きっぱなしである。

　美羽は、はぁっと溜息を零した。

　自分があんなに淫らな反応をしたことに驚きを隠せない。

　彼を好ましいと思っていたから、あんなふうに甘く身体が反応したのだろうか。

　──それとも彼があんまり魅力的だからつい、気を許してしまった？

　重い手足を動かして帰り支度をしていると、ほどなく彼が戻ってきた。

　美羽はコンビニの袋を受け取り、別室でショーツを履くと、彼もすでにジャケットを羽織っていた。一緒に工房の戸締りをして外に出る。

「……じゃあ、私は地下鉄なので」

「いや、車で送っていくよ。もう遅いから」

「ご心配には及びません」

「足もちょっとふらついているよ。転んだら危ない。いいからおいで」

「あっ……」

　地下鉄の駅に向かおうとするのを彼に制された。手を握られこっちだよと彼の車の方に連れて行かれてしまう。結局、美羽は彼の車に乗せられた。

　──もう、なんて強引な人なのだろう。

　ハンドルを握る横顔を見ると、美羽が受付の仕事を始めた時からずっと憧れていたその人だ。自分は動揺しまくりなのに、さっきのエッチなことなどまるでなかったような涼しげな顔をしている。

　うーん、車の運転ひとつとってもかっこよくて様になっている。

　──そもそも、いったいこの人は誰なんだろう？　私のことをまるで昔からの知り合いみたいに馴れ馴れしく名前で呼び捨てにするし。

　それでも、もう彼に聞くつもりもない。

　なぜならこれ以上、彼と接することはないのだから。また声を掛けてきても無視すればいい。

　──うん、また社員食堂で偶然会っても、自分が避ければいいだけだ。

　もうイケメンには絶対にほだされない。

　なのに身体は彼に弄ばれた余韻で気だるく、甘く疼いている。

　美羽がじっと睨んでいるのに気が付いたのか、彼は悪びれた様子もなく「ん？」と、屈託のない笑みを美羽に向けてきた。それだけで体がぽっと熱くなり、慌てて、ぷいっと窓の外を見る。

　──もうもう、なんなの……。

　陶芸にものすごく関心を示してくれたのに、きわどいことをしてきたり、なんだか掴みどころのない人だ。

　それでもなぜ彼に見つめられてときめいてしまうのか、美羽は自分の感情をこれっぽっちも制御できないでいた。








【ステップ４．時には思いがけないことも起こります】








　その日は、朝からロビーがざわついていた。

　なぜなら今朝はこの会社の創業者である、現役を引退した会長が来訪するからだ。

　さすがに真っ赤な絨毯までは敷かないものの、創業者が久しぶりに顔を見せるとあって、ロビーには各部署の部長級の重役や常務らが出迎えのためにずらりと並んでいる。

　社長は海外出張で不在のため、創業者の孫である専務の蒼士が、今日は会長に対応すると聞いている。

　でも美羽が見た所、ロビーには専務らしき重要人物はいないようだ。きっと専務室で待っているのだろう。

　ようは祖父と孫が会社で会って話をするだけなのに、なんだかものものしくて大袈裟だなと思いながら肩を竦めた。こんなに重役たちがピリピリしながら出迎えるのも、会長は自社の株式の多くを保有しているため、会社の経営権に絶大な力を持っているとのことだった。

　さらにいえば、現役時代は容赦なく仕事ができない者を切り捨てていたという。

　そのため、常務らはひどく会長に気を遣って神経を尖らせているようだ。現に今もロビーで三十分も前から気ぜわしくうろうろしている。

　立花といえば、常務と一緒に会長のお出迎え役兼、給茶係に抜擢されたとあって、早朝からヘアセットに行ったというほどの気合の入りようだ。

　いつもは下ろしている巻き髪は、ゆるふわにアップで纏められている。

　そういえば、彼女は先週末の専務とのお食事デートは首尾よくいったのだろうか？　

　なんとなく気になって、美羽は立花に声を掛けた。

「金曜日はいかがだったんですか？　専務とのデート」

　念願の専務とデートをしたというのに朝から不機嫌だった立花だが、一瞬きょとんとしてから、美羽ににこっと満面の笑みを見せた。

「うふっ、実は専務に急なお仕事が入って、ワインを一緒に飲んだだけだったの。でも楽しかったぁ。私がボルドーワインを好きなのを覚えてくれていて、特別にシャトーマルゴーのヴィンテージワインをお店に頼んで手配してくれていたの。もしかして、私、愛されているかも？　なーんて。ふふっ、でも、急ぎのお仕事が入ったみたいで途中で席を立たなければいけなくて……。お食事はまた次回になったのよ」

「そうだったの。でも二人の時間が過ごせて良かったですね」

　彼女に相槌を打ちながら、美羽は、はて？　と首を傾げた。

　そういえば先週末、あの名前も知らない彼が美羽のアパートまで車で送ってくれた時、お詫びの印だといって、別れ際にヴィンテージワインをくれた。

　もちろん、美羽がそのワインを受け取った隙に、さりげなく別れのキスをしようと顔を近づけた彼を全力で阻止したのは言うまでもない。

　でもあのワインもシャトーマルゴーだった。

　しかもネットで検索してみると、なんと一本十万円もするグラン・クリュだったのだ。

　流石にこんなに高価なものはいただけないと思い、なんとか返そうと思っている。 

　でも値の張るヴィンテージワインをぽんと渡してしまうなんて、彼はいったいどういう人なのだろう。

「あ、それと金曜は誘ってくれたのに陶芸に行けなくてごめんね。美羽さんは陶芸のほうはどうだった？」

「あ……、実は、疲れちゃって……あの日はまっすぐ家に帰ったの」

　美羽は、金曜日のことは秘密にしておきたくてお茶を濁した。

　まさか、この会社の人らしきあの男性と二人きりになり、工房でいかがわしいことをされ、あまつさえ、自分も気持ちよくなって足腰が立たずに彼の車で家に送ってもらっただなんて言えやしない。

　とはいえ、彼は送ってくれた時は紳士で、自分が先に降りてから助手席のドアを開けてくれたりと美羽を気遣ってくれた。彼のことを思い出すと、とくりとなぜか胸の奥が反応する。

　もう絶対に自分からは会わないし、彼と社内で会っても無視すると決めたのに。

　ワインを返すことを口実にして、 彼の低音で艶のあるあの声をもう一度聞きたいなと思ってしまう。

「あら、そうなの？　じゃあ結局、会えなかったんだ……、そっかそっか。うふ」

「え……？」

　目を伏せて考えを巡らせていた美羽に、立花がひとりで嬉しそうににやにやしている。

　意味が分からずに顔を傾げると、「あ、もうすぐ会長が来られるから」と、小走りでエントランス付近にいる常務の隣に張り付いた。

　美羽も慌てて定位置である受付カウンターに立つ。

　すると騒めいていたロビーが水を打ったように静かになり、ガラス張りの窓越しに、黒塗りの車が到着したのが見えた。

　──まるで外国の王族とか偉い人をお迎えするみたい。

　緊張した面持ちの常務らがおかしくて、内心、くすりとする。

　すぐに運転手が下りてきて、後部座席のドアを開けた。

　一同の緊張が高まる中、車のドアの奥から杖がにゅっと出てきて、羽織りの着物に身を包んだ小柄なお爺さんが現れた。パナマ帽を深めに被っていて顔は影になって良く分からないが、なんだかハイカラなお爺さんだ。

　ロビーのエントランスから入ってくると、出迎えの社員らが一斉に一礼した。美羽も軽くお辞儀をする。常務がすぐに近づいてぺこぺこと挨拶をし、エレベーターへと先導した。

　その隣で立花も、美羽が見た中で最上級の笑顔を振りまいている。

　美羽は少し離れた受付のカウンターで、その様子を遠巻きに眺めていた。会社勤めはしたことがない美羽にとって、こうして偉い人の出迎えシーンを見ると、まるでドラマを見ているようで新鮮だ。

　常務の後について少し歩を進めた会長が、何を思ったのか、エレベーターとは反対にある美羽の方に近づいてくる。

　先導していた常務や立花は、会長がついてきていないことに気づき、慌てて会長の後を追いかけた。他の社員も会長が一体どこに行くのかと一斉に注目した。

　こつこつと杖をつきながら、会長が美羽の目の前で立ち止まる。

「あ、の──？」

　──なに？　私、何かした……？

　何かがいけなかったのだろうか。

　──さっき、笑いをこらえたのを見られていたのだろうか。

　戸惑う美羽の前で、会長がトンっと、杖を床に打ちつけた。

「よ、嬢ちゃん、この間は助かったよ。お陰で気分が良くなったわい」

　ふいにパナマ帽を片手で取って、にかっと笑う。見覚えのある顔に美羽は度肝を抜かれた。

「えっ？　あなたはあの時の……お爺さん!?」

「ああ、わしは時々このロビーにこっそりばあさんの写真を見に来るんじゃが、ここの若い社員たちは警備員を呼んでわしを追い出したりするんじゃよ。親切に声を掛けてくれたのは嬢ちゃんが初めてじゃ」

　美羽はあっけにとられたまま、絶句した。

　ということは、会長はお忍びでこっそり何度も会社に来ていたということ？

　ただならぬ気配を感じ、お爺さんの背後に目を向けると、さっきまで極上の微笑みを浮かべていた立花が、顔を真っ赤にして立っている。その表情はむくれているようだった。

「常務、この嬢ちゃんに話があるから、一緒に専務室に来てもらおう。あ、あんたはもうここでいいよ。出迎え、ご苦労さん」

　そう立花に言い残して、お爺さんは杖をトントンと軽快に鳴らしてエレベーターに向かう。

　常務が焦った声で、「君、はやく！」と立花の前を通り過ぎ、美羽の腕を引っ張った。

「え、やっ、ちょっ……」

「いいから、会長の仰おっしゃる通りに！」

　あっけにとられたまま訳が分からない美羽は、常務やその周りのお付きの人たちによって、最上階のフロアにある専務室に連行されてしまった。
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「お爺さ……、いえ、会長、待ってください。部外者の私が突然、専務室になんて行ったら、専務に怒られてしまいます……」

　会長と一緒にエレベーターから押し出され、重厚な専務室のドアの前に連れて行かれた美羽は、慌てて今にもドアを開けようとする会長を引き留めた。

　いくら専務の蒼士とは小さい頃に一緒に遊んだ仲だとしても、会長と一緒にいきなり美羽が押しかけるのはどう考えても失礼だ。

　仕事の話や家族内の話もするだろう。

　美羽が困惑していると、会長がなんだそんなことかと、笑いとばした。

「何も心配せんでいい。わしがお前さんと一緒にいる時点で、部外者じゃないわい。それにお前さんたちもとっくに顔見知りじゃろ？」

「えっ……、顔見知り？」

　美羽がきょとんとすると、会長がトンと杖を床についた。すぐに常務が扉を開き会長を中に入れ、美羽にもその後に続くように促した。

　──もうもう、このお爺さんも強引なんだから。専務に怒られても知らないから。

　ふいに夕べの彼の姿が思い浮かぶ。彼もこのお爺さんと同じように戸惑う美羽を楽しんでいるような強引さがあった。

「し、失礼します……」

　扉の内側にある秘書室の前を通り過ぎ、お爺さんについて奥にある専務の執務室へと向かう。

　ドアを開けた向こうには、背が高く引き締まった体躯をした男性の姿があった。床から天井まである一面ガラス張りの窓の傍に立ち、外の景色を眺めている。

「おう、蒼士、今日こそお前の結婚相手を決めてもらうぞ！　候補者のファイルを持ってきた。常務っ、ほれ、ここに置いてくれ」

　会長の背後から、常務がいくつものファイルを抱えてきて、それを応接テーブルの上にずらりと並べ始める。

　専務は、はぁっと窓に向かって溜息を吐いた。なんだか苛ついている気配が、後姿からも滲み出ている。

「あのなぁ、爺さん、前にも言ったけど俺は……」

　くるりと踵を返して振り向いた専務の姿に、美羽は、あっと声を上げた。

　──なんであの彼がここに？

　工房でさんざん無垢な美羽を翻弄した美丈夫の彼が、すぐ目の前にいる。

　彼の方も、まさか美羽がここにいるとは思わなかったのだろう、振り向きざまに固まり、美羽の姿を見て瞠目した。　

「うそでしょう……。あなた……、あなたが……、あ、蒼士……さん？」

「美羽……？　なんでここに？」

「嬢ちゃんは、わしが連れて来たんじゃ。お前さんの花嫁選びを手伝ってもらおうと思っての。同じ女性が見たほうがいい相手が見つかるかもしれん。ほら嬢ちゃん、こっちに座って。蒼士、お前もじゃ」

　──まさか、彼が蒼士さんだったとは。

　美羽はびっくりしすぎて声も出ない。

　自分だけが気づいていなかったなんて……。

　どうりで、あの時、医務室でこのお爺さんのことを親し気に「爺さん」と呼んでいたはずだ。

　身内なんだもの。

　それなのに、「お年寄りには優しく」と諭した自分が恥ずかしい……。

　なによりも、彼が着ているスーツはひとめで最高級の仕立てだと分かる艶やかな光沢のあるスーツだ。身体にぴったりフィットして、まるで雑誌に出てくるモデルのように見える。

　工房では気が付かなかったけれど、彼の腕にはスポーツタイプのシンプルな黒い高級腕時計が嵌められていた。それが彼の男っぽさをより引き立てている。

　その指先は、ごつごつと節くれだっているのに、しなやかで長い。

　あの夜にその指で秘めやかな部分に触れられ、快楽を送り込まれたことが思い出された。美羽の顔がじんわりと赤らむ。

　やっぱり彼は、小さい頃からの知り合いだと分かっていて自分を揶揄からかったのだろうか。

「いいか、蒼士。いい加減、腹を決めて花嫁を選べ。お前は今、二十九歳じゃ。代々、若槻の嫡男は三十までに所帯をもつのが習わしだ。三十までに所帯を持てなければ、びた一文相続させないと、ついこの間、遺言状を書き換えたわ。そうでもせんと、いつまでたってもひ孫の顔が見られんからな」

　お爺さんの言葉に、美羽は流石に驚いた。

　いくら何でも今の時代、本人の意思を無視して結婚させるだなんて、横暴すぎやしないだろうか。

「ちょっと待って下さい。お爺さん、いくらなんでもそれは酷いと思います！」

　専務の蒼士より先に、思わず美羽が会長に詰め寄った。美羽もあやうく父に結婚まで決められそうになったことがあったせいか、自分と重なってついむきになってしまう。

「こういうことは本人の気持ちが一番大事なんです。蒼士さんの気持ちを尊重してあげてください。思いを寄せている人がいるかもしれないですし」

「気持ち、ねぇ。じゃあお嬢ちゃんは、蒼士の気持ちを優先してやれというんだな？」

「もちろんです！」

「のう蒼士、じゃあ聞くがお前さんの気持ちはどうなんじゃ？　誰か結婚したい女おな子ごでもいるのか？」

　すると蒼士がなぜか美羽を見つめて艶めいたように瞳を揺らす。

「──ようやく僕の気持ちを聞いてくれて感謝しますよ。美羽も僕の気持ちを尊重してくれて嬉しいな」

　──へ？

　蒼士が目を細めて、にやりと笑みを浮かべている。

「お爺さん、僕は彼女、月島美羽さんと結婚することに決めました」

　一瞬、部屋の中がしんと鎮まった。

　──今、なんて言ったの……？

　美羽は驚きすぎて二の句が告げない。

「実を言うと、小さい頃から美羽さんのことをずっと可愛いと思っていたんですよ。アメリカに行ってからも彼女のことが忘れられなくて」

　──うそっ。

　美羽はぎょっとして、蒼士を茫然と見上げた。

　その静寂を破るように、会長がわははと嬉しそうに笑う。

「なんじゃ、お前たちそういう仲なら最初から言ってくれればよかったのに。美羽さんもお前さんの気持ちを尊重してくれるようだ。よかったな、思いが通じて」

「ええ、今回ばかりはお爺さんのおかげですね」

　蒼士がにっこりと極上の笑みを向けて美羽の手をぎゅっと握りしめた。

「ちょ、ちょっと待って……」

　──どういうこと……？

　美羽は急な展開に思考が付いて行かない。

　その戸惑いを破るように、会長が嬉しそうに言った。

「そうかそうか、わしもこの嬢ちゃんは気に入っている。しかも月島の娘っ子とは、なおいいじゃないか。なぁ、常務」

　問いかけられた常務は、はは、さようでございます、とハンカチで汗を拭きながらこくこくと頷いた。

「そうとなったら、色々手配して若槻グループとして最高の式場を探さんと。善は急げじゃ。いくぞ、常務。じゃあな、美羽さん。また今度会おう」

「──いや、ちょっと、お爺さん、待って──」

「おお、なにも心配いらんわい。わしが全部手配するからの」

　慌ただしく会長と常務が部屋からいなくなって二人だけが取り残された。

　まるで嵐のような出来事にこれが現実とは思えない。

　──この人はなんて言ったの？

　私と結婚する……？

　美羽は繋がれたままの手を振りほどいた。

「か、勝手に決めないでっ！　私はあなたと結婚なんてしませんっ」

　必死の形相の美羽に比べ、蒼士は余裕たっぷりの笑みを返している。

「おや？　さっきは爺さんに僕の気持ちを尊重しろって言っていたのにね」

「い、言ったけど。そうじゃなくて……っ。まさか、相手が私だなんて思わなかったし」

「僕じゃ不満？　昨日はあんなに気持ちよさそうだったのに……。夜の相性もよさそうだし」

「なっ……」

「可愛かったな。僕の指で愛撫されて、可愛いクリトリスがぷっくり芯を持って。ひくひく感じて震えていた……」

「きゃぁ──っ、か、会社で何を言ってるの。それ以上は、だめぇっ！」

　美羽は真っ赤になりながら背伸びをして蒼士の口を手で塞ぐ。蒼士はその手首を掴んで美羽の背中にくるっと回すと、そのまま固定した。

　突然二人の距離が詰められ、美羽が喘いだ拍子に無防備に開いた唇に、彼が唐突に唇を重ねてきた。

「っ、んっぅ……」

　またもや不意打ちのキスだ。

　静まり返った専務室に不似合いな、口づけのリップ音が淫猥に響く。

　蒼士はさらに味わうように唇を押し付けてきた。肌と同じぐらい生温かい舌が、美羽の小さな口を割り開いて侵入する。

　舌を器用に捉えて宥めるように動き、ぬちゅっと絡めては吸い上げる。

「──んぅ、ん、……んはぁっ……」

　──なぜこの人に迫られると逃げられないのだろう。

　正直、生まれて初めての濃厚なキスなのにうっとりしてしまう。

　まるで外国の映画のように、何度も右……左……と、あらゆる角度から美羽の唇を貪ってきた。

　男らしい呼気と、淫靡な口づけの音が悩ましく耳に響くたびに、口の中まで柔らかく蕩けてしまいそうになる。

「ん、いい子だ。美羽は口の中も小さくて可愛い。それに甘い……な」

　蒼士は口づけたまま口角を上げて囁いた。貪られているうちに互いの唇の感触が馴染み、熱く蕩けてきたと感じた時、ようやくキスが解かれた。

　息を継ぐ余裕のない深いキスを受け、美羽はせわしなく胸を上下させている。

　──極上男子からの不意打ちのキスほど、心臓に悪いものはない。

「これはお詫びのキスじゃないよ。結婚が決まった花嫁へのキスだ」

「──ちょ、ちょっと待ってください。なんで私があなたと……っ」

　美羽は蒼士の胸板に手を当てて押し返した。でも、彼はびくともせず、ただスーツ越しに胸板の逞しさがその手から伝わってきただけだ。

「うーん、でも俺には忘れられない思い出があるんだよ。だから美羽以外と結婚したいとは思わない」

「え……？　忘れられない思い出？」

　すると蒼士がにやっと意味深に笑って、上着を脱ぎソファーの上にほうり投げた。

　ネクタイも緩めてワイシャツのボタンをひとつひとつ外していく。

「あ、蒼士さんっ、ちょっと、やめて。なにを……」

　ストリップショーでもはじめるつもりなのだろうか。

　──つい脳内で蒼士の裸を想像してしまい、思わずごくりと喉が鳴る。

「いいから、見てごらん」

　あっという間にワイシャツを脱ぎ去り、彼は逞しい上半身を美羽の眼前に晒した。

　肩幅は広く無駄な肉は一切ない。盛り上がった胸板、ジムにでも通っているのか、腹筋は見事に割れて波打っている。

　ワイシャツの下にこんな艶っぽくて男らしい肢体が隠されていたとは。

　ギリシャシ神のような、すごい体つきである。

　男性でも見惚れるのではないかと思うほど、色気が駄々洩れの造形美だ。美大の同期が見たらなんとしてもモデルにしたいと言い出しかねない。

「見せたいのは、こっちじゃないんだけどね」

「──っ」

　その裸身に目を奪われていた美羽は顔を真っ赤にした。

　慌てて視線を外そうとした時、彼がくるっと背を向けた。

　ぽかんとした美羽の目に飛び込んできたのは、右の肩甲冑の下から左の脇腹の方に向かってすっと一本、一目で分かるほどの傷痕が走っている。

　逞しく均整の取れた肉体では、その傷痕さえも美しい造形美の一つであるが、その傷を負った時は、きっと大怪我だったに違いない。

　美羽の背中にじとっとした冷汗が流れ落ちた。

　──もしや、この、傷痕は……。

「そ、それ、まさかあの時の……」

「思い出した？　そう、小さい頃、君を庇ってできた傷だよ」

「──っ」

　美羽は愕然として息を詰まらせた。

　何針か縫ったとは聞いていたが、こんなに大きな痕が残るような怪我だったとは思ってもいなかった。

　きっと母親たちは、小さな美羽がショックを受けないように、気を使っていたのだろう。

「──っ、あの、あの時はごめんなさい。私のせいで……。今も痛みますか？」

　美羽の震える声をどこかおかしそうに彼が微笑む。

「いや、痛みはもう全くないから、気にしなくていいよ。この背中の傷はいわば勲章なんだ。美羽を守れたことの。俺の背中にはずっと美羽への想いが刻まれている。だから今さら他の人なんて考えられない」

「う……、あの、その……」

「でも美羽を困らせるつもりはないんだよ。うーん。じゃあ、取引しない？」

「……取引……？」

　美羽はごくりと唾液を飲み込んだ。すると蒼士が何かを企んでいるような笑みを浮かべながら、美羽のすぐ背中にある壁に片手をつき、鼻がつきそうなほど近くに顔を寄せた。

　彼の吐息がふわりと美羽に吹きかかる。

「そ。さっき爺さんが言ったように、俺は三十歳までに結婚しないとならない。そうしないと財産が相続できないようだからね。君は僕と結婚することで、生活の保証ができる。なんなら今の仕事もやめて、陶芸にも専念できる。どう？　いい考えだろう……？」

「──で、でもっ……、あなたには、彼女が……」

「彼女？　そんな特定の人はいないよ」

「──っ」

　では、夕べワインデートした立花のことも遊びなのだろうか。

　つまり、相続をするために彼は結婚を焦っていた。

　そんな時、小さな頃に彼に傷を負わせた美羽のことを父から聞いて、財産を継ぐためにちょうどいい相手だと思いついたとか？

　この仕事を母親に紹介したのも、初めから彼の計画の内だったのだろうか？

「──俺との結婚、いや？」

　蒼士に見つめられて美羽は小さく首を横に振る。

　たしかに彼と結婚すれば陶芸に専念できる。

　それに結婚をせっつく父に強引に見知らぬ誰かとのお見合いをさせられずに済む。なんといっても蒼士に傷を負わせてしまった負い目もある。

「じゃあ取引成立だね。俺たち、きっと夜の相性もいいはずだ。爺さんは孫を見たがっているし。なにより、昨夜、君は僕の愛撫で感じていたよね。ほら、こんな風に」

　ブラウスのボタンをぷつぷつと外し、ブラのカップを押し下げると美羽の乳房を包み込んだ。

　ざらりとした素焼きの陶器のようでいて、熱い手が美羽の滑らかな乳房を覆い隠す。

「──んっ」

　ぴくりと身体に電流が流れたように反応する。

　彼の手に包まれると、まるで待ちわびていたようにじんわりとした気持ちよさが溢れてしまうのは、なぜなのだろう？

「ああ、可愛い。俺の手にすっぽり収まる。ほら、こうすると気持ちいいだろう？」

「んっ……、だめ、やぁっ……」

　両手で乳房をやわりと揉みしだかれ、乳首を甘く捏ねられた。

　絶妙な力加減で快楽を送り込まれ、美羽の全身の温度が一気に上がり熱くなる。

「それに美味そうだ」

　蒼士はゆっくりと顔を下げて、美羽の乳首の先端を口に含んだ。生まれて初めて、生温かな男の口に含まれて衝撃が走る。

「ひぁぁぁっ……」

　──信じられない。

　滑らかな舌で乳首を吸われながら弄ばれている。

　ここは会社だ。蒼士の専務室だ。

　いつ誰が入ってきてもおかしくはない。

　声を我慢しようにも、鼻から荒い息が漏れだしてくる。

　足の付け根からとろっと蜜がこぼれ出る感覚に、思わず身体を震わせた。

「ん、やっぱり美羽はどこもかしこも甘いな」

　蒼士は交互に胸の頂きをちゅ、ちゅと吸い上げながら、いつの間にか美羽のスカートのファスナーを下して足元に落としていた。

　ストッキングが苦手で身に着けていない美羽は、ショーツ一枚だけとなる。今日はシルクベージュの飾りのないシンプルなショーツだ。

「ああ、こんなに浸みちゃてるね。拭き取らないといけないな」

　何を思ったのか、蒼士が膝をついた。美羽のショーツを押し下げ、花びらを両手で左右に押し開く。

「ああっ、蒼士さ、なにをっ……」

「俺のせいで汚しちゃったみたいだから、きれいにしないと」

　蒼士の顔がそこに近づいてきた。

　襞からむき出しになった真珠が空気に触れてひくりと震えた。

「ああ、花びらから飛び出して可愛い」

　蒼士が喉を猫のように面白げに鳴らす。肉厚な舌をにゅっと伸ばすと、花びらを割り広げるようになぞり上がった。そのまま舌先で花芽をたっぷりと味わっている。

「──ふぁぁっ……ンっ」

　快楽という名の怖おぞ気けにも似た感覚が背筋をぞわりと駆け上がる。

　天上にまで昇り詰めていくような、えもいわれぬ感覚が押し寄せて一瞬で制御不能に陥った。

　蒼士の舌は、唾液と蜜を塗りこめるように、ぬちゃぬちゃと花びらの間を蠢いている。

　まるでそこだけ違う生き物が這いまわっているようだ。

　脚を閉じたいのになぜかちっとも力が入らず、むしろ蒼士を受け入れるかのごとく緩んでしまう。

「やめっ……、へ、変になっちゃう……」

「むしろ変にしてるから大丈夫だよ」

　ぴちゃぴちゃと卑猥な音を立て、犬のように舐められてぞわぞわと愉悦がこみあげてきた。

　押し開かれた花襞を満遍なく舌肉に愛撫されるたび、喉を晒して仰け反ってしまう。蒼士の頭を両手で抑えて引きはがそうとするが、たいして力が入っていなかった。逆に崩れないようにしがみついているのではないかと思うほどだ。

「ひっ……んぅっ……」

　熱い舌がぬらぬらと秘所を舐め蕩かす感触がたまらなくいい。

　今度は、焦らすように淫芯の周りを舐められて、おかしくなってしまいそうになる。

　そこにもっと触れて欲しくて、熱く疼いてじんじんする。

　秘溝を念入りに舐め溶かされ、もう、とっくに理性など吹き飛んでいた。

　くちゅ、ぬちゅ、と蒼士が立てる貪るような蜜音が、堪らなく淫らで脚ががくがくと震えだす。

「やぁ、そこは……、あ、そこ、蒼士さん……っ」

「どこ？　ここかな？」

　蒼士がふぅっと充溢した花芽に息を吹きかけた。

　それだけでビクンっと体が震えて、一秒だって立っていられなくなりそうなほどだ。

　こんなにも自分が快楽に弱いなんて認めたくはない。しかも今まで不感症だと思っていたのだ。それなのに、恋人でもない蒼士の愛撫に感じまくっている。

「ふ……、ここを可愛がって欲しいんだね。美羽がエロくてよかったよ」

　舌でねっとりと花蕾を舐められ、すっぽりと唇で包まれて優しく吸い上げられた。

　昨夜、指で触れられた感覚とは全く違う。

　淫猥な熱が、小さな器官を通して身体の奥にじぃんと浸潤する。

　長くて肉厚な舌は、絶妙にクリトリスを刺激する。たっぷり甘く舐めまわされて、快楽の渦が脳芯に押し寄せた。

　子猫が甘い悲鳴をあげているような、聞いたこともない艶声が喉から迸る。

「──ふぁんっ、あぁぁぁ……ッ」

　こんな感触、知らない。

　こんなにも快楽が濃厚で、それを気持ちがいいと感じるなんて……。

　官能を高められた未熟な身体は、どうやって地上に降りていいかわからない。

　これでもかとたっぷりとされるがまま舐め尽くされ、ちゅうっと吸われて甘噛みされた。

　男が蜜を啜り上げる卑猥な音にさえ感じ入ってしまい、まるで全身が性感帯になってしまったようだ。

「美羽、どうして欲しい？　今ここで俺のを挿れて欲しい？」

「やぁ、だ、ダメっ……、やなの。ここで、そんな……」

「こんなにぐちょぐちょにして感じてるくせに」

「あひっ、んんぅ──っ……」

　蜜口に舌を差し込まれた瞬間、美羽は涙をこぼしながら悶絶した。

「おっと……」

　瞬間、足腰から力が抜け、崩れ落ちそうになったのを蒼士に抱きとめられた。

　ここがどこで、いったい何をしていたのかさえ快楽にふやけた頭では理解できない。

　はぁはぁと蒼士の胸の中で息を継ぐのがやっとだ。

　せめてもの救いは、蒼士が美羽を宥めるように背中をぽんぽんと擦さすってくれていることだ。

「なるほど、まだまだ弱いな。これから、ゆっくり馴らしてしていかないと」

「な、馴らす……？」

「そう、これから毎晩たっぷりね。俺の奥さんになるんだから」

　蒼士の双眸が蠱惑的な熱を帯びきらりと光る。

　どうやら、美羽に逃げるという選択肢はないようだ。

「宜しく、奥さん」

　蒼士の嬉しそうな声を聴いた瞬間、美羽の意識はあっけなく崩れ去った。

　ただ逞しい腕にその身をすっかりと預けてしまっていた。







【ステップ５．気を取り直して続けましょう】








　──極上男子の外見に騙され、ほだされてはいけない。

　たった昨日から、美羽の座右の銘となる。

　まるで『青天の霹靂』という言葉が、自分の境遇に当てはまるとは思いもよらなかった。

　ひと月前の美羽には考えもつかなかったことが、現在進行形で起こっている。

　半ば強引に蒼士と結婚することになってしまったのだ。

　彼は三十歳までに結婚しないと財産を相続出来ない事情があった。そんな時に、たまたま昔からの因縁深い美羽と再会して、手っ取り早くて都合のいい相手だと思ったに違いない。

　美羽の方も過去に彼に怪我を負わせてしまった弱みがある。

　とはいえコンテストに向けて陶芸に専念ができるというメリットもある。これはいわば、お互いに都合のいい取引のような結婚だ。

　それでも結婚をすることなどまだまだ先、いや、もしかしたら一生、陶芸に身を捧げるつもりで独り身を覚悟していた美羽にとって、周りの友人よりも早い結婚に、これが現実とは思えない。

　だが、蒼士は無理やり結婚を独断で押し進めたわけではない。

　籍をいれることも一緒に住むことも、美羽にきちんと説明してくれた。美羽の両親にも挨拶をして結婚の承諾を得ると、父親は諸手を上げて喜んだ。

　父は、まさに小海老で鯛を釣ったと考えていることだろう。

　だが両家を巻き込むと、たちまち話が大きくなってしまった。

　蒼士のお爺さんである会長の意向もあり、結婚式は高輪にある大きなホテルで、政財界の重鎮を呼んで盛大に開催する話で進められていた。

　だが突然の変化について行けず、美羽の心のキャパが一杯になってしまう。何も考える余裕がなくなり、パニック寸前となってしまった。心労が重なり、小さい頃によく現れていた過呼吸の症状が出てしまうほどだった。

　すると蒼士が結婚式の準備で浮かれる両家を一喝してくれた。

　まずは入籍のみで二人で住み、式は落ち着いたら考える、ときっぱり言ってくれたのだ。

　彼のお爺さんは残念がったが、美羽はようやくほっとして、蒼士の案にのっかった。奇しくも、それが美羽にとって結婚を正式に了承するという事になったのだが、両家の思惑どおりに進められ、盛大な結婚式を挙げるよりはましだ。

　とにかく、ゆっくりと考える時間が欲しかった。

　入籍だけ済ませて別々に住むという案を提案したが、それは蒼士にあっさり却下されてしまった。

　別居だとお爺さんにすぐにばれてしまうし、美羽が夜ひとりで工房から帰るのが心配だということと、夫の権利は放棄しないと言われてしまったのだ。

　──夫の権利とは何なんだろう。

　彼が仄めかしていることがなんなのかうっすらと分かるものの、はっきり聞くのも憚られたまま、今日、この日を迎えてしまっている。

　朝から二人で区役所に婚姻届けを出しに行き、美羽のアパートから当面の荷物をスーツケースに詰め込んで訪れたのは、蒼士のマンションだ。

　ここが、これから美羽の住まいとなる。

「玄関の廊下の先がリビング、こっちがキッチン。家事は週一で金曜にハウスクリーニングを入れてるし、自分の洗濯は自分でやるからいいよ」

　ひとまずスーツケースを玄関に置き、ほっと一息ついたところで蒼士が部屋の間取りを教えてくれた。

　荷物と言っても旅行用のスーツケースひとつだけ。蒼士の家の間取りも分からないので、邪魔になってはまずいと思い、着替えなど荷物はなるべく最小限にとどめたのだ。

　──が、そんな美羽の気遣いは不要だったようだ。

　新宿御苑の程近くにある蒼士のマンションは、いわゆる何億もするような億ションなのではないだろうか。

　美羽のワンルームのアパートの何倍もあり、天井が高く広いリビングの窓はガラス張りで、眼下には都心とは思えないほどの緑の絨毯が広がっている。

「ここに、一人で住んでいるの……？」

「もちろん、一人だよ。爺さんたちが住んでる実家は鎌倉にあるんだ。ここは投資目的で買ったんだが、会社に近いから住んでるだけ。マンション内にジムもあるから便利だしね。高層マンションが苦手なら戸建ての家を買おうか？」

「と、とんでもない！　買わなくていいです。ここで」

　美羽はぎくっとして慌てて否定した。美羽の家も父親が会社を経営しているからそれなりに実家は裕福であるが、郊外にあるため庭がだたっ広いだけのごく一般的な家だ。

　大手ゼネコンの御曹司とはさすがに比ぶべくもない。

「あの、小さい頃からずっとこんな広い家に住んでたんですか？」

「うーん、小さい頃はどうだったかな？　でも、高校、大学は学生寮で二人でシェアしていたから狭かったよ。親が出張が多かったからね。学生寮に放り込まれた」

「そうだったの？」

「ああ、母親も旅行が趣味でね。家には不在がちだったし。学生時代はバックパッカーもしていたから、清潔な寝床とシャワーさえあれば住まいにはあまり関心がないな」

　意外な生い立ちに感心する。

　御曹司であるからには、大勢の使用人に傅かしずかれて育ったのかと思いきや、意外にも蒼士の両親は放任主義だったらしい。

　年齢の割には、達観した雰囲気があるのは、そのせいなのだろうか。

「あ、しまった。食器を買い忘れたな。殆ど家で食事をしないから、コップとマグカップと……、茶碗や皿が殆どないな……」

　蒼士がキッチンの棚を開けて顔をしかめた。見ると、本当に水やお酒を飲むようなグラスがいくつかとコーヒー用のマグカップが一つだけ、あとは小皿しかない。

「あ、じゃあ、食器は私が用意してもいいですか？　もし蒼士さんがよければ、私の作品を何セットか持ってきますから」

「そうか。それはありがたい。じゃあ、買わせてもらうよ」

「ふふ、そんなこと言わないでください。売るほどたくさん作ってるので」

　冗談めかして言うと蒼士が笑いながら優し気に瞳を揺らした。その表情に胸の奥がきゅんっとする。まるで仲のいい夫婦みたいだ……。

　そう思ってはっとする。

　勘違いしてはダメ。ふたりともお互いのメリットのために結婚したのだから。

　一瞬、本当の新婚夫婦になったような気がして心がときめいてしまうなんて、なにを浮かれているのだろう。

　あくまでも、これは二人にとって都合のいい取引。契約結婚のようなものなのだから。

　私と蒼士さんは、愛し合って結ばれるわけじゃない。

　──そう。神聖な教会で神様に結婚を誓ったわけでもない。

　さっき区役所で、「婚姻届」という名の紙切れ一枚を提出しただけなのだ。

　結婚式を取りやめたのは美羽なのに、どうして結婚の誓いがないことに落胆しているんだろう。

　──ばかばかしい。

　私たちにとっては、ただの共同生活なのに。

　美羽は気持ちを切り替えて、蒼士の後に続いて行く。

　廊下の奥へと誘いざなわれ、蒼士がぱっとドアを開けた先には、これも広い主寝室があった。

「で、ここが寝室。寝室にはバスルームとは別に洗面とシャワールームがある。寝室にもあると色々便利だろう？」

　二十畳ほどもあろうかという寝室の中央には、広々したベッドが鎮座している。大きなベッドを二つをぴったりとくっつけたハリウッドスタイルだ。どうやら、彼は一人で二人分の広いベッドを贅沢に使って寝ているようだ。

　もし、この部屋が美羽の部屋だったら、きっとこの大きなベッドにダイブしてゴロゴロと転げまわってその感触を確かめていただろう。

　室内はまるでホテルのようなデザインの内装で、窓際にはテーブルと居心地の良さそうなカウチソファーがあり、ベッドの向かいにはミニシアターらしきものもある。

　美羽は思わず歓声を上げた。

「わ！　これはベッドに寝ころんだまま映画が見られますね！　すごい、憧れていたんです。こういうの」

「それはよかった。俺は時間があまりなくて使っていなかったから、好きな時に見ていいよ。ベッドサイトにリモコンがある」

「あ、いいえ、いいんです。あの……、持ってきた荷物を整理しなきゃ。私の部屋は？」

　なんとなく蒼士のプライベートな寝室を覗き見た感じがして、美羽はとたんに気まずくなってくるりと背を向けた。急いでドアに向かって一歩を踏み出そうとしたその時。

　手首をグイっと引かれ、いきなり足を掬われて抱き上げられる。

「えっ、えっ？」

　なぜ抱き上げられたのか訳が分からない。

　反転した視界の先には、口角をあげて不敵な笑みを浮かべた蒼士の端正な顔がある。

「君の寝室はここ。奥さんを抱き上げて、初夜のベッドに横たえるのは夫の役目だからね」

　まるで重さなどないように軽々と抱き上げられ、ミニシアターが見られる大きなベッドにすとんと横たえられた。継いで蒼士もベッドの上に膝を付いて乗り上げ、美羽の上に覆いかぶさってくる。まるで獲物を捕獲した雄っぽい雰囲気が漂い、ドキッとした。

　蒼士の重みで、美羽の身体はより深くベッドに沈み込む。

「な、なにを……？」

「なにをって、夫婦になったんだから決まってる。──セックスだろ」

　笑っているのに注がれる視線は真剣で、濃蜜な色香を放っている。声は相変わらずのバリトンボイスなのに、どこか艶を帯びていた。

　──瞳も声も身体も色っぽいって……。

　どくどくと勝手に心臓が騒ぎ出す。始末が悪いことに、なんだか自分の本心が、抱かれることに期待を寄せているみたいで美羽は視線を泳がせた。

「セ、セッ……って、あの、私たち、ただ結婚したほうがお互いに都合がよかっただけで……。あくまでも書類上の結婚で」

「──美羽。言っただろう。夫の権利は放棄しない。もちろん君も妻の権利を放棄しなくていい。妻としてたっぷり愛されればいいから」

「そんなっ、んっ」

　ずっしりと重い身体が重ねられ、息が止まりそうになる。もちろん、全体重をかけずに美羽を潰さないよう気遣っているのだが、それでも美羽から言葉を失わせるほどの効果はあった。

　ほっそりした足を逞しい太腿で挟みこみ、唇を自分のものじゃない唇で塞がれる。

　彼の口づけには、なぜか美羽を一瞬で陶酔させる力があるらしい。

　逞しい肢体とは違い、思いのほか柔らかでしっとりした唇の温もりに、たちまち腰から力が抜けていく。ちゅ、ちゅっという甘いリップ音が優しく耳を擽り、食むような、宥めるようなキスをひとしきり降らせた後、のしかかっていた太腿を緩めて美羽を抱き起す。

　二人で向かい合わせになり、蒼士は美羽を見つめて頬にそっと手を添えた。

　欲情を孕んだ瞳が、美羽を真っすぐに見つめている。

「美羽、何も心配しなくていい。結婚したからには美羽のことは何があっても俺が守る」

「そ、そんな子供じゃないから守ってもらうことなんてないです……」

「それでも言わせて欲しい。美羽は小さい頃から危なっかしいし、一人で頑張りすぎるところがある。これからは何か困ったことがあれば俺を頼って欲しい。全力で美羽を助けるから」

　蒼士がズボンのポケットからベルベットの小箱を取り出した。蓋を開けると一粒のダイヤが嵌めこまれたプラチナの指輪が二つ、並んでいる。

　あえて美羽の好きそうなデザインにしたのか、シンプルではあるが極上の光を放っている。「式はできなかったから、指輪だけでも交換しよう。左手を出してごらん」

　──信じられない。いつの間に用意してくれたのだろう。お揃いの、結婚指輪だ。

　美羽は感動で息をするのさえ忘れてしまう。

　震えながら差し出した手を蒼士が力強く握り、薬指に嵌めこんでいく。

「よかった、ぴったりで。実は美羽のお母さんにこっそり指のサイズを聞いておいたんだよ」

　すると蒼士が今度は自分の左手を美羽に差し出した。

　美羽はベッドの上の小箱から自分のそれより大きなリングを取り出し、蒼士の薬指に嵌めこんでいく。

「この指輪に誓うよ。色々事情のある急な結婚だったけど、美羽を幸せにする。それも夫の権利だ」

「蒼士さん、私……」

　どうして彼は、書類上の結婚なのにこんなことを言ってくれるのだろう。

　義務感が強いのだろうか。

　もともと蒼士に淡い恋心を抱いていた美羽にとっては複雑だ。たぶん、彼は美羽を愛してはいない。それでも結婚したからには、夫婦として、夫として美羽を守り幸せにすることを誓ってくれている。

　もしそれが本心からだったら。

　自分を愛しているという前提での言葉なら、また美羽の心への響き方も違っていただろう。なんの憂いもなく、ただ純粋に幸せな気持ちに浸っていたのだと思うと、なんだが指輪の輝きにも影が差したような気になった。

「美羽、考えすぎは良くない。陶芸のコンテストも近いし、美羽は何も考えずに陶芸に集中していればいい。コンテストが終われば、十分、考える時間はあるんだから」

「あ……」

　美羽の頤おとがいに手を添えて上向け、蒼士が優しく唇を重ねてきた。熱っぽい呼気が吹きかかり、唾液が美羽の乾いた唇をしっとりと濡らしていく。唇だけではなく、瞼や頬、耳にまで口づけられる。

　なんだか雄っぽいフェロモンが駄々洩れだ。

　まるで獣の雄が交尾の前に雌の身体を隈なく嬲なぶり、自分の味や匂いをその身体に沁みつけるようなキス。

　この雌は自分の所有物だと他の雄に分からせるような。

「美羽……。観念して今から俺のものになれ」

　──ううっ。普段は爽やかなのに、二人きりの時はこんなにオスっぽい雰囲気駄々洩れなんて反則過ぎる。

　男らしいフェロモンに溺れてしまいそう……。

　蒼士が唇で美羽の唇を開き、野性的で遠慮のない舌が美羽の小ぶりの舌に絡みついてくる。

「ふっ……」

「可愛い、美羽……」

　舌が蕩けそうなほど、咥内を重厚な舌に吸いあげられて、その甘い汁をごくりと音を立てて呑み込まれる。

　喉ぼとけが蠱惑的に上下し、野性的な動きに美羽の下腹部にじんと熱が灯る。

　より淫靡で粘着質な音が唇から奏でられ、蒼士の官能的な口づけにいつのまにか酔いしれていた。

　目を瞑っていると、彼の味や男らしく蠢く舌の感触がまざまざと伝わってくる。

　ぴちゃ、ぴちゃ、と奏でられる淫猥な口づけの音。

　あえて厭らしい音を立ちのぼらせ、蒼士は美羽の未熟な性感を煽っている。

　それでも大きな舌をひらめかせ、厚みのある唇を幾たびも折り重ね、美羽を味わうようでいて甘やかすような深いキスに没頭する。

「──あおと、さ……」

「美羽の口の中、堪能しがいがある」

　性的興奮が高まったのは、美羽だけではなかったようだ。時おり蒼士の喉が堪らないというようにごくりと鳴り、そこから吐き出されるのは唸るような雄の呻き。

　男の性的な本能が垣間見えた気がして体がぞくりと震えた。いつの間にか彼の首に手を回し、身体を預けてたっぷりと貪られている。

　美羽はふいに小さな頃を思い出す。

　そういえば、蒼士は子供同士で遊ぶ時、いつも美羽を見守ってくれていた気がする。危なくないように。美羽が怪我をしないように。

　──だから？

　小さな頃から彼への安心感が記憶に植え付けられているから、何をされても純粋に受け入れられるのだろうか。

「ずっとキスに耽りたいほど、美羽は柔らかで甘い。でももっと甘い所があるのを知っているよ」

　唇を解ほどいた蒼士が熱っぽく美羽を見下ろしながら目を眇めた。濃い睫毛に縁どられた目元は切れ長で、僅かに目尻を細める仕草はよりいっそう魅力が増して色っぽい。

　見惚れている隙に、再び唇が折り重なる。

　またあのうっとりするようなキスを受けるのかと美羽の期待が高まった。それなのに蒼士はすぐに唇を離し、美羽の首筋に顔を埋め、そのまま鎖骨へと辿るように唇を下ろしていく。

　蒼士の唇が触れたところがチリチリと熱い。

　心臓が煩いほどきゅんきゅんして、甘苦しい……。

「……あ、そこはっ……」

　顔をのけぞらせ、蒼士から肌に降り注がれる唇の感触に浸っていると、いつの間にか胸元がすうすうしているのに気が付いた。

　ブラウスの前がはだけられ、ふっくらした胸元に、いっそう温度の増した吐息が吹きかかる。少しばかりきつめに肌を吸われ、美羽は思わずぷるっと身震いした。

　蒼士の唇はどこまで貪欲なのだろう。

　ソフトクリームでも舐めとるように、美羽の一番柔らかなふくらみを味わっている。

　ブラのカップを押し下げられると、ぷりんとした形のいい乳房がまろび出た。まるで蒼士に食べてくださいと言わんばかりの跳ね上がりように顔が熱くなる。

「可愛い……。君を丸ごと食べてしまいたい」

「やっ……」

　今の蒼士の言葉で、僅かに芯をもっていた頂は、完璧なまでにつんと尖って固くなる。男が見たら美味しそうだと感じるような、ほんのりと淡い桃色に色づいていた。

　胸の先が疼いて切ないほどなのに、心地よい期待に張りつめる。

　先月、工房で触れられた時に感じた甘い記憶が蘇ってきた。

　美羽の心の記憶からはうまく消し去ることはできても、身体の記憶までは無理だったようだ。

「綺麗だよ、美羽」

　蒼士が嬉しそうに乳房を包んで、たっぷりとした重みを掬い上げた。乳房を覆ってもなおあり余る力強い手。

　逞しい手に比べて美羽は自分がなんと無防備でちっぽけな存在なのかと思い知る。

　息が乱れて、蒼士の手の中にふっくらとしたまろみを包まれただけで、もう身体中の力が抜けそうになった。

「どこもかしこも柔らかいな」

　蒼士が手に力を籠めると、白い乳房がより淫らに形を変えた。胸の先端がますますきゅうっと尖りを帯びて、じくじくと疼いて堪らない。

「……は、あおと……さ……」

　焦らすようにやわり、やわりと揉みこまれ、美羽は息を詰める。蒼士が笑みを零し、美羽の耳元に唇を寄せて囁いた

「美羽の乳首、コリコリだね。想像してごらん。美羽の敏感な乳首が俺の口に含まれるのを」

　蒼士は喉の奥で笑いながら美羽の耳朶を口の中に含み入れた。

　乳房はさらにぎゅっと握られ、胸の先がよりいっそう張りつめてピンと固くなる。

「やぁ……、だめっ、んっ」

「ほら、こんな風に吸うのはどうかな？」

　柔らかな耳朶を口の中でちゅっと吸われて、全身がふるりと戦慄く。耳朶だけでもこんなに感じてしまうのに、張りつめた胸の蕾を吸われたら一体どうなってしまうのだろう。

「それとも、舌先で転がす方が好きかな？　想像して美羽。俺の舌がこの可愛くつんと尖った蕾に触れていると」

　蒼士は揶揄うように、舌先で耳朶を転がした。まるでそこが美羽の乳房の頂であるかのように舌先でくりくりと弾く。

　ねっとりした舌に耳朶を舐め回され、身体が熱く疼いてやるせない。

　やわやわと胸を揉みこまれながら、舌先で敏感な耳朶を弄ばれているうちに、足の間がぐっしょり濡れて甘い芳香が立ち上る。

　──どうしよう。気づかれてしまう。

　美羽は思わず、ぎゅっと足を閉じた。この甘ったるい香りに気が付いてほしくない。

　恥ずかしさに頬を染めていると、蒼士がくんと鼻を鳴らす。

「堪え性がないね。美羽からいやらしい匂いが立ち上っている。でもまずは美羽の可愛い乳首をたっぷり味わってからだ」

「えっ、ひゃっ……、あぁ──っ……」

　蒼士が胸の先に口を近づけ、大きな口の中に乳暈ごと含み入れた。

　彼の体温と同じくらい熱い潤いに包まれる。じゅ……っと吸われて蕾を甘噛みされた。たちまちぞくぞくした痺れが全身を駆け巡る。

「ふぁっ……んっ」

　美羽は堪らない疼きに腰を捩ろうとした。それでも蒼士の逞しい下半身にがっちりホールドされてびくともしない。

　蒼士は、まるで桃にかぶりつくように乳房をしゃぶっている。

　その姿に男が本来持っている貪欲さを見せつけられた気がして狼狽する。

　それでも口の中の舌の動きは甘やかだ。敏感な蕾を舌先であやすようにころころと転がしている。時折、大きな咥内にきゅうっと吸い込まれれば、美羽の背中までつられて浮き上がり、えもいわれぬ快感にか細い声があがる。

「ひ……ん……、あお、とさ……」

「思った以上に美羽は美味だ。乳輪は滑らかなのに、先っぽがコリコリしていつまでも舐めしゃぶっていたいほどだな」

「やっ、そんなはず……」

「本当だよ。ほらこっちも」

「やぁ、あ、あ……っ」

　もう片方の乳房も同じようにたっぷりと口でしゃぶられ、美羽は声も出せずに身悶えた。　これ以上は堪えられないと思うのに、嬲られるたびに背中が心地よく痺れて、身体が弓なりにしなる。

　そのせいで余計にふくよかに盛り上がってしまった乳房を余裕の手つきで包まれた。

　やわりと揉みしだかれ、男の口が美味しそうにその頂を貪っている。

「どっちも美味しいよ。美羽はどこもかしこも食べごろだ」

　──生まれて初めて男に乳房を、その頂を愛撫され、思考がうまく働かない。

　美羽は男性と女性は全てにおいて対等な存在だと思っていた。

　そう、今の今までは。

　でも、男の圧倒的な性欲、生殖本能のすさまじさを思い知る。

　柔らかな胸をごつごつとした大きな手で揉みこまれ、まざまざと肌に伝わるざらりとした舌肉の感触。胸の先がふやけてしまうかと思うほど彼の口の中でたっぷりと愛撫され馴染まされる。

　まるで蒼士に自分の全てを征服されたような気持ちになった。

「ふ、蕩けた顔して……。美羽、気持ちがいいか？」

　蒼士はようやく乳房から唇を離し、美羽に小さく口づけをしながら囁いた。美羽は、まるで全力疾走でもした後のように、涙目ではぁはぁと息を切らしている。

　蒼士はくすりと微笑みを浮かべ、もう一度甘やかすように美羽の唇にキスを落とした。頬や目元にも愛おしむようなキスを繰り返す。

　ようやくほっとして呼吸も元に戻った時、ベッドにぱふんと押し倒されて目を丸くする。

「な、なにを……？」

「肝心の一番甘い蜜を味わっていないだろ？」

　眼前の蒼士は、見たこともないほど優しい笑顔なのに、酷く意地悪く見えた。

　スカートをさらりと捲られ、あまつさえショーツを素早くはぎ取られてしまう。

「あっ、や、だめっ」

　その手際の良さにびっくりしすぎて足を閉じる間もなかった。気づけば膝裏を大きく割られ、太腿を両脇に広げられる。

「……なんて綺麗なんだ。真っ白い肌に濃い桃色に色づいた花びらがいやらしいね」

「や、やめて。見ないで……っ」

「前にも言ったろう。美しいものは愛でないと。でも、ごめん。鑑賞している余裕はなさそうだ。美羽を早く味わいたい」

「え、なにをす……んっ」

「もちろん、夫としての権利。美羽のここを可愛がるんだよ」

「んぁっ……」

　ひたりと閉じた秘溝の深さを確かめるように、指先を差し入れられた。触れた所からじんとした痺れが生まれ、蜜にまみれた花びらがひくりと震える。

　美羽はいたたまれずにぎゅっと目を瞑って顔を背けた。

　自分の有様が恥ずかしすぎて見ていられない。早く終わって欲しい。もの慣れない美羽にとっては、そこに触れられるなど羞恥以外の何ものでもない。

「ああ、すごく濡れてる。美羽は感じやすい」

「……っ」

　蜜の潤むクレパスをゆっくりと長い指で解きほぐされる。甘い官能が全身に広がった。目を瞑っているせいか、より感覚が研ぎ澄まされ、ごつごつした指が花びらをなぞり上がる感覚に肌がぞわりと総毛立つ。

　撫でられるたびに、得体のしれない気持ち良さが胎内に浸透していく。

　美羽は横を向いて自分の唇をきゅっと噛みしめた。

　蒼士は美羽のことを愛しているわけじゃない。この行為は彼が言うように、妻として彼を満足させる夫の権利なのだろう。

　なのに美羽の方は、いとも簡単に気持ちよくされてしまい、なぜだか悔しくて甘い疼きが湧き上がるたびに自分がダメな人間に思えてくる。

　ぬるぬると蜜を絡めながら優しいタッチでなぞられただけで、身体の奥の泉からじんわりした快感と、とろりとした蜜が溢れて我慢できずに声を上げた。

「ひゃぁん……ッ」

「美羽は感じやすいな。まだ触られるのに慣れていないから指だと刺激が強そうだ。舐めて解したほうが良さそうだな」

「な、舐める!?」

「もちろん。この前も舌で可愛がった時、ココは気持ちよさそうだったし」

　温かな吐息が恥部を掠め、美羽は思わず目を見開いた。

　──それはだめ、それはだめ。

　おかしくなってしまうから。

　なのにがっしり抑えつけられた腰はベッドにすっぽり収まっている。

　そうこうしているうちに、蒼士の秀麗な顔が美羽の股間に沈んでいく。くぱりと淫唇を割り広げられ、生温い感触が美羽の秘唇を掻き分けるようになぞり上がった。

「ひぁっ……！　あんっ、んんぅっ──……」

　指で触れられるのとは全く違う。

　美羽のもっとも恥ずかしい部分を、生々しい舌で味わわれているという淫猥さと相まって、より鮮烈に身体が甘く痺れる。

「くふっ、ひぃん……ッ」

　美羽は我慢できずに開かれた太腿をがくがくと震わせた。

　花びらに分け入ってぬるぬると蠢く舌が堪らなく気持ちいい。

　ずきずきと疼きを増したクリトリスの周りを舌が掠めるたびに、お腹の奥に痺れるような心地よさが湧き上がってくる。

「分かるかい？　美羽のクリ、こんなに小さいのにぷっくり腫れてはち切れそう……。赤く色づいてヒクヒクしてるね。ここも舐めて欲しい？」　

　バリトンボイスで囁かれ、敏感なクリトリスにふぅっと吐息を吹きかけられた。それだけで頭がぼうっとし、気持ち良さに一瞬、意識が真っ白になる。

　──恐るべし。美貌の男は声と吐息だけでイかせることが出来る。

　それでもなんとか美羽はいやいやと思い切り首を横に振る。

　そんなことされたら絶対に死んでしまう。

　なのに蜜口が物欲しそうにヒクンと戦慄き、催促するように蜜汁をとろりと吹き零す。

　まるでご馳走を前にマテをされ、涎を垂らしているみたいだ。

「そこ……ッ、ンッ、だめ……なのッ」

　もう胸をさんざんしゃぶったのだからいいではないか。形式上の夫婦の営みであれば、こんな風に前戯に時間をかけて、相手を感じさせる必要もないはずだ。

　美羽は堪らずに、さらにいやいやと大きく首を振る。すると蒼士が淫猥に笑った。

「じゃあ、クリはご褒美に取っておこうかな。先にヒクヒクして厭らしい蜜を垂れ流しているこっちを気持ちよくさせてから」

　──なんてことを言うのだろう。

　花びらから口を離した蒼士は手の甲で唇を拭うと、美羽の太腿をさらに高く掲げあげた。

「──ひゃぁっ、なにをっ……？」

　無防備な格好にさせられ後孔まで見えてしまう。

　美羽はなんとか逃れようとしたが、あえなく尻をふりふりと左右に揺することしかできない。すると蒼士の瞳の中で、よりいっそう欲情の炎が翳りを増した。

「──まったく、美羽は煽ってるのを自覚してないね。蜜を滴らせながらこんなにヒクヒクさせて、尻を振って誘っているんだから」

「ひゃぁう……ッ」

　ぬぷぷ──と、蒼士の指が蜜口の中に沈んでいく。

　濡れそぼっていた隘路は、突然の侵入者に驚きざわざわと蠢いたものの、それが蒼士の指だと認識したのか嬉し気に纏わりつき蠢動する。

　──う、裏切り者ぉ……。

　美羽は生まれて初めて自分の身体を恨めしく思った。

　媚肉がきゅ、きゅっと指を喰い締めているのが分かり、その反応を止めることが出来ない。

　ぬぷぬぷと蒼士が指を浅く抜き差しする。

「んぁッ、ゃ……、はっ、それ、あァ……ッ」

「う……ん、きついな。でも可愛く俺を締め付けてる」

　蒼士は一度指を中ほどまで差し入れてから引き抜いた。お腹から力が抜けてほぅっと息を吐いたのも束の間、さらにもっと奥深くに指を挿し入れた。

「──ひ、ゃ、アァッ」

　ぷちゅちゅっ、と蜜が弾ける淫猥な音がたつ。

　長い指を呑み込んだ泥濘は、その形状が感ぜられるほどいやらしく収斂する。

　蒼士は嬉しそうに中指を上や下に回しながら、ぬぷぬぷと緩急をつけて出し入れを開始した。

「ああ、滑りが良くなってきた。ほら、美羽、見てごらん」

　蒼士は美羽にも見えるようにより腰を高く掲げた。

　信じられないことに、蒼士の中指がぬちゅぬちゅと奔放に出し入れされている。

　まるで内側から美羽でさえ知らない部分を探られているようで、ぞくっとする。蒼士の長い指の節々が蜜壁に擦れると、そのたびに胎内がじんと痺れて淫らにも蜜汁が吹きこぼれてしまう。

「ああッ……、それ、やなの。恥ずかしい……、みないで……」

「どうして？　すごく可愛いよ」

　自分の秘部が他人の指をこんなにも簡単に呑み込み、あまつさえ嬉し気にヒクヒクと喘いでいる。自分の目で見ても、信じがたい。

「美羽の中、とろとろ。温かいな。今度は美羽に俺がしゃぶられてる」

「はぅっ……、んっ」

　狭い隘路は指を呑み込んだまま、はしたなく蒼士を喰い締めている。美羽の蜜洞は、蒼士の指を歓喜で迎え、さらに腰の奥まで引き込もうとしているようだ。

　そんなところに異物を入れたことなどない。

　未熟な隘路が蒼士の長い指を呑み込めることが不思議でたまらない。

　いったいどれだけ深いのだろう。

　蒼士の指の付け根まで呑み込むと、ずくんとお腹の奥が重たくなって蜜口がぎゅっと窄まった。まるで蒼士を逃がすまいとするように締め付けている。

　──なんて破廉恥なの。

「おやおや、根元まで入ってるのに、まだ俺をその先に引き込もうとしてる」

　嬉し気に瞳を揺らめかせながら、蒼士は熱く潤った媚肉を解きほぐすように指をスライドさせた。じゅぶじゅぶと音を立てながら、濡れ襞を甘やかに掻き回している。

　自分の身体なのに、なんでこんな風に反応してしまうのか、全く制御することが出来ない。

「あ、やぁ、ぁあああッ……」

「美羽、どうして欲しい？　中と外で一緒に可愛がってあげようか？」

　口角を上げ嗜虐的に微笑んだ蒼士が、指を挿入したままもう片方の指で器用に淫唇を割り開く。

　なんて卑猥なことを言うのだろう。

　すると蒼士が顔を寄せて、淫虐なまでに長い舌を伸ばした。

　濡れた舌が蜜汁を絡めながら秘唇を這い上り、剥き出しになったクリトリスを包み込む。

「ひっ、──……っん」

　──も、だめぇっ。

　あまりの衝撃にビクビクっと身体が跳ね上がった。

　ざらりとした舌に絡めとられる感触に、一瞬で気を失いそうなほどの快楽のうねりが身体の中を駆け巡る。

　羞恥と快感が綯ない交ぜになり、思考がうまく回らない。

　いつの間にか指を二本に増やされ、巧みに内壁を擦られていた。

　力の入らない下肢は、蒼士の指を拒むこともできず、美羽はただはくはくと喘いで、息を乱すことしかできない。

　同時に、ふやけるほど秘芯をたっぷりと舐め溶かされ、時おりぷつぷつと意識が飛んだ気がするのは美羽の思い過ごしではないはずだ。

「んっ、あおと、さ……、だめ、も……なにか来ちゃうっ……」

「うん、いいよ。イってごらん」

　蒼士は可愛がる、と言ったが、まるで征服されているようだ。尿意に似たものがどんどんせり上がってきて、なんとか我慢しようと胎の底に力を入れる。

　それでも蒼士の舌や指は確実に美羽の官能を煽りながら、ゆっくりと大胆に蠢いて快感を押し上げていく。

　蜜洞で内側から媚肉を押されながら、充溢したクリトリスを熱い咥内でじゅうっと吸い上げられた。

　甘美な愉悦がせり上がり、とうとう快楽の水位を大きく超えて溢れてしまう。

「ふ、あぁっ──っ……」

　ビクンビクンと腰がおかしいほど戦慄いた。

　何かがぷしゅっと吹きこぼれた気がするが、それが何なのか美羽には分からない。

　意識までがふわりと宙に浮き、四肢から力が抜けくったりとベッドに張り付いた。

「ん、いい子。美羽、初めてにしては上手にイけたな。蜜が溢れてぐっしょりだ」

「え……？」

　ようやく我に返って、眼前の蒼士を見ると彼はまだ服を着たままなのに驚愕する。

　さらには美羽の飛び散った蜜でシャツやズボンが所々濡れている。

「あ……、わ、わたしっ……、あの、すみません」

　美羽は消え入りそうな声で謝った。いくら気持ちよかったとはいえ、我を忘れてしまうなんて恥ずかしすぎる。しかも粗相した良く分からない液が蒼士の服を汚してしまっている。

「謝ることはないよ。美羽がこんなに感じやすくて嬉しい」

　蒼士はカチャカチャとベルトを外し、ファスナーを押し下げた。緩んだズボンから下着が見えて、卑猥に盛り上がったボクサーパンツの上部から何かがはみ出していた。

　太い棒のようなものが股間から斜め上へと走っている。その稜線は、そこに何があるのかを見せつけるようにくっきりと盛り上がっており、先端から赤黒い雁首がはみ出している。

　──も、もしや……。

　美羽は驚いて瞼をパチパチと瞬かせる。ごくりと喉も鳴った。

　一人っ子の美羽は、男性の性器を見るのはこれが初めてだ。先端だけしか見えていないのに、その異グロ様テスクなモノからは紛れもない獰猛さが醸し出されている。

　下着の下に隠れているのは、太さのある陰茎だろう。

  蒼士はボクサーパンツの中に手を入れると、根元の下のほうから陰嚢ごと屹立をとりだした。

　きゅっと張りつめた二つの陰嚢の上から雄々しくそそり勃つモノを目にして美羽はひっと息を呑む。

　男性のそれを丸ごと初めて目にした美羽は、目を逸らすどころか思わず釘付けになった。

　臍の下の方には男らしい濃い茂みがあり、そこから赤黒い屹立が己の存在を誇示するようにそそり勃っている。

　正直、神様が作ったとは思えないほど禍々しい。

　肉棒の背には逞しい芯が真っすぐに走り、先端が臍の上まで届くほど長い。

　幹の表面には血管が浮き出てどくどくと脈打ち、その太さからはたっぷりとした質量が感じられた。

　他の男性のものなど分からないが、たぶん一般的な大きさを遥かに超えているのではないだろうか。

　美羽の手首くらいはゆうにあるような太さで、どっしりと重そうなのに、ぴんと上向いている。

　息をするのを忘れてしまうほど瞠目しているのには気が付いていないのか、蒼士は膝立ちのまま慣れた手つきで避妊具を根元まで被せると、美羽を見て片眉を上げた。

「美羽？　どうした？」

　ようやく声も出せずに美羽が固まっているのに気が付いたようだ。

「それ……、たぶん、大きすぎて入らない、かと……」

　指でさえいっぱいいっぱいだったのだ。指の何倍もある蒼士自身を受け入れるのは到底できそうにない。

　すると蒼士から低い笑い声が漏れた。

「大丈夫だよ。さっきたっぷりと解したからね。なるべく痛みを感じさせないように頑張るから。それに正直なところ、俺も限界に近い」

「あっ……」

「挿れるよ」

　蒼士が美羽のしっとりと閉じた太腿を割り開き、嵩の張った怒張をひたりと蜜口にあてがった。蒼士に翻弄され痴態を晒してしまった美羽とは違い、表情さえも変えずに冷静さを保っているかと思っていたのだが、触れた亀頭が思いのほか熱くて蜜口がじんと疼く。

　一方的な快楽を与えられていたと思っていたのだが、蒼士の方も肉茎が熱く滾るほど感じてくれていたのだろうか。

「ふ、良く濡れてる」

　なるべく美羽を怖がらせないように、興奮を抑え込んでいるような掠れた声。でも瞳の中に映るものまでは隠すことができないらしい。

　獰猛な光を放ちながら、腰をゆっくりと推し進める。

「ふぁ、んんっ……」

　圧倒的な質量の肉槍が、美羽の淫唇を割って泥濘の中に沈み込んでいく。固くて太い彼のモノは、ゆるぎなく隘路を進み抉じ開けていく。

　美羽は、ギュッと目を閉じてその圧迫感に堪える。もちろん男性を受け入れるのは初めてだから怖さもある。でもそれ以上に、蒼士とひとつに結ばれるのは嬉しい。形だけじゃない、夫婦二人だけが分かち合う繋がりのようなものが生まれる気がしたからだ。

「は……、美羽の中、狭いな……。でもきゅっと吸いついてくる」

　少しずつ馴らすように陰茎を前後させ、蒼士のモノが奥へと押し進む。太い雄茎は、美羽の媚肉の感触を堪能するように沈んでいく。

「んぁっ……、あぁ……ッ」

　蒼士がさらに腹を突き出すようにして、腰を逸らした。ぴったりと互いの性器が密着し、動きが止まる。

　──お腹が灼けるように熱い。まるで熱棒を押し込められたみたい。

　まだ信じられないが、蒼士と一つに繋がっている。　

「ほら、言っただろう。美羽の中に根元まで入ったよ。……痛みは？」

　蒼士が、ふ……と熱い息を吐き出し、美羽を見下ろした。

　余裕の笑みを向けたように感じたが、額には汗粒が浮き上がっている。

　美羽は小さく顔を横に振る。痛みよりもお腹の中がが蒼士で一杯になってしまったかのような圧迫感がある。さらに埋められた雄茎から、どくどくという脈動が内側から伝わって、蜜壺がキュンと疼く。

「……っ、美羽、あまり締め付けるな。じっとしてないとこのまますぐにも射精でそうだ」

「でそう……？」

　それが何を意味するか分かっていたはずなのに、馬鹿みたいに聞いてしまった。自分の初心さを晒しているようで、恥ずかしくてかぁっと耳まで赤く染まる。

　蒼士が腹を小刻みに動かしてくすりと笑うと、美羽の内側にある陰茎から振動がダイレクトに伝わって蜜洞がひくひくと戦慄いた。

「──っ、無垢なのに俺を咥えこんで誘うなんていけない子だな。もちろん、出るというのは射精するということだよ。でも、俺だけじゃない。イく時は美羽も一緒だ」

　蒼士が繋がったまま、腕のカフスボタンを外し、ネクタイやシャツのボタンをゆっくり解いて行く。

　その間も、太い楔はビクともせず、美羽の中に埋められたままだ。

　挿入したまま蒼士が余裕でシャツを脱いでいる。それが酷く厭らしく感じて、美羽は小さく戦慄いた。すると蒼士の肉茎がどくりと脈打ちさらに大きさを増した気がした。

　情欲の籠った色を露あわらにした双眸で、イタズラするなと流し目で制される。

　──ちがうのに。わざとではないのに。

　ゆっくりとシャツのボタンをはずしている蒼士は、まさに捉えた獲物を串刺しにしながら、どう堪能するかを推し図っているようにも見える。

「ふ……、美羽の中ひくひくしてる」

「……っ」

　美羽は蒼士を咥えこんだまま、身動きさえできずに横たわっているのに、挿入したまま焦らすように服を脱ぐなんて、なんてこの男ひとは意地悪なのだろう。

　陰茎だけを繋げているという事実を別にすれば、蒼士はただ着替えをしているだけにしか見えない。

「ふ……、んっ……、は、はやくッ……んっ」

　お腹の奥深くで蒼士がどくどくと脈打っている。それがあまりに卑猥で、美羽は蒼士を咥えこんだままビクビクっと打ち震える。さらにきゅっと隘路が収斂し、咥えこんでいる熱棒の太さや亀頭の括れをまざまざと感じてしまう。

「ほら、いけない子だな。もう少しお行儀よく待たないと」

「ひぁ……ぁんっ」

　蒼士が興奮した雌を落ち着かせるように腰だけクイと揺らす。

　それだけで、子宮がじんと痺れて感じすぎてしまい、腰からつま先までがぴくぴくと戦慄いて涙が目尻から溢れてきた。

　両手でシーツをぎゅっと握りしめて、震え止やまない腰をなんとか抑えつける。

　少し動かされただけなのに、ありえないほどお腹がキュンと痺れて全身に快感が流れ込んできた。

　セックスは挿入した後、こんな風にじっくり時間をかけて静かに繋がり合うものなのだろうか。美羽の未熟な知識では、男は挿入したらすぐに興奮して腰を動かすものだと思っていた。それなのに蒼士はもったいをつけているのか、馴染まされた分、ほんの少しでも陰茎を揺すられると余計に辛い。

　永遠にこのままのほうが遥かにましだと思えてしまう。

　それなのに、美羽の媚肉はなんて厭らしいのだろう。

　挿れられたまま蒼士がまだシャツを脱ぎ去ってもいないのに、早く早くと誘うようにヒクッ、ヒクッと痙攣する。

「もう少し待ってて」

　蒼士はくす……と笑いを漏らし、シャツを脱ぎ去ると逞しい体躯が露になった。今からこの極上の体躯をした男性と淫らに交わるのかと思うと、お腹の奥がぞくぞくした。

　蒼士に比べ、美羽は自分の身体は極上には遥かに遠いと思う。

　立花のように、胸がぽってりと大きくて腰がきゅっと引き締まった女性の方が、男性は好きなのではないのだろうか。

　どちらかと言うと美羽の胸は小ぶりな気がする。貧乳ではないものの蒼士の胸にすっぽりと覆い尽くされてしまう。腰や尻は細いというより、薄っぺらで貧弱ではないのだろうか。

　こんなにも男の色香に溢れ、セックスにも余裕を見せる蒼士が、果たして自分に欲情して射精するのだろうか。

「いい子だね、美羽。ちゃんと待てた。そろそろ俺が馴染んだ頃だろう。もう痛みはないか？」

　美羽はこくこくと頷いた。とっくにもう美羽の中の蒼士に馴染んでしまっている。初めて貫かれた痛みよりも、彼の肉棒がお腹の中にあるという事実のほうが遥かに衝撃だ。

「じゃあ、ご褒美をあげよう」

「んぁぁっ」

　蒼士がゆっくりと雄茎を引き抜いた。まるで内臓ごと吸いだされてしまうのではないかと思うほど、ずずっと音を立てて引き抜かれる。

　蒼士を咥えこんでいた媚肉は、突然の喪失感に騒めき、逃がすまいと必至になって纏わりつき蜜口がぎゅっと窄まった。

　それでも蒼士の亀頭が抜け出てしまうと、ちゅぽんっと残念そうな淫らな音が立つ。

　──いやっ、恥ずかしい。

　美羽はぎゅっと目を瞑って自分の痴態に堪える。恥ずかしくて蒼士と目を合わすことが出来ない。

「美羽、目を開けて。どんな美羽も可愛いよ」

　涙が滲む美羽の目尻を蒼士が優しく親指で撫でつけた。

　見下ろされる瞳には、情欲の炎の他に愛情が籠っている気がして──。

「美羽のここ、俺のことを気に入ってくれたみたいだな。たっぷり突いてあげるから」

　折り返すように、蒼士の熱棒が押し入ってきた。反り返った楔に媚肉を抉じ開けられる感触が堪らないほど刺激的なのに、甘やかで心地いい快感が迸る。

　陰茎が長いせいか、たっぷりした挿入の感触に酔いしれていた時、最後にズンっと奥まで突き入れられ、淫らな衝撃が脳芯を突き抜けた。

　脚を無防備に開いたまま、腰がヒクヒクッと蠢動する。

「ひゃぁ……んっ……」

　──なんて衝撃なのだろう。

　たった一突きで、全身が蕩けてしまいそうなほどの快楽が漣のように広がっていく。

　挿入の勢いも相まって、さらにずっしりと重い身の詰まった幹の存在感に圧倒された。先ほど馴染むように挿入された時とは、全く違う。腹の中でどくどくと脈打つ雄茎は、その芯の熱や起伏のある太い形までも伝わるほどだ。

「──は、美羽っ……」

　堪らない、といような喉奥から絞り出されたような掠れた声。

　蒼士が両手で美羽の膝裏を高く掲げ、自分の重みを乗せて律動を開始した。ずぶ、ずぶと奥を満たされては蜜口ぎりぎりまで引き抜かれる。腰を卑猥に波打つように前後させ、無垢な美羽の身体に抽挿の快楽を植え付けていく。

「んぅ、あぅっ……」

「美羽、そんなに力まないで。力を抜けばもっと気持ちがいいよ」

　そうはいっても、どこの力を抜けばいいのか分からない。

　押し入られるたびに快楽が迸り、それを押しとめるように、んっ、んっ、といきんでしまう。

　指を挿入された時は、もうそれ以上奥など無いほど、一杯一杯だと思っていた。それなのに、経験したこともないほど深く、美羽の蜜洞を余すところなく蹂躙されている。

　今まで知らなかった親密な深い場所を曝かれているというのに、そこがとてつもなく気持ちよくて、蜜を溢れさせながら突かれるたびにビクビクっと戦慄く。

「美羽は奥が好きなようだね」

　そんなことを言われ、剛直で奥をほじくるように穿たれてはたまったものではない。

　ヌチュ、ズチュ、と卑猥な音を立てながら蒼士が最奥を執拗に突き始めた。

「美羽の中、すごくぬるぬるして気持ちがいいよ」

「んふっ……、あ、やぁ、おく、だめなのっ……」

「だめ？　そんなことないだろう？　気持ちよさそうに締め付けてヒクついてる。美羽は嘘つきだな」

　さらにお仕置きとばかりに、雄棒全体を媚肉に擦りつけるように腰をグラインドさせてきた。最奥に亀頭が沈み込むたび、秘めやかな場所へ濃蜜な口づけを与えられているみたいだ。

　そう思った途端、淫らにも悦楽が背筋を駆け抜け、またも脳芯に痺れが走る。

　身体に全く力が入らない。

　喉を逸らせて、甘く喘いで蜜汁を垂れ流す。こんな自分の痴態を蒼士は気に入っているようで、傲慢にも余裕の笑みを見せた。

　美羽の脚をこれでもかというほど思い切り広げて、上半身を逸らせ腰だけを大きく波打たせて卑猥げに陰茎を前後させる。

　ぬちゅ、ぬちゅと響く音が堪らなくいやらしい。

「──ッ、ほら、ごらん」　

　つられて目を上げると、蒼士の赤黒い抜き身が出し入れされている様が見えてしまう。

　それを分かっているのか、まるで見せつけるように太幹を引き摺りだし、てらてらと光る亀頭を露にしては、蜜口を割り開いてぬぷりとゆっくりと沈み込ませてくる。

「ひぁ……っん」

「美羽のココ、美味そうに俺を咥えこんでる」

　たっぷり滴る蜜壺をぐちゃぐちゃと抜き差ししながら掻き回している雄茎の感触。しかも触覚だけではなく視覚からも淫靡な様子を見せつけられた。

　剛直を深々と挿入されるたびに、蜜壺が沸騰したように熱く溶けていく。まるでこの時をずっと待っていたかのように快楽の坩堝にあっという間に呑み込まれて、思考が恍惚に染め上がる。

「分かる？　俺のがこんなに深くまで入っているんだよ」

　一度引き出した肉棒の根元を掴み、美羽の腹の上にずっしりと置いた。

「ひゃ……んっ」

　──熱い。なんて重いの……。

　お腹の上に、まるで違う生き物が乗っているようだ。

　どくどくと脈打って、熱をもち妖しく息づいている。

　蒼士はその長さを分からせるように根元を掴んで、腹の上でぺちぺちと叩いて見せた。美羽の臍をゆうに超え、灼けそうな熱を感じているのに、ぶるりと震えが走る。

　蜜口がはやく咥えこみたいとひくひくしている。

　欲しいものが目の前にあり、生々しい熱を伝えてくるものだから、胎の奥がきゅうんと物欲し気に啼いてやるせない。

　──も、だめ……っ。

「今度は、美羽から挿れてごらん」

「え、ひゃっ」

　蒼士が美羽を抱き起し、膝の上に掲げあげた。同時に濃厚に唇を塞がれ、頭の中がぼうっとする。互いの舌を淫らに絡め合うと、脳が糖蜜にでもなってしまったのではないかと思うほど、蕩けるような気持ち良さでぐずぐずになる。

「ほら、美羽、奥に欲しいんだろ。自分から挿れて」

　蒼士が自身の根元を握り、美羽の蜜口にそそり勃つ楔をあてがった。蜜口が早く早くとばかりにヒクヒクとお強請りしている。

　蒼士の亀頭を呑み込む感触を鮮明に想像しただけで、イってしまいそうになる。

　欲しいのに、全身の神経が使い物にならない。四肢には殆ど力を入れることが出来ずに、美羽はなす術もなく身を震わせた。

「──っ、ちから、はいらな……の、あっ……」

「困った子だ」

　蒼士が美羽の膝裏を自分の腕にかけて、尻を思い切り掲げあげた。これ以上は無理だと思うほど、太腿が上に押しあがる。すると美羽の身体がふわりと浮きあがった。　

　あっと思った時には、蒼士の昂りを無防備な蜜壺へと呑み込まされていた。

「ひぁぁっ……ぁっ……」

「くっ……、次は自分で呑み込めるようにならないとな」

　熱を帯びた怒張が、美羽の隘路に深々と突き刺すように押し入ってくる。剥き出しになった雄幹は、美羽の柔らかな肉襞を傲慢に広げ最奥を穿つ。

　普段の蒼士はスマートなのに、どういうわけかセックスは濃厚だ。

　下から挿入される圧倒的な質量が、美羽の肉体をなんなく割り開いていく。手足はなす術もなくぴくぴくと痙攣するばかりだ。

　胎の中はずっしりと重たげで、法悦の楔に刺し貫かれてしまったように気持ち良さしか感じられない。

　最奥まで挿入すると、蒼士は美羽に口づけをしながら猛然と突き上げを開始した。

「ああ、美羽。すごく気持ちいいよ」

　腰を回され、快感を煽るように突き入れては引き抜かれる。過ぎる快楽に、もはや脳がセックス以外のことを考える活動をやめてしまう。

　蒼士はズンッ、ズンッと突き上げながら、美羽の唇もたっぷりと堪能している。

　腰を淫らに抜き差しされながらの口づけは厭らしいのに、とてつもなく甘美なのだろう。

「んっ、あおと、さ……」

「ん、美羽、気持ちよくなって」

　全てを繋げ、重ね合わせる悦びに満たされる。

　上と下で粘膜が溶け合い、どこからどこまでが自分なのか分からない。気持ちが良すぎて、思考までも濃蜜な空気に溶けてしまいそうだ。

　ちゅ、くちゅ、ヌチュ……。

　キスの音なのか打ちょう擲ちゃくの音なのかさえ分からない。美羽はただ夢見心地で身を震わせた。

　括れた亀頭が美羽の感じる奥を的確に擦る。誰も触れられない、美羽の奥底までも蒼士に明け渡し、たっぷりと愛撫されている。

「……んぁっ、んっ、んっ……、おく、すごいのっ……」

「っ、悪い子だ。そんなに締めたらすぐにもっていかれそうだ」

「──んっ」

　信じられないことに、蒼士の肉幹がさらに太さを増した。太さだけではない。芯がしっかりと感じられてはち切れんばかりだ。挿入の度に媚肉を余すところなく嬲なぶりり、ぬちゅぬちゅと卑猥な音を立てながら思うまま突き上げている。

　明らかに今までと違う。

　彼の熱が、美羽の心の奥にあった空洞を丸ごと埋うずめているようだ。

　剛直は美羽を烈しく揺すりたてているのに、口づけは愛おしむように甘やかで美羽の目尻から涙が零れる。

　──ああ、私、蒼士さんのことがこんなにも好きだったんだ。

　ただの淡い恋だと自分に思い込ませていたのだが、今はっきりとわかった。

　彼をいつの間にか愛している……。

　でも蒼士の方は、たまたま美羽が妻として都合がよかっただけ。男性は気持ちがなくてもセックスができる。

　それでも、美羽の内側にいる蒼士は烈しいけれども愛し気に蜜壁を弄り、灼け切れそうなほどの快楽を与えてくる。

　美羽がこの上なく、気持ちよくなるように。

　身体だけではなく、もっと繋がりを深めたくて、美羽は蒼士の首にぎゅっとしがみ付いた。そうすれば、彼の心に少しでも近づけるような気がしたからだ。

　色香のある逞しい首筋からは、どくどくという脈動が伝わり切なくなる。

　胸の奥も隘路も、蒼士が欲しくてきゅんきゅんする。

「っ、美羽……、どうした？　可愛いな」

　蒼士の声が掠れ、黒曜石のような瞳に情欲の翳りがめらめらと立ち上っている。引き締まった体躯が抽挿の度に隆起し、荒々しい律動の吐息が美羽の耳に吹きかかる。

　男っぽい色香を振りまきながら奥を何度も穿たれ、その度にぞくぞくっと甘い痺れが全身を駆け抜けた。同時に心も身体も果てのない高みへと引き上げられる。

　ぎゅうぎゅうに締め付ける蜜壁を、いとも簡単に引きはがしながら、蒼士が腰を振り立てている。

　圧倒的な雄幹の力強さの前で、無力な美羽はただ快楽の余韻に喘ぐ。

「んっ、んっ、蒼士さ、あっ、そこ、気持ちい……」

　もう美羽の身体で溶けていない部分はないほど、ぐちゃぐちゃにされている。蜜を吹き零し、美羽は上体を何度も跳ね上げさせながら嬌声をあげた。

　──気が遠くなりそう。も、これ以上は、だめっ。

「んぁっ、やっ、そこ、い、いっちゃ……」

「──っ、いいぞ。美羽、イってごらん」

　蜜でぬめる隘路に、深々と剛直を突き入れられた。より深い部分をグリっと抉られ、受け止めきれないほどの法悦の波が押し寄せる。

「──ひゃぁ、あ……んっ……」

「──く」

　悦びに沸いた媚肉がうねるように震え、蒼士をぎゅっんと喰い締めた。

　埋められた陰茎がビクビクっと烈しく胴震いし、皮膜越しに熱い液体を解き放つ。

　幹が張りつめ、膨れた亀頭がどくりと脈動しながら白濁が勢いよく放出されている。

　これほど深い所で人と人が繋がれるなんて……。

　この瞬間の蒼士は、紛れもなく美羽のものなのだ。

　蒼士の絞り出すような呻き声が、美羽の心の奥底にまで響き渡った。さらに精を出し絞るようにぐいと腰を突き上げてくる。それが堪らなく愛しい。

　美羽の脳芯までも満たすようにたっぷりと蒼士の熱が迸る。

　気が遠くなりそうな悦楽の渦に呑み込まれ、朦朧とした意識の中で、蒼士の唇が重なった。射精しながらより濃厚にたっぷりと美羽の咥内を蹂躙される。

　まるで美羽の全てが自分のモノだと言わんばかりだ。

　口づけに酔いしれる美羽は、薄膜越しの射精が、まるで自分たちの結婚を表しているように感じてしまう。

　なんの隔たりもなく蒼士に愛され、満たされたらどんな気持ちなのだろう。

　蒼士そのものを感じながら深く交わり合い、熱い白濁を胎の奥に注がれたい。

　そう思うと心が切なくきゅっと軋む。

　もし赤ちゃんができれば、蒼士の心も美羽に寄せられるのだろうか。

　仮かり初そめの妻としてではなく、美羽自身に愛を注いでくれることはあるのだろうか。

「く……っ、美羽……」

　その想いも、蒼士の男らしい吐息にかき消されてしまう。

　胎内で男の欲を吐き出す蒼士にただ身を任せながら、美羽は再び忘我の淵に吸い込まれ、深い悦楽の果てへと堕ちて行った。
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　ひょんなことから結ばれた美貌の王子と無垢なお姫様は、いつまでも仲睦まじく暮らしましたとさ。

　──めでたし、めでたし。

　

　だがしかし、現実生活の中では童話の中の王子様とお姫様のように、そううまくハッピーエンドにならないのは百も承知だ。

　お互いのメリットのために二人は入籍し、美羽は今まで住んでいたアパートを引き払い彼のマンションで結婚生活というよりは、共同生活を開始した。

　蒼士にとっては、美羽との結婚は祖父の財産を受け継ぐために必要なことだった。美羽の方は、陶芸家として独り立ちするために、アルバイトを掛け持ちせずに創作に専念できる。

　働きながら創作活動をしていた時には夜遅くまで工房にいた美羽だが、蒼士からコンテストに集中するようにと結婚を機に受付の仕事も休職させられた。

　今は美大の先輩である高瀬の工房を手伝いながら、創作活動に専念できるようになった。

　それでも、蒼士に養ってもらっている引け目から、家事くらいはしようと思っていたのだが、美羽と結婚したことで週一だったハウスクリーニングが週二に増えていた。

　ちょうどハウスクリーニングさんとかち合った時、美羽も一緒に片づけをしようと思ったのだが、「奥様は休まれてください。仕事ですから」と笑ってあしらわれてしまった。

　しかも、蒼士は美羽のために食事作りまでお願いしようとしていて、さすがにそれは断った。二人分の食事を作ることなど、なんてことない。

　それでもせっかく夕食を作ろうと思っても、蒼士は仕事が遅く「適当に食べるから美羽だけ先に食べていて」といった有様だ。

　入籍して一か月が過ぎたものの、蒼士の仕事は多忙で休める日がほとんどない。たまの休日に数時間ほど空き時間ができても、その日は美羽が陶芸の創作活動の日だったりと上手く休みがかみ合わずにいた。

　それでも蒼士は、「夫の権利は主張する」と宣言したとおり、どんなに遅くなっても美羽を抱く。

　先にうとうとしてベッドに横になっていると、蒼士は濃厚なキスを仕掛けてきて、そのままなし崩しに熱い夜を過ごす。

　──はぁぁぁっ。今思い出しても昨晩の乱れようも恥ずかしい。

　美羽が思うに、たぶん蒼士はセックスの行為自体が好きなのではないかと思う。

　この結婚は愛しあって結ばれたものではない。多少好意を持ってくれているとしても、お互いにメリットのある取引結婚だ。

　それなのに、毎晩のように抱かれるのはきっとそういうことなのだろう。

　仕事のできる男は、性欲も旺盛だとネットで見たことがある。

　専務ともなれば責任も重くのしかかり、夜遅くまで仕事でくたくたな筈なのに、一体どこにそんな精力があるのかと思うほどだ。

　それでも妻となったからには、せめて朝ご飯だけでも作ろうと思うが、夜中にたっぷり抱かれたことで、はっと目覚めた時には、たいてい蒼士が出勤した後だった。

　しかもキッチンには、蒼士が作ってくれた朝ご飯のサンドイッチとコーヒーまでセットしてある。

　──うう、仕事のできる男なうえに私生活まで完璧なの……。

　美羽は蒼士と暮らし始めたことで、ふがいない思いを抱え自己嫌悪に陥った。

　大学時代の男友達とは対照的だ。

　彼らは芸術家なこともあり、たとえば十二時になったから昼ご飯を食べよう、とは思わない自由人だ。

　気持ちがノってくれば二十四時間、創作に充てる。人としての基本的な生活、食事や入浴、睡眠には無頓着な人が多かった。

　美羽もいっぱしの芸術家ではあるが、両親がことのほか厳しかったためか、そういう生活には馴染めない。逆に蒼士とのこの生活がものすごくしっくりきて快適である。

「あの、蒼士さん、今週早く帰れる日がありますか？」

　相変わらずすれ違いの日々が続いていたある日、美羽は思い切って蒼士に聞いた。

　せめて手料理ぐらいは披露したい。形式上の妻であっても、妻らしいことがしたかった。

「なんで？　どうかした？」

「あの、たまには夕食を作ろうと思って。これでもローストビーフとか上手いんですよ。母直伝なんです」

「……へぇ、それはいつか食べてみたいな。でも、このところ仕事が詰まっていてね。俺のことは気にしないでいいよ」

「……でも、私、妻らしいことが何一つできてないし。お世話になっているのに……」

　美羽が唇を噛んで俯くと蒼士がくすりと笑った。

「妻らしいことは毎晩してもらっているよ」

　途端に耳までかぁっと赤く染まる。

　──そうじゃない。

　身体だけじゃなくて、他に夫婦の絆みたいなものが欲しいのだ。出会ってすぐに入籍したものだから、二人きりでデートさえもしたことがない。

　きっと蒼士は契約同然の結婚と割り切っているのだ。宣言した通り、美羽には身体以外、何も求めてくることはない。

　──じゃあ、もし、蒼士の身体を満足させる女ひとが現れたら、私には何も残らない。結婚とはいっても、これはただの共同生活だ。蒼士に好きな人が出来れば、その人と身体を重ねるのを邪魔する権利は美羽にはない。

　小さな頃、美羽が蒼士に怪我を負わせてしまったから。だからちょうど便宜上の妻を必要としていた蒼士にとっては、ちょっとばかり負い目のある美羽を説得するのが簡単で手っ取り早く都合がよかっただけ。

　これは書類上の取引なのだ。

　美羽の心がねじれるように痛む。

「──でもっ……」

「美羽は陶芸家だろう？　コンテストもあるし陶芸に集中したらいいよ。ものづくりってすごいことだよ。俺もサポートするから」

　ぽんっと頭に手を置いて撫でてくれる。

　今までは、父親に反対されていたこともあり、陶芸家と胸を張って言うことは憚られた。父の前で言おうものなら鼻で笑われる。まだ大きな賞も取ったことはないし、名前を言っても誰一人知る者はいない。

　それなのに、蒼士は美羽を一人の陶芸家として認めてくれている。

　──それだけでもありがたいのに。

　でも、これではまるでただのパトロンではないか。

　確かにそういう芸術家もいると聞いたことがある。お金持ちの愛人になって金銭的なサポートをしてもらい創作活動を続けるのだ。

　美羽もただ陶芸家の同居人としてではない、夜に彼の無聊を慰めるだけの相手ではなく、無くてはならない妻として認めて欲しい気持ちがあるのだ。

　──それなら、抱かれるのを拒否したらいいんじゃない？

　意地悪な心の声が囁いてくる。

　それでも夜に抱かれるのを拒むことはできなかった。

　抱かれている間は、愛されていると思わせてくれる。そして期待してしまう。甘やかに濃厚に睦みあい、身体を重ねれば重ねるほど、どんどん蒼士が好きになる。

　このままずっと一緒にいたいと思ってしまうのだ。

　やはり契約結婚同然の美羽にとっては、高望みなのだろうか。

　今夜も蒼士は遅いと聞いている。

　──身体を壊さないといいけれど。

　いくら若くてタフだといっても限度がある。

　

　ちょうどその日の夕方、美羽は早めに工房を上がって、母親直伝のローストビーフとミネストローネを仕込んでおいた。もし今夜帰りが遅くて蒼士が食べられなくても、明日の朝食で食べることが出来る。

「あ、もうこんな時間だ」

　エプロンを外して小走りで二人の寝室に向かう。

　今日は芸大時代の友人たちが、オンラインで美羽の結婚祝いの飲み会を開いてくれることになっていた。式はできなかったため、美羽が入籍したと知った気の置けない友人が発起人となった。

　男女の混じった数人の仲のいい友達なのだが、今はそれぞれ全国にちらばって活動しており、滅多に集まって会うことが出来ない。

　時どきこうしてオンラインで互いの近況を報告し合っている。

　寝室の一角にあるデスクの前にすとんと座り、備え付けのパソコンの画面を開く。結婚後、蒼士が用意してくれたものだ。ミーティングのオンラインソフトを立ち上げて招待コードを入力すると、友人たちはとっくにログインして既に会話も盛り上がっていた。

「あ、主役の登場だ。おーい、美羽、元気か？」

　一番仲の良かった男友達が、取りまとめ役になり笑顔を向けた。懐かしい友人に囲まれて、ついつい口元が綻ぶ。

「うん、久しぶりだね！　今日はありがとう」

「もちろんだよ。俺たち、美大で苦楽を共にした仲じゃないか。あ、じゃあ、美羽の結婚を祝ってカンパーイ！」

　画面の向こうから皆がビールやワインを掲げて見せた。美羽も複雑な気持ちながら笑顔を作る。

　彼らは、これがいわば契約のような結婚だとは知らない。

　夫となった蒼士は祖父の財産を引き継ぐために美羽との結婚を決めた。きかっけは強引ではあったが、今となってはそれが美羽の運命だった気さえする。

　蒼士との新婚生活──、いや、共同生活は、美羽にとってかけがえのないものになっていた。

「乾杯って、皆、もうできあがってるし。二杯目なんでしょ？」

「あ、ばれたか。俺、この間、フランスのボルドーのシャトーで個展を開いたんだよ。お土産にボルドーワインを沢山貰ったから美羽にも送るな」

「わ、ありがとう。すごい！　海外でも活躍しているんだね。私なんて、まだまだ知名度もないし」

「何言ってんのよ。すごいのは美羽だよ！　だって一番奥手だったくせに、まんまと玉の輿に乗って結婚なんかしちゃって！」

「そうそう、私たち美羽は一生結婚できないかと思っていたのに、先を越されて悔しい！」

「ほんとほんと、美羽はずっとバージンだったよね。無事にロスト・バージンできてよかったね！」

　ワハハ、と皆が盛り上がる。

　──全く、人のことを酒の肴にして。

　美羽はぷぅっと頬を膨らませる。

「ていうか、美羽、今寝室にいるの？　後ろに広いベッドが見えるんだけれど」

「キャーッ、ほんとだ！　しかもダブルベッドが二つぴったりくっついてるハリウッドスタイルじゃん。ラブラブだね～」

「おお、やらしい。その広いベッドで、旦那にたっぷり愛されちゃってるんだな」

「あ──、もしかして独身の私たちに甘い新婚生活を見せつけ？」

　部屋のことを気にする余裕もなかった美羽だが、指摘されてはっとする。

　前にオンライン飲み会を開いた時は、自分のアパートだったから背景など気にしてはいなかったが、他人から見れば今の美羽は新婚なのだ。

　しかもここは蒼士との寝室。

　気の置けない友人とはいえ、実際に美羽が抱かれているベッドを見られて赤面する。

　美羽にとって蒼士との夜の営みは、たとえ親しい友人でも踏み込んでほしくない。

「ねぇねぇ、新婚ってやっぱり毎晩エッチするの？　お風呂にする？　ご飯にする？　それとも、わ・た・し？　なーんて」

　また画面の向こうが、わははと湧く。

　これには美羽も参ってしまう。

　もともと初心で男性とも付き合ったことがない美羽は、学生時代からモテて彼氏や彼女がいたリア充で経験豊富な友人たちと、そこだけは会話がかみ合わなかった。もちろん、その頃から性的な話は避けていたのだが。

　こんな風に、蒼士との生活をネタに笑いものにされたくはない。

「……そんなこと。私、そもそもエッチ好きじゃないし。なんだか、つ、疲れるし。夜にエッチすると昼間が眠くてちゃんとした創作活動ができないし……」

　触れて欲しくなくて、つい、思ってもないことを言ってしまった。しかも重々しい声トーンで。

　本当は、蒼士とのセックスは堪らなく気持ちがいい。でも、それは二人だけの親密なひと時だ。それを友人たちには明かしたくはない。蒼士と自分だけが知っていればいいことだ。

　美羽の半ば深刻な告白で画面の先の友人たちが石のように固まってシーンとなった。　

　一番仲の良かった友達が、慌てて顔を引き攣らせながら会話を振り替えた。

「み、美羽は学生時代から清純だったからな。ほら、一年の頃、俺が付き合おうって言った時も陶芸に専念したいって振られたし……。あ、そういえば、美羽の旦那、有名企業の御曹司って聞いたけどどんな人？　写真とかある？」

　そう言われて美羽は虚をつかれた。

　──写真なんかない。

　夫婦だというのにお互いの写真さえもないのだ。

　その事実はショックだった。

　美羽が答えに詰まっていると、寝室のドアがカチャリと開く。

「美羽？　賑やかな声が聞こえたけど……」

　振り返ると、スーツのジャケットを脱いで、ネクタイを緩めながら入って来たのは蒼士だった。

　──うっ。今日もぴったりフィットした濃紺のベストにストライプのネクタイが似合っていてかっこいい。

　口を開こうとしたところ、画面の向こうから嬌声が湧く。

「きゃ──っ！　え？　なに？　美羽の旦那様？」

「めちゃめちゃかっこいいじゃん！　はじめまして～。美羽の親友です。今度良かったら旦那様のお友達紹介してください！」

　勝手に画面の向こうでわいわい盛り上がる友人を無視して、美羽は蒼士に学生時代の友人が、結婚祝いでオンラインの飲み会を開いてくれたことを手短に伝えた。蒼士はたまたま会議が一つキャンセルになったらしく、今日は早く帰れたらしい。

　仕事で疲れている筈なのに、蒼士は友人達に向かって、にこやかな顔を向けた。

「どうも、はじめまして。美羽の夫の若槻蒼士です。妻がいつもお世話になっています」

　すると友人たちも一人ずつ自己紹介をする。

　皆それぞれ、画家や彫刻、陶芸家、アーティストとして駆けだしながらも活躍している友人だ。新聞や雑誌で取り上げられている人もいる。その中では美羽が一番、芽が出るのが遅く、未だ彼らの背中を追いかけているのだが、学生時代の友人たちは美羽にとっても自慢だった。

「皆さん、ご活躍されていて凄いですね。あ、いいことを思いつきました。もしよかったら我が社のビルのロビーにあるギャラリーで、交代で皆さんの作品を展示させてもらえませんか？　もちろん仕事として」

　そう言いながら、蒼士は美羽が座っているオットマンに腰を掛けた。一人では余裕のあるオットマンも二人で、しかも体の大きい蒼士と一緒だとぴったりと密着してしまう。

　少し離れようとすると、蒼士は美羽の腰をまるで見せつけるように抱いた。

　美羽は目を剥いて蒼士を見た。

　──一体どういうつもり？

　まるで仲睦まじく愛されている妻みたい……。

「いいんですか？　では喜んで。ぜひお願いします。僕たちもスケジュールを調整します」

「ありがとう。皆さんの作品を展示できるなんて光栄です。では、明日、僕の秘書から皆さんに連絡を入れましょう。なぁ、美羽？　どうして今まで気が付かなかったんだろう。トップバッターは美羽の作品でもいいかな？」

　耳元に口を寄せて蒼士が囁く。まるで画面の友人たちに仲の良い所を見せつけ、どこか牽制しているようでもある。

　友人たちも興味津々で二人を見ているというのに、こんなに距離が密着してはなんだか気恥ずかしい。

　美羽は頬を赤らめつつも、こくこくと頷いた。

「なぁんだ、美羽、幸せそう。仲がいいんだね。さっきは変なこと言うから焦っちゃった」

「変なこと？」

　蒼士が聞き返すと、美羽は焦りながらダメダメと首を横に振ったが、友人は気が付かなかったらしい。

「いえ、美羽は昔から潔癖でエッチが好きじゃないみたいなので、俺たち心配してたんですよ。ずっとバージンだったし。ま、それも美羽の可愛いい所なんですけどね」

「──へぇ」

　蒼士の声色がぞっとするほど冷たく変わる。心なしか美羽の腰を抱く手に力が入った。

「ご心配なく。僕も毎晩、美羽を可愛がっていますから。でも、そのせいで嫌がられているのかな？」

　蒼士が甘く極上の笑顔を向けた。でも、目が笑っていない。

　──う、もしかしてさっき自分が言ったことを聞かれていた？

　いつから蒼士はいたのだろう。

　美羽の心の中とは正反対の言葉を聞かれてしまったのだろうか。

「お──、皆聞いたか？　毎晩可愛がってるってよ！」

「きゃぁ、ラブラブだね」

「うらやまし──。陶芸も充実しそうだね！」

「若槻さん、俺たちの美羽を末永く宜しく！」

　友人たちは、蒼士の性格を知らないから無邪気に湧いて喜んでいる。その言葉の裏に含みがあるというのに。

　その後、蒼士は美羽にゆっくり楽しんで、と言い残して席を立った。それでも忙しい旦那が早く帰ってきたと知って、友人たちは気をきかせ、早めにオンライン飲み会をお開きにした。

　美羽がリビングに戻ると、蒼士がソファーに座り、眼鏡をかけて仕事用のノートパソコンを操作している。

「あの、蒼士さん、さっきは……、突然ですみません。友人とオンライン飲み会があることを伝えていなくて」

「ん？　別に。俺のことは気にしなくていいよ。美羽の友達に会えてよかった。楽しそうな友人だね。……男友達とも仲がいいんだ」

「あ、はい。大学一年の時からの仲間達なので。皆、芸術家肌で変わってるんですよ。私は一人暮らしをしていたので、よく私のアパートに皆で集まってワイワイやって……。あ、そうだ！　蒼士さん、夕食まだですよね？　実はローストビーフとミネストローネを作ったんです。今用意しますね」

　ようやく蒼士に手料理を食べてもらえる。

　美羽がウキウキしながらエプロンを着けたところで、蒼士がすまなさそうな顔をした。

「美羽、ごめん。実はちょっと仕事で呼び出しがあって、これから社に戻らないといけなくなった」

「え……。今すぐに？」

「先に寝ていていいよ。たぶん遅くなる」

　途端に美羽は意気消沈した。

　でも、きっと家に帰ってくればどんなに遅くても、蒼士は美羽を抱いてくれる。さっきも毎晩可愛がっていると言ったではないか。

　今夜も美羽がこれまで知らなかった極上の悦びを与えてくれるだろう。

　早く蒼士に帰ってきて欲しい……。

「はい、あの、気を付けて」

「美羽もね。じゃあ、行ってくるよ」

　ふたたびスーツのジャケットを羽織った蒼士が玄関の扉を開けていなくなる。カチャリと扉が閉まると、ふわりと漂った蒼士の残り香に愕然とする。

　──え？　この香り。

　女ものの香水の匂いだ。それも甘ったるい外国製の香水の香り。

　この香りは以前、嗅いだことがある。

　同じ受付で働いていた立花あかりと同じ香りだ……。

　さっき寝室にいた時にはジャケットを脱いでいたから気が付かなかった。

　どうして立花さんと同じ香水の香りがするの？

　それになぜ、女物の香りがスーツのジャケットに沁みついているの？

『うふ、実は専務に香水までプレゼントしてもらったの』

　確か立花はそう言っていた。蒼士に香水をプレゼントしてもらったと。時間外に受付の仕事について蒼士から直々に相談されたからだと聞いている。

　──ただの偶然？

　まんじりともせずに蒼士を待っていたが、今日に限って帰りが遅い。

　美羽は、はぁ──と溜息を零した。

　まだ忙しいのかな。

　リビングのソファーで膝を抱えてスマートフォンを眺めていた美羽は、蒼士にメッセージを送ろうかと悩む。

　時刻はもう夜中の十一時を過ぎ十二時近くになろうとしている。

　仕事の邪魔をしてはいけないと思っても、流石にこの時間は遅すぎだろう。

　『美羽も妻の権利を放棄しなくていい』と、蒼士は言っていたではないか。

　そう、妻として夫の安否を確認する義務もある。

　美羽は思い切って携帯のメッセージアプリを開いた。ちょうどそのタイミングで蒼士からもメッセージが入り、思わず嬉しくなった。

　帰るよ、というメッセージだと信じて疑わなかった。

　なのに画面を見て、意気消沈する。

【ごめん。今日は帰れそうもない。夜用のセキュリティーをオンにして先に休んでいてくれ。おやすみ】

　そのメッセージに気持ちが重く沈み込んだ。

　蒼士が家に帰らないなんて初めてだ。今までどんなに遅くなっても、必ず帰って美羽をその腕に抱いてくれたのに。

　でも仕事なのだから、美羽がどうこう言えるはずもなく……。

【はい。分かりました。無理しないでくださいね。おやすみなさい】

　ぱっと既読が付く。でも返信はない。

　蒼士の仕事は海外とも取引しているから、時間などあってないものなのだろう。

　美羽はスマートフォンを抱えてソファーにごろりと横になって真っ白い天井を見上げた。

　蒼士と暮らし始めて一か月ちょっとなのに、蒼士がいないだけで、こんなにも寂しい。いつも蒼士に包まれて眠っていたその温もりに、どっぷり浸かって甘えてしまっていたらしい。

　数時間前に別れたばかりなのに、もう蒼士が恋しくて逢いたい気持ちが募る。

　時間があれば、陶芸の新作のデザインや釉薬の割合でも考えればいいのに、心ここにあらずだ。思っていたより遥かに重症だ。

　──明日の夜は抱いてもらえるかな……。

　美羽にとって、それが唯一の蒼士との絆なのだ。香水のことや、気になることは沢山あるけれど、きっと蒼士と肌を重ねれば、美羽の思い過ごしだったと確信できるはず。

「蒼士さん、おやすみなさい」

　美羽はスマートフォンの画面に越しに、蒼士のメッセージにそっと口づけた。

　美羽にとって、とても大切で甘やかに肌を重ねた記憶を辿っていると、いつの間にか眠気が襲ってきた。

　ソファーの上で丸まり、スマートフォンを胸に抱きながら、今は側にいない彼の温もりを追いかけるように、深い夢の中へと誘いざなわれていった。








【ステップ６．時には上手くいかないことも】








　だが、どうやら美羽の考えは甘かったようだ。

　蒼士が帰らなくなった日以降、ますますすれ違いの生活になる。ともすれば一人暮らしをしているかのように錯覚してしまう。もちろん、蒼士は最低限の連絡メッセージはくれるのだが、帰りが日付を超えることも多く、美羽が寝てしまった後に帰宅して、目覚めるより早く出勤している。

　そのため作り置きの惣菜をいくつか用意しておき、蒼士のお腹が空いていれば食べられるようにしていたが、それにも手を付けた痕跡はない。

　美羽は、はぁ──っと溜息を零した。

　今までは、どんなに遅くなっても、眠たげな美羽を抱き起こしていたというのに。

「寝姿も美味しそうで我慢できないな」と言いながら、たっぷり美羽の身体を愛撫して熱い蜜の海にその身を埋めて精を解き放っていた。

　まるでそんな蜜月が二人の間にあったとは思えないほど、ここ一か月は全くのセックスレスになってしまう。

　セックスレスどころか、対面で言葉を交わしてさえいない。

　メールか電話で、帰宅時間を知らせ合うのみだ。

　蒼士と結婚するまでバージンだった美羽は、自分がこんなにも蒼士とのセックスに溺れてしまうなんて考えてもみなかった。

　経験豊富そうな蒼士に蕩けさせられ、甘い快感を覚え込まされた身体は、ますます欲が出てしまう。まるで思春期の少年のように、家に一人でいると蒼士とのセックスのことばかり考えてしまうのだ。

　なんて淫らな身体になってしまったのだろう。

　毎夜のように抱かれていたせいで、蒼士と肌を重ねることが美羽の生活にとって無くてはならないものになっていた。

　濃蜜なセックスで心も身体も満たされ、毎日充実して創作活動にも専念できていたのだが……。

「おい、何やってるんだ、美羽！　轆轤、回しすぎ」

「えっ、あっ……」

　ぼうっとしながら轆轤を回していた美羽は、工房の所有者で先輩にあたる高瀬の声にはっとして手に力を込め過ぎた。

　成形していた粘土がべちゃっと折れて、轆轤から外れて床に落ちてしまう。

　陶芸家にあるまじき初歩的なミスだ。

「おい、美羽……。最近全然、集中できてないぞ。しっかりしろ。コンテストも近いんだろ？」

「はい……」

　まさか先輩に夫婦生活のことで悩んでいるなんて言えるはずもなく──。

　美羽は床に落としてしまった粘土をやるせない気持ちで片づける。

「なぁ、結婚生活で何か悩みでもあるのか。まぁ俺も一応既婚者だからな、なんでも気軽に相談してくれていいぞ」

「……そんな、大丈夫です。悩みなんてなにも──……」

　ない、と伝えようとしたのに、意図せず涙がほろりと零れ頬を伝って流れ落ちた。

　──人前で泣きたくなんてないのに。

　思いのほか蒼士ロスが、美羽の心にぽっかりと大きな穴を空けているらしい。

「っと、おいおい、そんなんで大丈夫なわけないだろ。ちょっとこっちにこい」

　ぐっと高瀬に手を引かれて、休憩室の椅子に座らされる。

　ほら……、と手渡されたカフェオレを口にした。

　温かくて甘いカフェオレに心がほだされる。

「美羽、お前は俺の弟子も同然だ。何でも言ってみろ。愚痴でも何でも聞いてやるから」

「っ──。ありがとうございます。実は悩みというか……、あの、先輩は……」

　男の人にこんな話をしていいのか分からないが、男の人だからこそ、美羽に足りない何かがあるのか分かるかもしれない。

「せ、先輩は、奥さんと毎晩エッチしてます？」

「──は？」

　あんぐりと口を開けて高瀬が美羽を凝視した。まさか美羽からこんな話をされるとは思ってもいなかったのだろう。

　だが美羽は一旦、口にしたことで歯止めが利かなくなった。

「実はずっと蒼士さんが抱いてくれなくて……。ここ一か月、ずっとしてないんです。結婚してから、ほぼ毎晩エッチしていたのに……」

　思い切って言ってしまった後、少しばかり後悔したがもうどうにでもなれだ。

「あ──、つまり最近、旦那とセックスレスなわけだ。それで悩んでいると」

　はっきり断言されてどーんと奈落の底に突き落とされる。

　だが、高瀬はニヤッと笑いながら美羽の肩を叩いた。

「奥手だった美羽もようやく人並みにそっち方面の悩みを持ったか」

「か、揶揄わないでください」

「だってお前、大学時代は俺らがそういう話をしてるといつも冷たい視線を投げかけていただろう」

「あの時は、まだ子供だったから……」

「まぁ、美羽も旦那と出会ってようやく成長したわけだ。あの美羽にこんなことを言わせる旦那もすごいな。それだけ美羽に愛されてるんだな」

「……」

　美羽が口をつぐむと、高瀬がまぁ気にすることはないよ、きっと仕事が忙しくて疲れているんだろうと慰めた。それでも、美羽は納得しない。

「でも、今まではどんなに仕事で遅くなっても必ずエッチしてたんです……！　それも蒼士さんの方から」

「そ、そうなのか……？」

「はい、蒼士さんはどちらかと言うと性欲が強くて……。お、男の人って一か月も、その……、シなくてもいられるんですか？」

　うーんと高瀬も考え込む。

　美羽は男の兄弟もおらず、今まで交際した相手もいない。だからこの際、男性の生理的なことも聞いておきたい。

「平気じゃないな。だって相手はまだ三十手前なんだろ？　まぁ、どこかでヌいているだろうな」

「──抜く？」

「あ──、美羽には刺激が強いかな。若い男は毎日抜いてもおかしくない。つまり、自分で処理したり、そういう店に行ったりと人さまざまだが」

「蒼士さんは、そういうお店には絶対行かないです！　それに遅くまで仕事があるし……」

　美羽は高瀬の言葉を思い切り否定した。蒼士は絶対、お店でその道に長けた女性に処理してもらう、なんてことをするタイプではない。

「じゃあ、あとは……」

「あとは……？」

　美羽が高瀬を見上げると、思い切り申し訳なさそうに眉を下げた。これ以上ないほど同情が滲み出たような表情だ。

「言っていいのかな……」

「い、言ってください。私に妻としてダメなところがあれば直しますし」

「うーん、お前がダメ、というより、他の女に気が向いた可能性もあるな。ありていに言えば、浮気だけど。でも愛し合って結婚したばかりなのに、新婚でそんなことをする筈はないと思うけどな……」

　高瀬が気まずげに切り出したが、そう指摘されて美羽ははっとした。  

　私たちの結婚は便宜上のもの。

　それに、この間もスーツのジャケットから女性の香水の匂いがした。

　──まさか、立花さんと浮気？

　蒼白になった美羽に、高瀬が慌ててフォローする。

「でもまぁ、気のせいじゃないか？　そもそも大企業の専務なんだから浮気する暇なんてないだろう？　美羽の考えすぎだよ」

「でも──」

　美羽がさらに言い返そうとした時、エプロンに入れていたスマートフォンが鳴った。画面をみると蒼士からだった。珍しく美羽のスマートフォン宛てにメッセージではなく、電話が入る。

　一体どうしたのだろう。

　どきどきしながら応答ボタンをタップすると、耳に馴染んだバリトンボイスが鼓膜を擽った。

「美羽？　今どこにいる？　自宅に電話してもいなかったから」

　そういえば、今日は高瀬の明日の教室の準備も手伝っていたから遅くなってしまった。

　もうすぐ夜の十時だ。

　最近、蒼士は自分から美羽に連絡する時、スマホではなく自宅に電話を入れて来る。

　そのため家の電話に出られなかったから、心配したのだろうか。

「あ、連絡せずにごめんなさい。今、先輩の工房にいるの。今日はちょっと遅くなっちゃって。でも、もうすぐ帰ります。蒼士さんは今夜も……遅いの？」

「いや、ちょうど今から帰るところだから迎えに行くよ。一人？」

「あ、ううん、先輩と一緒」

「……そうか。すぐ行くから。じゃ」

「あっ……」

　すぐにツーと切れてしまう。スマホを眺めていた美羽を高瀬がにやにやと見つめている。

「旦那はなんだって？」

「今から迎えに来てくれるって……」

「なんだ、ちゃんと心配してるじゃないか。美羽を」

　……それは、ただの義務だから。

　妻として守ると言ってくれたのは蒼士だ。決して美羽を愛しているから心配しているわけではない。

　でも先輩にそれを言うのは気が引けた。

　

　それから三十分ほどして工房の片づけを終えた時、タイミングよくインターホンが鳴った。

　美羽がドアを開けようとすると、高瀬が解錠して蒼士をにこやかに出迎えた。

「若槻さん、はじめまして。美羽……さんの大学時代の友人の高瀬です。美羽さんより三つ年上になります」

「美羽の夫の若槻蒼士と申します。妻がいつもこちらの工房でお世話になっています」

「いえいえ、生徒の教室も手伝ってくれて僕も助かっています」

「そうですか。でも、妻にも自分の工房が必要だと思っているんです。できれば自宅の近くに妻の工房を作ろうと考えているんですよ。その時には色々ご助言ください」

　初耳だったため、美羽は驚いて蒼士を見上げた。

　美羽専用の工房があれば、嬉しい。そこに生徒さんを集めて陶芸教室を開ければ、少しばかりでも収入源を確保できるし、楽しいだろう。

「もちろん、よろこんで。美羽、よかったな」

　高瀬が何を思ったのか、大学時代のように美羽の頭に手をぽんっと置いてクシャっと撫でた。その様子を蒼士がすっと目を眇めて、無言で睨んでいる。

　──？

　なんだか機嫌が悪そうだ。仕事で疲れているのかな。

「美羽、支度はできた？　帰ろうか」

「──あ、はい。じゃあ、先輩、お疲れ様です。お先に失礼しますね」

「ああ、お疲れ……っと。あ、そうだ。美羽、これ御馳走さん。すごく美味かったよ。結婚したからか昔より料理の腕が上がったな」

　先輩が手渡したのは、美羽が作ったお弁当だった。

　蒼士に用意しておいた作り置きのおかずだが、蒼士が食べなかったため、もったいないと思って自分と先輩のお弁当にしたものだ。

「あ、うん。お粗末様でした。じゃあ……あっ」

　蒼士に手をぎゅっと握られて引き摺られるようにして玄関を出た。

「ま、まって……。蒼士さんっ」

「ほら、早く車に乗って」

　蒼士は助手席のドアを開けて美羽を押し込めるようにすると、高瀬が見送りに出たのを無視して、すぐにアクセルを踏んで車を走らせた。

　──なんだかいつもの落ち着いた蒼士と違う。

　どうしてかイラついているようだ。

　仕事で嫌なことでもあったのかな？　それもとも、私が何かまずいことでもしてしまったのだろうか……。

　蒼士のことが良く分からない。

　こうして心配して迎えには来てくれるけど、前のように自分を抱いてはくれない。

　美羽はもどかしげに、助手席の窓に向かって肩を落とした。

　一方、二人が乗った車のテールライトを見送った高瀬は、思わずぷっと噴きだした。

「なんだ美羽のやつ、ちゃんと愛されてるじゃないか……。あんなに独占欲丸出しなのに、相変わらず鈍感だな」

　次に美羽に会ったら話してやろうと、高瀬は鼻歌を歌いながら工房の中に戻っていった。
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　翌朝、美羽は久しぶりに蒼士と朝ご飯のテーブルについていた。

　夕べは工房に迎えに来た蒼士と一緒にこのマンションに戻り、やはり身体を求められることはなかったものの、それでも同じベッドに寝て、こうして朝ご飯を一緒に食べられただけでも幸せを感じてしまう。

　しかも美羽の手料理の和食の朝ご飯を食べてくれている。

「美羽、今週末はなにか用事があるか？」

「あ、えーと。今週末はやっぱり工房なの。コンテストにエントリーするために、作品の画像データとコンセプトを書いたものを送らないといけなくて。ちょうど素焼きまで終わった作品が何点かあるから、釉薬を調合して、本焼きをしなければいけないの。ぎりぎり間に合うかどうか……」

「そうか。夕べ言ったことだけど、本当に美羽の工房をこのマンションの近くに作ろうと思ってる。その方が夜遅くなっても危なくないし……」

「わ。ほんとに？　でも、私、きっと借金まみれになっちゃうかも」

「もちろん、費用は俺が負担するよ。夫として当然だろう？」

「ありがとうございます。でも、コンテストでいい結果が出たら考えます。そうすれば、作品の受注も来るようになると思うし……。あ、蒼士さんは週末はお仕事？」

　美羽は話題を切り変えた。

　自分の工房が持てるのは嬉しいが、便宜上の夫である蒼士にそこまで負担してもらう訳にはいかない。自分の力でコンスタントにクライアントからの受注生産ができるようにならなければ、工房を持てたとしても、その運営は赤字になってしまう。

　それに、なんといっても今週末も蒼士が仕事なのかも気がかりだ。

　もう一か月以上もまともに休みが取れないほど、仕事が忙しいのだろうか。そのせいで、疲れ切っているのではないの？

「……そうだな。たぶん……そうなるだろう」

「あの……」

　美羽はこの間の香水のことが気になって口を開きかけた。先輩から言われた一言が忘れられない。

『──他の女に気が向いたんじゃないのか』

　その可能性も否めない。

　成人男性が一か月も性欲処理しないなんてありえないからだ。

　それでもあの日、ジャケットに沁みついていた香水のことを聞いてしまえば、今の二人のこの関係が壊れてしまう気がして、美羽は押し黙った。

「ん？　どうした？」

「あ、ううん。あまり根を詰めないでね」

　美羽がそう言うと蒼士が笑った。

　黒曜石の瞳が久しぶりに輝いた気がして、美羽の胸がきゅんとする。こんな風に屈託なく笑う蒼士がやっぱり好きだ。

　身体の繋がりがなくとも、こんなにも恋しい。まるで十代の初恋のようだ。

「それは美羽の方だろう。あまり夜遅くなるな。あの先輩と二人で」

「──あ、そうだよね。自分の創作に付き合わせたら先輩にも悪いし。迷惑かけないようにします」

　すると蒼士は複雑な顔をして溜息を吐いた。なにか言いたげなのだが、諦めたようだ。

　きょとんとしていると、蒼士が美羽は鈍いなと笑った。

「に、鈍いってどういう意味ですか……？」

「言葉通りかな？　あ、そろそろ時間だから行ってくるよ。見送りはいいから」

　上う手まくはぐらかされてしまったが、ダイニングのテーブルを立ちあがった蒼士が珍しく、美羽の頭の上にちゅっとキスを落とす。思いがけない久しぶりのキスに心臓がとくりと音を立てた。

　美羽が振り向くと、蒼士はすでに玄関へと向かって行った。

「い、行ってらっしゃい」

「うん、じゃ」

　頬がじんわりと熱い……。

　濃厚なキスをされたわけじゃない。たかが頭の上に軽いキスをされただけなのに……。

　それでも嬉しくて美羽は、しばし幸せな余韻に浸っていた。

　やはりぜんぶ美羽の思い過ごしで、先輩が言ったようにただ仕事が忙しくて、身体の関係を求めてこないだけなのかもしれない。

　──疲れすぎてその気になれないのかも。

　最初の一か月が毎晩のように肌を重ねていたから、蒼士も慢性的な寝不足になってしまったのだろうか。

　──うん。きっとそうだ。

　蒼士の仕事が落ち着いて、また結婚してすぐの時のように濃密な関係に戻ることができればいいのに……。

　でも、さっきはまた少しだけ結婚直後のような親密さが戻ってきた。唇ではないにしろ、スキンシップがとれたのだ。もしかしたら、今夜にも蒼士から求めてくれるかもしれない。

　そう考えると、落ち込んでいた心が少しだけ水面に浮上する。

　美羽は期待しすぎないようにしていたが、その日はなんとなくそわそわして落ち着かない。そのため工房を早く上がり、自宅に戻った。

　蒼士が帰ってきてお腹を空かしていれば、冷めても美味しく食べられるような冷製パスタを用意すると、早めに入浴した。

　念入りに身体を洗って、お気に入りのボディクリームをたっぷり塗る。

　それでもやはり美羽が考えているようにうまく事は運ばなかった。

　蒼士から電話があり、今夜は海外の取引先を交えたレセプションがあるようでまた遅くなるという。

　美羽はふぅと溜息をついて受話器を置いた。

　──まぁ、しようがないよね。

　冷製パスタを一人で食べてベッドに入りウトウトとしていると、夜遅くに蒼士が帰ってきたようだ。

　静かに寝室のドアが開く。寝ている美羽に気を使っているのか、そっと部屋に入りクローゼットのハンガーにスーツのジャケットをかけている。

　美羽は薄目を空けて蒼士の姿を盗み見た。

　今日はレセプションがあって会社で着替えたのか、朝のスーツとは違う、美しい艶のある紺色のシルクウールのスーツに身を包んでいた。

　均整の取れたしなやかな体躯にとてもよく似合っている。

　蒼士はスーツやシャツを全て脱いでボクサーパンツになると、寝室の奥にあるシャワールームへと消えて行った。

　美羽はごくりと唾液を呑み込んだ。身体の奥がほんのりと火照ってくる。

　あの身体に抱きしめられたい。

　今までは、蒼士がシャワーから出てくると、美羽の唇にたっぷりとキスを仕掛けてくるのが合図だった。そのうち「鎮めさせてくれ」と迫られ、美羽の身体がまるで糖蜜でコーティングされているかのように、全身隈なくキスを降り注がれる。

　結局は、蒼士にほだされて二人でベッドで熱く絡みあっていた。

　──もしかして、今夜……？

　今朝は小さなスキンシップもあったし、その可能性は十分ある。

　途端に眼が冴えてしまい、心臓も目覚めて早鐘を打ち始めた。

　全身が覚醒してしまったようだ。

　どうしよう。蒼士がシャワーから出てきたら寝たふりをしていた方がいいのだろうか。

　それとも、自分から思い切って蒼士に身体を摺り寄せようか……などと不謹慎なことを考えていると、唐突にスマートフォンの音がチロンとなった。

　突然のことにドキッとして息が止まりそうになる。

　一体誰なの。こんな夜中に。

　そう思いながら、自分のスマートフォンを確認すると、なんの通知もない。

　──あれ？

　上半身を起こすと、蒼士の側のベッドのサイドテーブルの上にあるスマホの画面が光っているのに気が付いた。

　グリーンのメッセージアプリの通知が目に入る。

　蒼士さんのスマホ？

　イケナイとは思いつつ、そっと近づいていて見ると、立花あかり、という名前が目に入る。

　──えっ？

　立花あかりって、美羽の同僚で同じ受付だったあの立花さん？

　今度は覗き込むように画面に目を走らせた。

　彼女の蒼士へのメッセージが途中まで表示されていた。

【蒼士専務、今日は美味しいお酒をご馳走様でした♡　タクシーで家まで送ってもらってありがとうございます。今度はぜひ、家に上がってくださいね。明日も……】

　──っ！

　美羽は信じられなくて息を飲んだ。

　立花が蒼士にこんなメッセージを送ってくるなんて、一体どういうこと？

　蒼士は今夜は海外との取引先とのレセプションだと言っていたはず。

　それがどう巡り巡って、立花と美味しいお酒を飲み、あまつさえ彼女を自宅にまで送り届けているのだろう。それに、明日もって……。

　美羽の心に、もくもくと暗雲が立ち込める。

　そのメッセージの続きは、蒼士がログインしないと見られない。

　美羽には何が書いてあるのか、それ以上は分からないのだ。

　喉が強張り、なにか大きな塊が痞つかえたような気がして息が苦しい。

　彼はやっぱり立花と付き合っているのだろうか。

　以前も立花と蒼士は一緒に食事をしたり、香水を買ってあげたり、二人でワインを飲んだりしていたほどの仲だ。

　よくよく考えるとおかしいではないか。

　──まさか……。

　美羽の中に恐ろしい疑念が湧き上がる。

　もしかして、蒼士は美羽との離婚を考えているのでは？

　とりあえず結婚したことで彼は祖父から財産を相続できることになった。でも、本当に好きな人は立花で、彼女との愛を大切に育みながら便宜結婚した美羽との離婚のタイミングを推し図っているのではないだろうか。

　そう考えると、突然、夜の関係がなくなったことも説明がつく。

　蒼士の祖父の手前、祖父が気に入っていた美羽と結婚した。しかも疑惑をいだかれないように美羽を毎晩抱き、結婚から一か月ほどは周囲にも夫婦仲がいいように振る舞っていた。

　でも、蒼士が本当に結婚したかった相手は立花であったのなら、邪魔者は自分の方だ。

　この前、美羽に工房を買ってくれると言っていたのもしっくりくる。

　このマンションの近くであれば、都内でも一等地にあたる。

　──手切れ金替わり？

　その考えに行き当たると、ぞわりと全身に鳥肌が立った。美羽は思わず布団を跳ねのけて、クローゼットに向かう。

　蒼士がさっき脱いだスーツのジャケットを震える手を伸ばして手に取ると、そっと鼻を近づけた。

　蒼士の男らしい香りが鼻孔に広がり、一瞬、きゅんと胸が切なくなる。

　そのすぐ後に、あの甘ったるい香りが漂い、美羽は気分が悪くなった。

　立花が蒼士に買ってもらったものだと言っていたフランス製の香水。

　これほど、決定的な証拠があるだろうか。

　香水の匂いが衣服に残るほど、蒼士が彼女のごく近くにいたということになる。

　美羽は茫然自失となった。

　ショックで何も考えられない……。

　しばし立ち竦んでいると、蒼士がシャワールームのドアを空けた音がした。はっとして反射的にベッドに入り、心を塞ぐようにぎゅっと目を閉じる。

　それでも、小さな美羽の胸の中で暴れるようにドキドキと鼓動が鳴り響く。まるで疾走した後のように、心臓が飛び出してしまうのではないかと思うほどだ。

　美羽はなんとか起きていることに感づかれないよう、目を瞑り息をひそめた。蒼士がぎしっとベッドに腰かけて自分のスマートフォンを手に取ってすぐに、ふぅっと重苦しそうな溜息をついている。

　彼女のメッセージを見た蒼士の苦悩が伝わってくるようで、美羽は胸が締め付けられた。

　祖父の手前、安易に自分と結婚してしまったことを後悔しているのではないだろうか……。

　仕事に真摯に取り組んでいる蒼士にとって、あの会社はかけがえのないものだ。その地位と財産を継承するために、都合のいい相手であり、親同士も交流のある美羽と結婚するほか選択肢がなく、愛と責務の間で悩んでいるかのように思えた。

　蒼士はスマホを置くと、美羽をじっと見つめている。目をつぶっていても、蒼士から注がれる、どこか重たげな感情の籠った視線を肌に痛いほど感じた。

「──良く寝ている。まったく、人の気も知らずに……」

　その声はなぜだか掠れていた。

　そのまま息を潜めていた美羽だが、蒼士の規則的な寝息を感じた時は空が白み始めていた。

　彼のスマートフォンに入っていた立花のメッセージには、『明日も……』と書かれている。その先に何と書いてあったのかは知る由もないが、美羽の予感が当たっていれば、蒼士は立花と今日も逢うはずだ。

　──もし、そうなら。

　蒼士の心が立花にあるのなら、美羽は身を引かねばならない。

　今日、そのことを確かめよう……。

　全てはそれからだ。

　美羽はくるりと寝返りを打って、蒼士の方に向き直った。

　彼の寝顔を見るのは久しぶりだった。

　真っすぐに走るすっきりとした眉。すっと通った鼻梁。濃くて長い睫毛や美羽の唇をすっぽり覆う唇。キリっと引き締まった稜線を描く顎も、何もかもが愛おしい。

「やっぱり、すき……」

　堪らずに口から想いが零れてしまう。

　彼の腕に抱かれて眠ることは、もうないのかもしれない。そう思いながらも、ほんの少しだけ蒼士の側に寄る。

　彼の体温がシーツを通してほのかに伝わり、男らしい香りに満たされると美羽はそのまま瞳を閉じた。

　蒼士への想いで胸が一杯になって眦まなじりが潤む。

　たった一か月の花嫁ではあったが、たとえ偽りだったとしても蒼士と再会し、濃厚に愛されたことは美羽にとって一生に一度の僥ぎょう倖こうだった。

　このままずっと、蒼士と夫婦関係を続けていきたかった。

　でも今日、きっと何もかもが明らかになるはずだ。

　他の女性に心があるのなら、美羽が引き留める権利はない。

　──結局、美羽は悶々としたまま、日が昇るまで一睡もできずにいた。







【ステップ７．急いでいる時こそ回り道も必要です】








「前の黒いスポーツカーの後を追いかけてくれますか？」

　翌日の土曜日の朝、美羽は蒼士が自分の車で会社に出かけると言って家を出た後、こっそり呼んでおいたタクシーに飛び乗った。

　まるでドラマのひとコマのようではあるが、どうしても昨夜の立花からのスマートフォンのメッセージの真相を確かめずにはいられなかった。

　夫の後をつけるなんて、自分でも信じられない。

　ストーカーまがいではあるが、もし立花と蒼士が密会している現場をこの目で見れば、きっと納得して別れることが出来る。

　自分の気持ちに整理をつけるためでもあった。

　蒼士の車は、最初は本社ビルのある赤坂に向かっていて、美羽はちょっとだけ安堵した。

　だが、彼の車は本社ビルの前をすうっと通り過ぎて行く。

　──うそ……。

　見えていなかった現実、信じたくなかった真実に近づいているようだ。

　美羽はタクシーの後部座席で、膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめた。

　蒼士の車は赤坂から六本木を抜け、白金の近くまで来ていた。

　以前、立花から自宅の最寄りの駅が白金だと聞いたことがある。

　巧妙に絡まった糸が紐解かれ、一筋の結果にたどり着く。

　すぐ目の前の扉の向こうには明確な真実があるのに、その扉を開けるのが怖い。

　フロントガラスの向こうにある蒼士の車は、大使館にほど近い、比較的新しい近代的なマンションの一階にある駐車場へと入っていく。

　まるでこれまでに何度も出入りしたことがあるように、迷いがない。

　美羽はごくりと唾を呑み込んだ。

　──とうとう、真実が明らかになる。

　不規則に音を刻む心臓を宥めようと、美羽は目をつぶって息を整えた。

　もうこれで自分の心は決まったも同然だ。今までの二人の生活は、これから終焉を迎えるのだろう。

　結婚はある意味、陶芸の製造工程と似ている。

　恋愛期間は轆轤を回してゆっくりと愛を育む。結婚は粘土から、自分たち独自の形に造り上げる。そこからじっくりと乾燥させて新婚生活を営み、釉薬という愛情を込めて本焼きする。そうして夫婦は形作られる。

　美羽と蒼士のたった一ヶ月ちょっとの新婚生活は、成形した作品を乾燥させる過程で、ぱっくりと入った亀裂のようだ。

　ゆっくりじっくり乾燥させないと、致命的な亀裂が入ってしまう。どんなに美しく成形した作品も、この段階で亀裂が入れば修復は不可能なのだ。

　もちろん、美羽にはなぜ亀裂が入ったか分かっている。

　もともと蒼士の気持ちが自分に向いてなかったのだ。形だけ整えても、粘土にどちらかの愛情が欠けていれば、亀裂や罅が入るのは当然だ。

　美羽はタクシーの運転手に礼を言い、素早く代金を払うと、車から降りてマンションのエントランスに向かう蒼士の後をそっと追いかけた。

　どうか車に戻って会社へと引き返して欲しい。

　そんな美羽の想いもあっさりと打ち砕かれる。

　蒼士はいつもの颯爽としたゆるぎない足取りでマンションのエントランスに入り、奥にあるエレベーターへとその姿が消えていく。

　蒼士の姿が見えなくなると、マンション内の一角にある郵便受けを確認した。

　最上階には、Ａ．ＷＡＫＡＴＳＵＫＩ という表札がある。そのすぐ下のフロアに　Ａ．ＴＡＣＨＩＢＡＮＡ という表札があった。

「──うそでしょう」

　思わず小さな悲鳴に似た声が漏れた。

　これには美羽も驚いた。

　なんと蒼士は、立花と同じマンションに自分の部屋を持っていたのだ。

　──こんなの知らない。蒼士から聞いたこともない。

　このマンションは、きっと蒼士と立花の密会の場所となっているのだろう。

　エントランスのインターホンを押そうかどうしようか迷う。入口付近でうろうろしているうちに小一時間ほどが経ってしまった。

　中から住民らしき人が自動ドアを開けて出てきたタイミングで、帽子を目深にかぶって何気ない風を装ってさっと中に滑り込む。

　意を決してエレベーターに乗ると最上階のボタンを押した。

　美羽の気持ちだけは沈んでいくのに反して、ぐぅんと身体が浮上する。

　これから迎える真実を果たして受け入れることはできるのだろうか。

　そんな美羽の揺れ動く心に相反して、とうとうエレベーターが最上階に到着した。

　大理石のフロアに一歩踏み出すと、最上階には蒼士の部屋しかないようだ。

　覚悟を決めてオートロックらしき玄関の前に進み、インターホンを押したが何の応答もない。

　──？

　どうしたのだろう。

　少し待ってからまた押してみるが、やはり何の返答もなかった。もしかしたら二人は一階下の立花の部屋にいるのかもしれない。

　最悪な事態を考えて眩暈がしそうになる。

　それなら今この部屋に、蒼士はいないはず。

　もしかして、何か二人の関係を明確に示す証拠がこの部屋にあるかもしれない。

　たとえば、ペアカップとか二つ並んだ歯ブラシとか……。

　その光景がありありと脳裏に浸かび、胸がねじれるように軋んだ。試しに、美羽はオートロックの暗唱番号を二人の自宅と同じ番号で入力してみる。

　だめもとだったのに、いとも簡単にピーっとロックが解除された。

　うそ……。

　立花と蒼士の密会の場所であるマンションが、美羽たちのマンションと同じ暗唱番号であることにショックを隠せない。

　なぜなら、二人の誕生日を組み合わせた番号にしていたからだ。

　途端に怒りが込み上げてきた。　なんて無神経な人なのだろう……。

　美羽は怒りにまかせ思い切り扉を開けて玄関ホールに入る。すると目の前に、蒼士の靴が揃えてあった。それに女性もののヒールの高いパンプスも脇に揃えて置いてある。

　それを見た途端、ぐぅっと喉の奥から変な音が漏れた。

　──やっぱり二人はここにいる。

　インターホンの音にも気づかないほど、いえ、それを無視するほど二人は愛を確かめ合うのに没頭しているのだろうか。

　それも美羽と蒼士の暗証番号をセットしてあるマンションで。

　胸がむかむかする。

　──ちょうどいい。

　修羅場になるかもしれないが、現場を見れば、きっぱりと二人に別れを告げることが出来るはずだ。

　ぐいっと扉を開けると、美羽たちのマンションよりもこぢんまりとしたリビングルームが広がっていた。こぢんまり、といってもちょっとしたハウスパーティーくらいは開けそうなほどの広さだ。

　立花の趣味なのか、あちこちに観葉植物が置いてある。

　美羽も蒼士の今のマンションで暮らすようになってから、殺風景だった部屋に観葉植物を置くようになったが、もともと蒼士は自分で観葉植物を飾って世話するタイプじゃない。

　きっと蒼士の部屋を立花が居心地よくするために飾っているのだろう。

　──もういやだ。

　すぐにも二人の密会の現場を確認して、綺麗さっぱりケリをつけたい。

　勢いに任せてリビングの先にある二人の寝室らしき扉を開けた。

　広い寝室の中央には大きなベッドが鎮座している。美羽たちが寝ているベッドと同じハリウッドスタイルのベッドだ。

　それだけでも足元から崩れ落ちそうになるのをグッと堪えた。

　あの広いベッドで二人は睦み合っているのだ。込み上げる吐き気を我慢して、足を一歩踏み進める。

　右奥にはシャワールームがあるようだ。かすかにざーっという水音が聞こえてくる。

　二人は行為の後、シャワーでも一緒に浴びているのかベッドには誰もいない。

　でも、明らかに使ったと分かる痕跡があり、少しだけシーツが乱れている。

　部屋はブラインドが降りていてフットライトの灯りに照らされているだけで薄暗い。それでも目が慣れてくると、部屋の隅々までがよく見えた。

　ふと、ベッドの上に何かがぽつんと落ちているのに気が付いて近づいてみる。

　シーツの上に無造作に置いてある得体のしれない白い物体。

　　それが何か気がつくと、美羽は思わず口に手を当てて、悲鳴を上げそうになったのを押しとめた。

　──とうとう、見つけてしまった。

　紛れもない、浮気の証拠だ。

　そう考えるとなぜだか、笑いが込み上げてきた。

　なんて私は莫ば迦かなのだろう。

　彼らこそが真実の愛をここで交し合っていただけで、美羽とのセックスは蒼士にとっては義務以外のなにものでもなかった。

　邪魔者なのは私の方……。

　ゆるく乱れたシーツの上に、口の縛った使用済みのコンドームが無造作に置かれている。

　しかもたっぷりと迸らせたのか、白い液体で満たされていた。

　蒼士の立花への想いを見せつけられたようで、美羽は直視できずに顔を背けて放心したまま立ち尽くす。

　仄かに美羽にも馴染んだ蒼士の精の残り香が鼻孔を擽り、胸の奥が引き絞られるように痛む。

　二人の紛れもない証拠を見れば、踏ん切りがつくと思っていた。

　それでもこうして情事の証拠を目の当たりにすると、美羽はこれ以上なく気分が悪くなった。

　──ダメだ。

　やっぱりここにはいられない。

　二人は今、一緒にシャワーでも浴びているはずだ。その二人に対面できるほど、美羽の心は強くない。

　きっと泣き崩れてしまうに違いない。

　美羽がぱっと踵を返したのと、寝室の続きにあるバスルームのドアが不意に開いたのは同時だった。

　シャワーを浴び、腰にタオルを巻いただけで、半身を露にした蒼士と目が合った。

　二人同時に息を呑む。

「み、美羽!?　なんでここに……」

　まさか思ってもみなかったのだろう。蒼士の声が動揺して上ずっている。

　美羽は、それだけでも内心、してやったりと満足した。

　蒼士を動揺させることが出来たのだから……。





＊＊＊






　──なぜ、彼女がここにいる？

　蒼士は一瞬、美羽への想いを募らせた自分が幻を見たのかと混乱したものの、目の前の彼女をよく見ると顔面蒼白だった。

　どこか思いつめたような表情をしている。

　良く分からないが、なにか重大な事が彼女に起こったのではないかと直感する。

　よほどのことがあったのか、唇がふるふると震えていて思わず抱きしめて安心させてやりたくなった。

「──美羽、いったいどうしてここに？　何かあったのか？」

「あ、蒼士さん、私、蒼士さんの後をつけました。でも、二人の仲を引き裂こうとは思っていません。……私が身を引きますから……っ。だから、私と離婚して立花さんと一緒になって下さい」

「──は？　立花……？」

「そ、そうです。シャワールームにいるのでしょう？　もう私に遠慮することなんてないですから……っ」

　良く分からないことを口走り、今にもこの部屋から飛び出しそうな美羽の傍に行く。

「立花って、あの美羽と一緒に受付をしていた立花あかりの事？」

　思ってもいなかった女性の名前を出され、なんの冗談かと笑い出しそうになったが、美羽は今にも泣きそうな顔で、唇が白くなるほどきゅっと噛みしめている。

　なんだか、ずいぶんと突飛な誤解がありそうで、蒼士は美羽の手を引いてぎゅっと腕の中に抱きしめた。愛しい彼女を腕の中に抱くのは久しぶりで、柔らかな美羽の感触をしばし堪能し、ほっと息を吐く。

　この女性を守り、幸せにすることが蒼士の夢であり目標だ。

「いやっ、離して……っ！」

　蒼士の腕を振りほどき、ドアに向かおうとする美羽の手をぱっと掴んでベッドに押し倒す。

　たった今、蒼士が美羽を想いながら吐精したばかりのベッドだ。

「落ち着いて、美羽。なんだか色々、ものすごい勘違いをしていて俺もついていけないが……」

「か、勘違いなんかじゃありません。もう誤魔化さないでっ。夕べ蒼士さんのスマホに入っている立花さんからのメッセージを見てしまったの。夕べは二人で会っていたのでしょう？　そのあと立花さんを車で送って、今日もこの部屋で二人で密会していたのは分かってるんだから」

　美羽が思いつめたような瞳で蒼士を見上げ、息を荒げながら思いの丈をぶつけてきた。いつもにこやかで穏やかな彼女が、こんな風に気持ちを吐露するのは珍しい。

　それでも彼女が言った内容はだいぶボタンを掛け違えているようで看過できない。

「美羽……。今、凄いことを美羽の口から聞いたんだけど。もしかして、立花と俺のことを疑っている？」

「疑うも何も……。明確な証拠がここにっ」

　美羽が視線を向けた先には、ついさっき蒼士が吐精した使用済みのコンドームがあった。

　──ああ、くそ。できれば、美羽には知られたくはなかったのだが。

　証拠を見られたからには仕方がない。

　本当のことを話すまでだ。

「なるほど、じゃあ言い訳をしても無駄だな。美羽、見てごらん。これ、何か分かるか？」

　蒼士は美羽が目を背けた使用済みのコンドームに手を伸ばし、それが何か分からせるように目の前で揺すって見せた。

　久しぶりだったせいか、思いのほかたっぷりと吐精したそれは、白い液体が重たげにたぷたぷと波打って揺れている。

　美羽はぎゅっと目をつぶって、いやっ……と可愛い声をあげて顔を背けている。いつになく蒼士の嗜虐心が刺激された。苛めた後にたっぷりと可愛がりたくなる。

　──まったく、いったい誰のせいで、たった一人でこんなマンションの一室で吐精する嵌めに陥ったか分かっているのだろうか。

「美羽のせいだよ。美羽を想ってさっき一人で抜いた」

「うそっ。だって昨日は仕事だと嘘をついて立花さんと会っていたくせに。今日だって仕事だと言っておきながら、このマンションに……、立花さんの自宅のあるこのマンションにいるじゃない！」

　蒼士はあっけにとられながら美羽を見下ろした。

　どこをどうしたら、そんなふうに曲解するのか分からないが、どうやら自分と立花がここで浮気をしていると思い込んでいるようだ。

「夕べはレセプションの後、海外事業部の社員と打ち上げに行っただけだ。立花もたしか来ていたが、何の関係もない」

「だって香水が……。蒼士さんが立花さんにプレゼントした香水の匂いが、ジャケットに沁みついていたもの」

「香水をプレゼント？」

　ああ……と蒼士は忘れていた記憶を思い出した。あの時のあれか……と思って舌打ちする。

「ほ、ほら！　思い出したんでしょう？」

　蒼士は責めるように見上げる美羽を見下ろして、ゆっくりと口角を引き上げた。

「確かに。思い出したよ。実をいうと下心があって彼女に近づいた」

　息を呑んだ美羽の顔も可愛いなと思いながら蒼士は熱の籠った目で見返した。

「美羽、良く聞いて。俺はずっと小さい頃から美羽のことを可愛いなと思っていて、いつの間にか君のことが好きになっていた。でもようやく海外勤務から戻ったものの、どうやって君に近づけばいいか分からなかった。それでふと閃いたんだ。君にうちの会社の仕事を紹介すればきっと君と仲良くなれるんじゃないかと」

「……うそっ」

「嘘なんかじゃない。君のお父さんからアルバイトを掛け持ちしていると聞いてね。僕が美羽の力になれないかと思ったんだ。だから受付の仕事を紹介しようと思って立花に近づいた。彼女は受付のチーフだし、仕事内容を詳しく聞きたかったからだ。美羽にうちの会社で働いてもらって、あわよくば付き合いたいという下心があったから」

「で、でも、香水は……」

「あれは立花に時間外に話を聞く見返りに、香水を買わされたんだよ。鮨も奢らされたしね。それに夕べ俺のスーツに香水が付いていたのは、正直覚えがない。昨日は打ち上げで羽目を外して酔った社員が何人かいたからな。責任者として、彼らをタクシーに乗せてそれぞれの自宅まで送り届けるように指示しただけだ。香水がどこでついたのかは分からないが、もしかしたら、したたかな彼女に故意につけられたかもしれないな……」

　蒼士が眉をしかめると、美羽は信じたいけどまだ信じられないような、心の中で葛藤している表情を浮かべている。

「信じてくれる？」

　甘い声で彼女を見つめると、一瞬怯んだもののふいっと目を逸らされてしまう。

　──なかなか手ごわい。どうしたら信用してもらえるのだろう。

「だって……。前も立花さんと一緒にワインを飲んだり、この部屋だって、立花さんと同じマンションに蒼士さんのプライベートな部屋があるし……。それに女性もののパンプスが玄関に」

　蒼士は困った顔を向けた。

　美羽の妄想は逞しいようだし、どうやら立花のことでは全く信頼されていないようだ。それも自分が誤解をさせるような行動をとってしまったからだろう。

「うん、美羽を不安にさせてごめん。立花とワインを一緒に飲んだ日は、実は立花から連絡があったんだよ。彼女も美羽に誘われて工房を見学することになったと。だから工房見学に行く前に、三人でレストランで軽く食事しようと言われてね。インペリアホテルのレストランに来てくれと連絡があった。俺は美羽も来ると思って彼女に付き合っていた」

　すると美羽が唖然としながらも、思い当たることがあったのか少し弱々しい声になる。

「私……、その日、立花さんから蒼士さんが工房に見学に来られなくなったと聞いて……」

「俺はそんなことはひと言も言っていない。美羽の工房を見学したいと言ったのも、美羽と二人きりで逢いたかったからだ。でも立花は美羽も一緒だからと俺を誘い、しまいには急用ができて美羽が来られなくなったからこのまま二人で食事しようと言われてね。追及したら、嘘を吐いていたことが分かった。だからそのまま席を立って俺は美羽の工房に向かったんだ」

　美羽はほんのりと頬に赤みが戻ってきたようだ。可愛らしく睫毛がふるりと揺れている。

「ほ、ほんとに……？」

「美羽に嘘はつかないよ」

「で、でもこのマンションには、立花さんの部屋が……」

「ああ、このマンションは、うちの社の所有物で社宅にもなっている。立花の他に多くの社員が住んでいるよ。それにこの部屋は最近まで姉に貸していたんだ。まだ姉の私物がいくつか置いてあるけど」

「お、お姉さん……？」

「うん、結婚式をあげていないからまだ紹介できていないが、俺には姉が一人いる。つい最近までこの部屋を貸していたんだが、今は彼氏と一緒に住んでいるようだ」

「じゃあ……。ここに立花さんはいないの？　シャワールームに……？」

　蒼士はさすがに笑い出しそうになるのをぐっと抑えて目じりを下げた。色々と妄想している美羽も可愛くて堪らない。

「何なら見てみるか？」

「あっ」

　ぐいっと美羽を起き上がらせ、そのまま抱き上げてシャワールーム前の洗面ルームに連れて行った。

　ホテル並みの大きな扉を開けると目の前には広々としたシャワールームがある。一般家庭のバスルームよりずっと広い。

「ほら、ごらん」

　がらんとしたシャワールームを見て、美羽は茫然としていた。　

　どこにも人が隠れるような場所はない。

　蒼士は美羽をゆっくりと床に下ろす。

「酷いな。美羽は俺がここで立花と不埒なことをしていると思い込んでいたわけだ。美羽と結婚しているというのに」

　美羽を見下ろすと、目を伏せて耳まで赤く染めている。

　その表情に下半身に痺れが走る。

　──堪らなく可愛い。

　ずっと禁欲していてセックスを我慢していた分、目の前の美羽を思い切り可愛がりたくなる。

　歯止めがきかなくなりそうだ。

　すると美羽が決心したように、きっと蒼士を睨み返して来た。

　むきになって見上げる瞳もまた可愛い。

「でも騙されません……。きょ、今日だって、蒼士さん、お仕事だと言っていたのにこのマンションにいるじゃないですか。それにあの……。ベッドの上にあれが。立花さんとここで抱き合った後、彼女はもう帰ったんじゃ……んっ」

　蒼士はもう我慢できずに美羽の唇に自分の唇を重ねて貪った。

　久しぶりの甘い味に、一瞬で体中の血が滾る。美羽のために禁欲をしていたが、もう限界だ。タガが外れてしまっている。

「悪い子だな。俺を全く信用していない。社に行く前にこのマンションに寄ったのは、姉から観葉植物に水やりするように頼まれたからだ。それに、あのコンドームについては、美羽のせいだよ」

「わ、私のせい……？」

　蒼士は久しぶりの口づけで、蕩けた顔をしている美羽の唇をまた甘く食んだ。美羽らしいラヴェンダーのような芳香が彼女の全身から立ち上って、クラクラする。

「美羽は前に言っていただろう？　友達とのオンライン飲み会で、俺とセックスすると疲れるし、次の日、眠くて陶芸の創作ができないと」

「き、聞こえていたの……？」

「あの日、帰宅したら美羽の寝室から賑やかな声が聞こえてね。何かと思ってドアの前に立った時、美羽の話が聞こえてきた。正直、自己嫌悪になったよ。美羽のコンテストを応援している俺が、美羽のチャンスを逃がしてダメにするんじゃないかと思って。コンテストが無事に終わるまでは、美羽を抱かないと決めたのに」

「じゃあ、私のため……？　私、ずっと立花さんとの仲を誤解していて、抱いてくれなくなったのも、いよいよ私と離婚したいのかと思って……」

　蒼士は美羽の突拍子もない考えに、乾いた笑いが漏れた。

　こんなに美羽が愛しくて堪らないのに、どこをどう曲解すれば、美羽と離婚したいだなんて思いつくのだろう。なにせ今はもう痛くもかゆくもない背中の傷を口実に、なりふり構わず必死になって、美羽に結婚を迫りようやく手に入れたというのに。

「そんな風に美羽に思わせていたなんて、まだ愛し方が足りなかったな。俺は美羽に負担をかけないように、このマンションで君を想いながら一人で性欲処理するほかなかったのに」

「せ、性欲っ……」

「この一か月、美羽とのセックスを我慢しただけでも、頑張ったと思わないか？　美羽の近くにいると我慢できずに抱きたくなってしまう。だから、なるべく仕事を入れるようにしていたんだが、それでも美羽の傍に寄る度に、下半身がすぐに反応してセックスしたくて堪らなかったよ。でももう……限界のようだ」

　蒼士は背後から美羽を包むように抱きしめて、首に顔を埋めてくん……と美羽の匂いを嗅いだ。うなじに押しあてた唇から、肌の奥が小さく震えるのが伝わってきた。

　ああ、この香り。どうしようもなく興奮する。下半身がぐっと痺れてくる。

　禁欲していた分、美羽から仄かに立ち上る香りを嗅いだだけで、欲望がむくりと膨らんでいく。

「美羽は俺を煽るのがうまい」

「あ、煽ってなんか……」

「責任をとってもらおうか」

　恥じらう美羽の耳元で淫猥に微笑む。どうしてか美羽の前では、ただの雄の本能にまみれた男になりさがる。

　美羽の身体を背後から覆いかぶさって洗面台に押し付けた。

　驚きながらも、正面にある大きな鏡に美羽の恥らんだ顔が映り込んでいる。

「責任って……？」

「俺を信じていなかった責任」

　すでに熱く張り詰めた分身を美羽の尻肉にあてがうと、強烈な快感が突き上げた。体中がじんと痺れて、しばし息が止まりそうになる。

　彼女の側に寄っただけで発情期の獣のようになってしまうのに、どうして立花と自分が浮気したなどという考えが浮かぶのだろう。

「こっちを向いて」

「んっ……」

　身をかがめ、美羽の顔を自分に向けさせて、花びらのような唇を塞ぐように口づけた。わざと舌を大きくひらめかせて粘着質な音を立てると、強張っていた美羽の身体が蕩けて力が抜けていく。

　我慢できずに美羽のフレアスカートを捲り上げ、丸くて張りのある尻をひと撫でしてから、そっと腹に手を回す。もう片方の手は、蒼士も気が付かないうちに本能の赴くまま美羽の肌をなぞり上がり、ブラの下に侵入していた。

　そのままカップを押し上げ、柔らかなまろみを覆うと美羽の身体がぴくぴくと戦慄く。

「だ、だめ……ッ、蒼士さ……」

「だめ？　こんなにコリコリにしているのに？」

　つんと尖った美羽の乳首に、人差し指で弾くように触れる。すると可愛らしく「んっ」と声を漏らしてぴくんと背をしならせた。

「いけない子だな。俺が浮気していると思っていたくせに、こんなに感じて」

「か、感じてなんか……」

「ほんとにそう？」

　やわやわと美羽の胸を揉みあげる。絶妙な張りと弾力、柔らかさのバランスが交じり合って、いつまでも弄びたい男の癒しの玩具のようだ。

「こっちも濡らしているのかな？」

　余裕ある素振りを装いつつも、蒼士の身体も熱くなっていた。

　股間が猛り、疼いて堪らない。それでも美羽を先に気持ちよくしてからだと己の分身を制御する。

　ゆっくりと彼女の下腹を弄まさぐってから、ショーツの隙間から彼女の秘園へと手を伸ばした。

　──なんて柔らかなんだ。

　一か月ぶりの美羽の花園は、蒼士を溺れさせる甘美な媚薬のようだった。

　指先で中をそっと探ってみる。まるで朝露に濡れた若葉のように、叢くさむらがしっとり潤っている。

　一秒でも早く、もっと潤っているだろう蜜壺を感じたくて堪らない。

　それでも自分を全く信じていなかった美羽を少しだけ懲らしめてやりたい気持ちが湧いてくる。

　ゆっくりと焦らして美羽のほうから懇願させたい。

「濡れてなんか……」

「ほう？」

　中指を花襞の割れ目に沿って少しだけ伸ばす。美羽の言葉とは裏腹に、そこは思いのほか熱く濡れており、なんなく指が奥へと滑っていく。

　すると、小さな泉からこぷりと蜜が溢れてきた。

「すごい、こんなにとろとろに溢れてるよ」

　揶揄うように蜜壺の入口を指先でくちゅりとひと撫でする。指先に蜜を纏わせ、今度は襞を割り広げながらなぞり上げていく。

「やぁ……、あ、あ……、お願い、だめ……、ん……ッ」

「お仕置きだよ。もう疑念など思い浮かぶことさえできないくらい、俺の指で果ててごらん」

　蒼士は自分の太腿を美羽の脚の間に割り入れた。その拍子にしっとりと開いたあわいから果実のように蜜が迸り、蒼士の指を濡らす。あまりのジューシーさに口でも味わいたくなってくる。

　くりゅくりゅと弄っていると、蜜の海の中で濡れそぼち、ぷっくりと顔を出したクリトリスを見つけて蒼士はしてやったりと笑みを漏らした。

「ダメと言いながら、ここははしたなく膨れてる。嘘を吐くなんて悪い子だ」

「や……、はぁっ」

　円を描きながらゆっくりと可愛い真珠の周りを撫でる。くるり、くるりと可愛がるように撫でると彼女の息が荒くなり、背中が痙攣したようにがくがくと戦慄いた。

「んっ、んぅッ……」

「我慢しないで、感じるままに声を上げてごらん」

　うなじに唇を押しあて美羽の香りを吸い込みながら、可愛く芯をもたげて自己主張しているクリトリスを思い切り甘やかしてやる。

　指先を左右に揺さぶり、コリコリと優しく弾く。今度は蜜をたっぷり纏わせ、くにゅりくにゅりと、己のざらついた指で撫で回す。

　皮を剥いた小さなサクランボのように、表面はぬめっているのに小粒な芯が感じられて、何ともいえない贅沢な感触だ。

　男にはない可愛らしい蕾は、ずっといじくりまわして苛めたくなる。

「あっ、駄目ぇ……、んふッ、そこっ、だめなのッ……」

「駄目じゃないだろ？　ここ弄いじられるの好きなくせに」

「ひゃぁんッ……！」

　今度は中指を小さな蜜壺に突き立てて、にゅぽにゅぽと出し入れする。ナカがもの欲しそうに一生懸命きゅっと喰い締めてきて可愛らしいったらない。

「ああ……、とろとろ。気持ちいいか？」

「やぁ、気持ちよくなんか……」

「これでも？」

　蜜洞を責めながら、親指で執拗にクリトリスを捏ねくり回す。くちゅくちゅと泡が立ち、美羽の身体が次第に熱くしなやかに蕩けていく。

「ふぁ、ひぁ……、ア……、も、だめッ、ああっ──……！」

　親指でくちッと真珠を押し潰した途端、美羽の身体がぴんとつっぱり痙攣した。

　指先に感じる真珠粒はひくひくと震え、蜜壺に差し入れた指が絞り込まれるようにきゅっと喰い締められる。

　──ああ、これが俺のイチモツだったなら、きっと同時に果ててしまっていただろう。

「……イッたね。素直な美羽は可愛いよ」

　ゆっくりと指を引き抜き、その味を堪能する。

　貴腐ワインのようにとろりとして、極上の蜜の味わいに酔いしれる。

　蒼士は崩れ落ちそうな美羽を自分の方に向けて、広い洗面台の上に押し上げた。フレアスカートとショーツを手際よく脱がして、美羽の下半身を露にすると太腿をなんなく押し開く。

　まだ絶頂の余韻の冷めやらない美羽は、現とも夢ともつかない表情だ。

「あ……おと、さ……」

「まだだよ。もっと上に昇りつめてごらん」

「え……、ひぁ……、んっ」

　蒼士は腰に巻いていたバスタオルを外し、見事に勃起した昂りを露にした。自分でいうのは気が引けるが、太い肉幹には芯が漲り、その先の亀頭ははち切れそうなほどだ。

　蒼士は根元を握り、蕩けた秘所に自分の熱く滾った肉塊をすり寄せた。蜜の海にたっぷりと雁首の先を浸してから、割れ目を掻き分けるように肉棒を擦り上げる。

　ぬちゅ、ずりゅ……。

　──ああ、まさに天国だ。

　蒼士は思わず目をつぶって腰を動かしながら美羽の感触を味わった。

　トロトロのクリームのような温かな蜜。柔らかな襞が肉幹に纏わりつきながら、泥濘へと引き込まれていく。

　竿がたっぷりと潤ったところで、亀頭の先でつい今しがた散々指で弄んだクリトリスを突いてやる。

　ピンクに染まった真珠が、くりゅ、くりゅと淫らに形を変えるのが堪らなく刺激的だ。

「どうだ？　ここ好きだろう？　もっと俺のでキスしてあげようか？」

　欲望が高まり、腹の底から震えが沸き上がる。

　芯が滾り、ブレることさえなく、完璧にガチガチで今までにないほど硬くなっている。

　美羽の中に突き挿れたい欲求を押さえ、ぷっくりと顔をもたげた真珠を丹念に亀頭の先で愛撫する。

　時折エラでひっかくようにしてやると、美羽が快感を堪えるように細いつま先を引き攣らせて戦慄いた。

「ここも好きだろう？」

　花びらの溝も亀頭の先端を喰い込ませて、満遍なく擦ってやる。

　美羽はこれがことのほか気持ちいのか、感極まった溜息を零している。

「いい子だ……。力を抜いてもっと感じてごらん」

「あひっ……んっ」

　美羽は言葉も発せずに、小さな口の端から涎を垂らしてただ身悶えている。

　その痴態が可愛くて、さらに何度か花びらを行き来する。どちらの性器か分からなくなるまで、太い塊でぐずぐずにあやしてやる。

「んっ、ダメ……、そんな、あああッ……も、イくッ……」

　限界に達したのか、呻きと同時に美羽が腰をくぅんと浮き上がらせた。白い喉を逸らせてガクガクと痙攣している。

　オーガズムの波間の中、蒼士はさらに指でクリトリスを優しく撫でてやる。

　蜜壺までひくひくと痙攣しっぱなしだ。

「もっとイってごらん……！」

「あ……、んはぁっ……！」

　艶めいた嬌声をあげて美羽が悶絶する。

　さらなる絶頂に押し上げられたのか、秘所からはしたなく蜜がぴゅっと吹きこぼれた。

　快楽に染まり、蕩け切った肢体が自分のものだと思うと、もう我慢が出来なかった。

「今すぐ、美羽の中に入らせて」

　洗面台の上に出しっぱなしにしていたコンドームを性急に被せると、己の体重をのせながら熱く硬くなったものを蜜壺に押し込んでいく。

　とろとろの襞が嬉し気に締め付け、なんなく蒼士の雄棒を受け入れる。

　ぬぷぬぷと沈む肉棒に、理性まで快楽の海に沈んでいくような錯覚を覚え、蒼士は一瞬、意識を飛ばしそうになる。

　──この瞬間が堪らない。

　あまりの気持ち良さに、蒼士は苦し気に喉を仰け反らせながら唸りを上げた。

　根元まで押し込んでようやくほっと嘆息する。どこからが自分でどこからが彼女か分からないぐらいに繋がり合っている。

「はぁっ……んっ、あおと……さんっ」

「美羽の中、すごく俺を締め付けて悦んでる」

　最初は自分の形に馴らすためにゆっくりと抜き差しを開始した。

　──引いて、突いて、引いて、突いて。

　美羽の中は極上だ。だが、もっと貪りたい気持ちになる。

　ぬぷっと卑猥な水音を立てながら突き入れるたび、媚肉が甘く吸いついてくる。深く挿れたところで腰をくいっと揺すり上げると、美羽の身体に小な痙攣が走った。

「ここが好き？」

　息を呑んで、ふるふると可愛らしく小さく首を横に振る美羽に目を眇める。

　理性と欲で葛藤しているのだろう。

　蒼士をくるんでいる内壁はきゅんと収斂して、離すまいと全力で抱きしめてくるのが彼女の本心に違いない。蒼士は内心嬉しくなった。

「や、おく……だめっ」

「でも、美羽のココは奥を突いて欲しがってるよ」

　ごりっと奥を深く突いてやる。その瞬間、美羽の身体がいっせいにさざめき歓喜にうち

震えた。

「ほら、美羽の身体は素直で嘘をつかない」

　腰を引いて惜しみながら亀頭の先端を引き出すと、透明な蜜の糸が二人を繋げている。その糸が切れないうちに、また蜜口を広げてみっしりとした肉筒を埋め込んだ。

　くぷ……という音が立ち、美羽に迎え入れられる感触を思い切り堪能する。

「ふぁっ……」

　目をギュッと瞑って挿入に耐えているような、息も絶え絶えの美羽が可愛い。

　屈んで桜色の唇を味わいながら、今度は腰の動きを激しくして抽挿を深めていく。己の肉竿が美羽の中でより一層そそり勃ち、襞を押し広げる感触が堪らない。

　肉筒と媚肉が隙間なく密着し、膜越しではなく、じかに触れあっているのかと錯覚するほどだ。

「あおとさんっ、きもちい……」

「──っ、美羽ッ」

　美羽が蒼士の首に縋りついてきた。

　蒼士の楔がさらに膨れ上がる。

　──どうして無自覚に俺を煽るのだろう。

　背中を優しく抱くようにしながら腰を回し、美羽の感じる内壁を狙って執拗に穿ち始めた。亀頭のエラで引っ掻くように小突いてやると、美羽の身体がどんどん蕩けていくのが分かる。

　大きな目がとろんとして、完全に蒼士に委ねきっている。

　快楽にふやけた美羽は煽情的で蒼士の雄をより猛らせた。

　セックスにこんなにのめり込んでしまうのは、美羽だけだ。

　二人のはぁはぁという吐息が交じり合う。

　腰を激しく揮うたびに媚肉が纏わりつき、蒼士をきゅうきゅうに締め付けて思わず息が荒くなる。

　──はやくイきたい。でもまだだ。

　美羽をもっと訳が分からなくなるまで蕩かしてから。

　奥へ、またその奥へと自分の想いを届かせるように楔を蜜壺に押し込んでは、ぐちゅぐちゅと掻き回す。

「ふぁ、あ……、あおとさん、はげし……、あ、だめ、いっちゃ……んっ」

　ビクビクと全身を震わせて蒼士を締め付ける。恍惚を極めて絶頂に達する美羽の痴態に欲望があとからあとから溢れてくる。

　蒼士は堪らずに太腿をグイと広げて猛然と奥を突き上げた。

「──くっ、うっ……」

　蒼士だけが触れることのできる美羽のもっとも深い部分。これほど深く繋がり合ったのだから、俺には美羽だけなのだと分かって欲しい。

　最奥を穿ったところで蒼士の身が強張った。

　射精感が込み上げる。

　腰を突き入れたまま時間が止まり、雄棒だけがビクビクと脈動する。

　心も身体も快楽の果てへと昇り詰めていく。ただ美羽が愛しいという気持ちに満たされた。

「は、く──っ」

　亀頭の先からどくりと欲が迸り、全身から美羽への想いが溢れて放出されていく。

　蒼士はなんの躊ため躇らいもなく、彼女へのひたむきな想いを解放した。

　思えば美羽が初恋で、きっとこれが最初で最後の恋なのだと、その時悟った。







【ステップ８．嵐のあとは絆が深まります】








　ようやく誤解が解けて、美羽と蒼士は元どおり甘い関係に戻った。

　美羽も友人たちの手前、心にもないことを言ってしまったと蒼士に謝罪した。

　蒼士との満たされたセックスが、身体だけではなく、こんなにも心を潤してくれることがとり分け嬉しい。なにをしていても幸せな気分になる。

　しかも、あのマンションで結ばれた日以降、蒼士は再び毎晩のように熱く滾る楔を美羽の中に埋うずめて欲望を解き放ってくれている。

　その感触が、今もまだ美羽の中に残っているようだ。

　切っ先で奥をノックされれば、たちまち絶頂に押し上げられ、甘い声を何度もあげた。美羽が達するたびに、蒼士は全身に口づけしながら愛の言葉を囁いてくれる。

　お互いに、お互いが無い身体には戻れなさそうだ。

　だから、ほんの二、三日でも、蒼士と離れると想うだけで、もう寂しくて仕方がない。

「蒼士さん、出張気をつけてね」

「ああ、美羽もな。土日は夜まで京都で仕事があるから、帰りは月曜の朝になる。毎晩、夜には電話を入れるから。あと、あまりあの先輩と仲良くするな。どうも美羽に馴れ馴れしいのが気にくわない。コンテストが終わったら、一緒に美羽の工房について考えよう」

「ふふ、蒼士さん、考えすぎ。高瀬先輩は既婚者で、奥さんも私の先輩なの。二人ともすごく仲がいいし、可愛い赤ちゃんもいるのよ。だからその心配は全く無用です。先輩が馴れ馴れしいのは、私だけじゃなくて後輩みんなにそうだから」

　それでも心配なんだよ、と蜂蜜を垂らしたコーヒーのような瞳で微笑む蒼士は目に毒だ。

　どうしても離れがたくなってしまう。

　少しでも週末に蒼士がいない寂しさを埋めるように、美羽は蒼士の手を取り、その指先にちゅっと口づけした。

「可愛いことをしてくれる」

　お返しとばかりに、蒼士が美羽の顎を持ち上げ、唇を重ね合わせた。

　ちゅっ、ちゅっと立ち上る甘い水音に刺激されて、美羽はさらに蒼士の唇を強ね請だった。こんな風に自分からキスをお強請りするなんて信じがたい。

　でも幸せだ。

　朝からこんなに甘々でいいのかと思うほど、キスに耽って時間を忘れそうになる。互いの唇や舌が離れがたく絡み、顔の角度を変えてはねっとりと愛撫し合い、その度に口づけの水音が立つのが心地いい。

　──こんなに愛されて、幸せ……。

「んっ、あおと、さ……」

「いい子だ。続きは帰ってからな」

　最後にちゅっとひときわ甘ったるい水音を立てて、蒼士が唇を解いた。

　美羽を見つめる整った瞳がよりいっそう色っぽく、魅力的に揺れる。

　──うっ。美丈夫な夫の甘々な顔はやばい。腰が砕けそうになる。

「はい、早く帰ってきてね」

　美羽は最後にぎゅっと蒼士を抱きしめて彼の男らしい香りを思い切り吸い込んだ。

　

　その日は金曜日だったため、先輩の工房で日中は陶芸教室の指導のヘルプに入る。その後、生徒さんが成形した作品を乾燥室に並べてほっと一息つく。するとスマートフォンがピロンと鳴り、蒼士からのメッセージが入っていた。

【今、京都に着いたよ。今夜は取引先の社長の接待で祇園の座敷に呼ばれてる。美羽もあまり根を詰めて遅くならないように。家に着いたら電話して】

【はい、蒼士さんも綺麗な舞妓さんや芸者さんに見とれないでくださいね！】

　そんなやりとりをしていると、高瀬がにやにやして美羽を見つめてきた。

「む。先輩、なんですか？　なんかやらしい顔」

「おいおい、やらしいのはお前だろ。スマホ見てエロさ駄々洩れの顔して」

「なにそれ、ひどーい」

「いや、その様子だとセックスレスは解消されたんだなと思って。今日はすこぶる機嫌がいい。昨晩、たっぷり愛してもらったか？」

「……先輩、いくらもう生徒さんが帰ったとはいえ、恥ずかしいです……」

「ふ、奴は俺を牽制してるのかな……？」

「？　牽制？」

「いや、何でもないよ。まぁ、俺はもともと犬も食わないと思っていたけどな」

「その節は、ご迷惑をかけてすみません。もう大丈夫です」

　セックスレスの悩みを先輩に相談したことを後悔した。

　あの時は、それこそ美羽にとって一大事だったのだが、今考えるといくら先輩とはいえ、恥ずかしい。

「それなら、その調子でコンテストに向けて頑張れよ。美羽のコンテスト用の作品も素焼きまでできてるし、なかなかいい感じに仕上がっている。後は釉薬をどうするかだな……」

「はい、青せい磁じ釉ゆうにしようと思っているんですが、あとで調合の相談に乗っていただけますか？」

「あ……と、悪い。実は今日は結婚記念日で、今夜は早く帰らないといけないんだ。実家に子供を預けて、うちの奥さんと明日から旅行に行くんだよ。結婚五周年の記念にな。帰ってきてからでもいいか？　月曜には戻れるが」

「あ、そうでしたね！　綾あや先輩にも結婚五周年、おめでとうございますってお伝えしておいてくださいね。もちろん、釉薬の件は週明けで大丈夫です。私もどうするか決めかねているので」

「この後、残ってやっていくのか？」

「はい、いいですか？」

「うーん。美羽の旦那から、美羽を夜に工房で一人にするなって言われてるんだよ。遅くなるのか？」

「えっ……、蒼士さんが？」

「ああ、本当に美羽は大切にされているな。小さい頃から危なっかしくて一人で放っておけないんだと」

　ぐっと喉が詰まる。

　蒼士にそんなに子供だと思われていたのだろうか。

　──もうもう、今はれっきとした二十四歳なのに。

「さすがに心配性ですよね……。そんなに遅くならないです。七時までには帰ります。もちろんタクシーで」

「ああ、なら安心だ。家に帰ったら電話して旦那を安心させてやれよ」

「はい、お疲れ様です。旅行、楽しんで下さいね。お土産待ってます」

「おう、土日は鍵を持って行って工房を自由に使っていいぞ」

「わぁ、いつもすみません。ありがとうございます」

　ちょうど午後五時になり、先輩は早めに自宅に戻っていった。

　美羽は、釉薬の調合をどうしようかノートを広げて書き出し、いくつか調合の案をまとめると、あっという間に七時になろうとしていた。

　そろそろ帰ろうかな。

　蒼士さんが心配するし。

　今週の土日は、教室がないから自由に工房を使うことが出来る。

　美羽が荷物を纏め始めたところで、インターホンが鳴った。

　──誰だろう？　宅配業者さんかしら？

　モニター画面を覗き込むと、画面の前にいたのはなんと立花だった。

「──立花さん!?」

「美羽さん、お久しぶり～。私、美羽さんにお話があってここに来たんです。専務から聞いていたかもしれないけど、酷いことをしてしまって反省してるの。お詫びにお菓子を買ってきたんです」

「そんな……、でもとりあえず中にどうぞ」

　季節は夏から九月に入ったが、残暑が厳しい。外はかなり暑いはずだ。美羽は立花を工房の中に入れて、冷蔵庫から冷えた麦茶を出した。

「ありがとう。いただきます」

　小さな唇をコップにつけて、麦茶をごくごくっと飲んでから、立花はペロリと舌なめず

りした。

　なんだかその仕草に不穏なものを感じたが、美羽はコップを下げると、立花が申し訳なさそうに切り出した。

「美羽さん、その節はごめんなさい。私、美羽さんが受付に入る前から蒼士専務に想いを寄せていたんです。工房の見学の時に嘘を吐いちゃってすみません……。専務からも叱られて反省しているの」

「いえ……、あの、びっくりしたけど。もう私も気にしていないから」

「わぁ！　美羽さん、ありがとう。美羽さんとはこれからもお友達として仲良くしたいの。いいかしら？」

　立花の申し出に複雑な気分にはなったが、美羽も彼女のことを蒼士と浮気をしていると誤解していたし、お互い様かなと思うことにした。

「……うん、もちろんよ」

「わぁ、嬉しい。美羽さん、せっかく来たから私にも工房を案内してくださいます？」

「あ、大歓迎よ」

　美羽は、初めて陶芸の工房を見るという立花に分かりやすく説明した。ひととおり、制作工程を説明するが、蒼士のように何か質問をするでもなく、ただふーんと軽く受け流されてしまう。

　美羽に気を遣って言っただけで、あまり陶芸には興味がなさそうだ。

「あ、ここにある作品、美羽さんの？」

　立花が目ざとく素焼きの作品の置いてある棚を見て、美羽の名前のネームプレートが置いてあるいくつかの作品に目を止めた。

「そうなの。コンテスト用の作品なんです。素焼きをしたので、これから釉薬をかけて本焼きをするんですけど、釉薬の調合を迷っていて……」

「どれも美羽さんらしい、シンプルで素朴な感じですね」

「ありがとうございます。あ、こっちが乾燥室なの。轆轤で成形した作品はこの部屋で乾燥させるんです。今この中にあるのは、生徒さんの作品を乾燥させているんですけどね」

「わ、怖ーい。この部屋、窓がないんですね」

　美羽は苦笑した。作品ではなく、そこに興味が引かれたのか。

「ここはオートで室温と湿度を調整できるの。ゆっくり乾燥させないと亀裂が入ってしまうので。亀裂が入ってしまうと、修復ができないんです」

　美羽は乾燥室の中に入って、操作のパネルを見せた。

「ふーん、あれ？　うふっ、美羽さん、うなじにキスマークがありますよ。まるで俺の所有物だというマークみたい。蒼士専務に愛されてるんですね」

「えっ、うそっ……」

「ほんとです。ほら……」

　立花が手鏡を二つバッグから取り出し、合わせ鏡にして美羽に見せた。

　ちょうどうなじの下の方に、小さな赤いキスマークが点々とついている。

「やだ……っ」

　どうりで今日、蒼士が牽制でもしてるのか、と先輩が言ったはずだ。

　──もう。蒼士の先輩に対する嫉妬ぶりはどうにかならないものだろうか。

　しかも先輩だけではない。

　今日は生徒さんにも、やけにニヤニヤ微笑まれ、ぬるい目で見られていたのもそのせいだろうか。

　恥ずかしさに消えてしまいたい……。

「いいなぁ。蒼士専務とセックスできて。あかりも蒼士さんとエッチしたいなぁ～」

　──えっ？

　美羽は一瞬、立花が何を言っているか分からず、耳を疑った。きょとんとして振り返る。

「美羽さん、もう蒼士さんと結婚したんだから、独り占めしなくたっていいでしょ？　だって、彼みたいなかっこいい人のエッチ、気持ちよさそうじゃないですか。もし私と蒼士さんの二人が嫌なら、今度、三人でしません？　私、男性を悦ばせるの上手いんですよ」

　まるで蒼士と美羽をお茶にでも誘うような立花に仰天する。

　──何を言っているのだろう。正気なの？

「美羽さんがうちの会社に来なければ、蒼士専務と結婚して愛されてるの私のはずだったのに……。なんで美羽さんは、あかりの邪魔をするの？　昨日、蒼士専務にまた食事に行きたいってメッセージを送ったのに、ブロックされちゃうし……」

　ぞわっと全身に鳥肌が立つ。

　立花の大きな瞳が、般若のように歪んで細められた。

　冗談とも思えない、なにか怨念でも籠っているような眼差しを向けられ、魂でも吸いだされるようにじっと見つめられる。

　美羽は怖くなって一歩下がった。

「蒼士専務のお爺さんにまで取り入って、本当にずる賢いんだから。始めから、あのみすぼらしいお爺さんが蒼士専務のお爺さんだって知っていたんでしょ。性格、悪わるっ！」

「きゃっ！」

　ドンッっと突き飛ばされ、乾燥室の中に尻もちをついた。しこたまお尻を打ってしまい、痛くてすぐに立ち上がれない。

　すぐにバタンとドアが閉まる。

「私の計画がふいになったのも、ぜーんぶ、美羽さんのせいよ」

「ちょ、ちょっと立花さん、待って、落ち着いて。ここを開けて！」

　立花がドアの前に何か大きな物を置いたのか、ドアを開けようとするが内側からは開けることが出来ない。ガタっと何かにつっかえてしまう。

「だーめ。あかりの運命の人を横取りしたんだから、そこでじっくり反省でもしたら？　ほら、この音、何か分かる？」

　唐突にガシャーン、ガシャーンと陶器の割れる音が響く。

　あまりのことに青ざめて、手足の震えが止まらない。

「美羽さんは、ほんとに身の程知らずなんだから。こんなみすぼらしい作品、コンテストに出すなんて図々しい。全然洗練されてないじゃない。ちゃんちゃらおかしいわ。未練が残らないように、あかりが美羽さんの作品を全部壊してあげる。一からやり直したら？」

　くすくすっと楽しげに笑う声とは対照的に、陶器が壊れるようなけたたましい音が響く。

　何点かコンテスト用に創作していた作品を笑いながら、床に叩きつけているようだ。

　美羽は丹精込めた作品を粉々にされる音を聞いていられずに、耳を両手で塞いで瞼をぎゅっと閉じた。

　──怖い。

　立花が、そんなに美羽のことを憎んでいたなんて知らなかった。

　彼女は蒼士だけではなく、他の部署の男性のことも気に入っているようだったではないか。

　美羽は込み上げる嗚咽を我慢しながら、彼女が自分の作品を壊すのを早く終わらせて欲しい、とただひたすら願っていた。

「──ふぅ。ずいぶん沢山作ったのね。これで全部よ」

　最後にガシャーンと大きな音がこだまし、その後シーンとなった。不気味な静寂に包まれる。

「さてと。私、これから京都に行くの。秘書が予約した蒼士専務の部屋をキャンセルして、スイートルームで予約しなおしておいたの。もちろん蒼士さんの名前で二名でね。蒼士さんは今日は夜の接待があるから十一時ごろにホテルに戻る予定なんですって。私は今から新幹線に乗るから、十時には京都に着くわ。うふっ、先にホテルで待ってて専務を脅かしちゃおう……。今夜は蒼士さんにたっぷり愛されちゃう。私もうなじにキスマークをつけてもらうね。そうしたら美羽さんとお揃いになるね」

「……お願い。蒼士さんに酷いことはしないで……」

「酷いこと？　何を言ってるの？　私が行ったら喜ぶでしょ。あ、そろそろ新幹線の時間だから、じゃあね～、美羽さん」

　ほどなくしてバタンと工房の扉の閉まる音が響いた。

　美羽は、たった今、自分に起こったことが信じられず両手で自分を掻き抱いた。

　心臓がどくどくと激しく打ち鳴り、頭ががんがんする。

　立花の奇行に衝撃を受けて息もままならない。

　床にへたりこんでいるというのに、眩暈がして気が遠くなりそうだ……。

　──気をしっかり持たなくては。

　美羽はエプロンのポケットを探ってみた。中には、もちろんスマートフォンはない。

　生徒さんから頂いた飴が、二、三個ほどポケットに入っていた。

　その飴にちょっとほっとする。

　茫然自失だった心が落ち着いてくると、自分の置かれている状況を冷静になって考えてみた。

　今日は金曜日の夜だ。

　蒼士が帰ってくるのは、月曜の朝だと言っていた。

　先輩も明日から結婚記念日の旅行で土日は留守だと言っていた。

　とすると、美羽は二日間以上、ここに閉じ込められることになる。

  幸いなことに、室温は中の操作パネルで設定することが出来るが、水も食べ物もトイレもない。

　たしか人命救助のタイムリミットは七十二時間だ。最悪、二日間閉じ込められたとして四十八時間ほどだろう。

　脱水にはなるだろうが、自分はまだ若いし、たぶん命は助かるはず。

　それまでなるべく体力を温存していよう……。

　美羽は打ち付けたお尻の痛さに脚を引き摺りながらも、もう一度、望みをかけて扉を押し開けようとした。だが、やはり扉の前に机でも置いているのか、ビクともしない。ガタガタとドアが音を立てるだけだ。

　今朝はこんなに幸せでいいのかと思っていたのだが、災難は突然降りかかる。

　立花があんなに蒼士に執着しているとは思ってもいなかった。

　他人から知らぬ間に敵意を向けられるのは怖い。

　それでも、美羽は蒼士のことを愛している。たとえ立花に命と引き換えにと言われても、蒼士のことを諦めることはできないだろう。

　それよりも、蒼士の方が心配だった。

　ホテルの部屋に立花がいたら、彼はきっと彼女を冷たく拒絶するはずだ。正気とは思えない彼女に何かされでもしたらと思うと、怖くて堪らない。

　──なんとか蒼士に連絡できたらいいのに……。

　スマートフォンはバッグの中にしまい込んだままだった。

　彼を失うようなことがあっては生きていけない。

　それほど、美羽の中で蒼士の存在が大きくなっている。

　きっかけは便宜結婚で一緒に暮らしてはいるが、美羽は蒼士のことを愛するようになっ

ていた。少しずつ二人の結婚生活という轆轤を回していけば、本物の夫婦になれそうな気がしていた矢先だったというのに。

　それなのに自分のせいで蒼士に危害が及んだらと思うと、震えが止まらない……。

　美羽は陶芸をする時、蒼士から贈られた結婚指輪をネックレスのペンダントにしてぶら下げていた。

　Ｔシャツの中から、蒼士とお揃いの片割れである指輪を取り出し、ぎゅっと握りしめる。

『この指輪に誓うよ。急な結婚だったけど、美羽を幸せにする。それも夫の権利だからね』

　言葉どおり、蒼士は美羽を幸せにしてくれている。

　──蒼士さん……。

　急に心細くなり、美羽の眦から涙が零れてきた。ヒクっとしゃくりあげるような嗚咽まで漏れてくる。

　蒼士は小さな頃、美羽を庇って怪我を負った。今度は美羽が蒼士を助けてあげたい。それなのに、こうして無事を祈るぐらいしかできないのが歯がゆい……。

　恐ろしいことが重なり、泣き疲れたのと心労で美羽の心も体力も急激に弱ってしまったようだ。

　あれから何時間たったのだろう。

　陶芸をする時には、腕時計も外しているため時間の感覚が分からない。

　どれぐらいの時間が経ったのか分からないまま、寝てはいけないと思いつつ、ウトウトしながら時々はっとして目が覚めた。

　──今は何時なのだろう。

　幸いこの部屋には電気がついて明るいが、窓がないため外の様子が分からない。二日経った気もするし、一時間しかたっていない気もする。

　床に横になったまま、なぜか体に力が入らなかった。頬にコンクリートの冷たさが伝わってくる。いつしか手足の感覚がまるでなくなっているのに気が付いた。頬以外、体が熱いのか冷たいのかさえ分からない。

　いいえ、やっぱり凄く冷たい気がする。起き上がってエアコンの室温を調整しなくてはと思うのに、起き上がることができない。

　それでも美羽は蒼士の事を考えていた。

　もし蒼士が立花に刃物で刺されていたらどうしよう。

　そう思うと怖くて堪らない。そのせいで身体にも力が入らないのかもしれない。

　美羽が感覚のなくなった手でなんとか指輪を握りしめていると、視界の先がどろりと歪んだ。そのまま白い靄が目の前に広がり、美羽の意識ごと包み込んでいった。
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「──美羽っ、美羽っ！」

　逞しい腕に身体を抱き起され、あたたかな温もりに包まれた。

　馴染みのある男らしい匂いが鼻孔いっぱいに満たされる。蒼士の家のベッドの中で毛布に包まれているような、美羽の一番安心する香りだ。

　もうすっかり一人暮らしのアパートの記憶は失せてしまっている。

　蒼士のマンションにまるで何年も住んでいるような不思議な感覚。

　無防備になって自分が意識を手放せる場所。

　ベッドという、ある意味、他者に侵されたくない聖域に、彼がいるのが当たり前になっている。

　ああ……、私、夢を見ていたのかな？

　濃厚な蒼士の香りに、美羽は自宅のベッドで彼の腕の中にいるのだと勘違いした。

　今日も蒼士の腕の中で目覚めるなんて、なんて幸せな一日なのだろう……。

「あおと、さ……」

「美羽、もう大丈夫だ。今から救急車で病院に行く」

「きゅうきゅう、しゃ……？」

　霞がかった視界がクリアになると、見たこともないほど深刻な蒼士の顔が目の前にあった。

　ふわふわと彷徨っていた意識が身体の中にはっきりと下りてきた瞬間、途端に凍えるような寒さが襲ってきた。ありえないほどガクガクと震えだした美羽の身体を、ぎゅっと息苦しいほど、蒼士の腕の中に抱きしめられる。

「あ……おと、さ……、わ、わた、し……？」

　夏だというのに唇がかじかんで上手く喋れない。蒼士は、しーっと宥めながら震える身体に自分の体温を分け与えるかのように胸の中に掻き抱く。誰かが毛布を蒼士に手渡し、美羽は子猫のように毛布の中に全身を包まれた。

「美羽、君を失うかと思って気が狂いそうだった」

　周りに目をやると、大勢の救急隊員に取り囲まれている。警察もいるようだ。無線で誰かと連絡を取り合っている。

　一体何が起こったの？

　何か重大な事件がこの近くで起こったのだろうか。非日常のものものしい雰囲気に飲まれてしまう。

「さ、ご主人、もういいでしょう。早く奥さんをこちらの担架に──」

「いえ、僕が救急車まで運びます。美羽、もう大丈夫だから。俺がずっとついているよ」　

　蒼士に壊れ物を扱うように大事に抱き上げられ、乾燥室から外に連れ出されると目の前にはいつもの穏やかな工房とは思えない惨状が広がっていた。

　蒼士の腕の中で運ばれていく美羽の視界に、スローモーションのようにその光景が流れていく。

　美羽の作品らしきものの素焼きの陶器は跡形もなく粉々に砕け、床中に散らばっている。

　瞬間、立花の事が思い出されて、凍える身体にぞわりと鳥肌が立った。

　蒼士がまた自分のせいで危険な目にあってしまう。

　立花がくすくすと笑い声をあげながら、陶器を破壊している音。

　蒼士のホテルまで追いかけるという執念。

　──こわい、こわい、怖い。

　総毛だつような記憶が呼び覚まされ、美羽はパニックに陥ってしまう。

「あ、蒼士さんっ、ホテルに帰ったらだめっ！　怪我をしちゃう。立花さんが──っ……」

　動転して蒼士の身体を確かめるように美羽が触れると、赤ん坊のように揺さぶられながら、しーっと宥められた。

「美羽、いい子だ、落ち着いて。俺は大丈夫だから。怪我はないよ。まずは美羽の治療の方が先だ。何時間も閉じ込められていたんだから」

　不安を取り除くようにあやされると、美羽は子供のように蒼士にぎゅっとしがみ付いた。

　

　──よかった。蒼士に、どこにも怪我はない。

　まるで小さい頃、自分のせいで蒼士が怪我を負った時のように怖くて堪らなかった。

　あの時の恐怖までもフラッシュバックして、再び美羽に襲いかかってくる。

　美羽は子供のように泣きじゃくった。

「ごめんなさい。美羽のせいで怪我をさせてしまって……。私が嘘をついてしまったの。お兄ちゃんは悪くないのに……。お願い、死んじゃやだ……。ずっと言えなかったの。ごめんなさい、ごめんなさい……」

　動転したせいで小さな頃の記憶と現実が綯い交ぜになってしまったようだ。

　蒼士は美羽の背中をよしよし、と撫でて、怪我はないよ、もう大丈夫だよ、と何度も何度も囁きながら、病院に到着するまで、ずっと抱きしめて背中をさすってくれていた。
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　翌日、美羽が目覚めたのは病室のベッドだった。思いのほか頭がすっきりとしている。

　全身が温かく、ようやく身体がここにあると感じられた。

　ベッドの脇には、蒼士と同年代ぐらいの白衣を着た人と、美羽の最愛の夫である蒼士が心配そうに覗き込んでいる。

　腕に微かな違和感を覚えて見ると、点滴の管に繋がれていた。

　状況を確認するようにパチパチとゆっくり瞬きをする。すると蒼士の顔が、ほっとしたように緩んだ。

「お、ようやく起きたね。眠り姫。なかなか目覚めないからこの極悪王子に首を締められるかと思ったよ」

「余計な事をいうな。ほら、さっさと美羽を診察しろ」

「──ったく。昔からこいつは人に指図ばかりして。あ、美羽さん、びっくりしないでね。蒼士と俺は学生時代からの友人なんだ。うん、体温も血圧も正常だし、さっきの血液検査で脱水もだいぶ回復してきているから、あと二、三日で退院できると思うよ」

「──あの、ありがと、うございます……」

　喉から出た声が、思いのほか掠れている。

「ふ、礼を言うのはこっちかな。あんなに慌てた蒼士を見るのは初めてだったから、いいもの見させてもらったよ。愛されているね」

「おい、余計なことは言うな」

「はいはい、じゃ、後はごゆっくり。ヤブ医者は退散するよ」

　からからと笑いながら出て行ったドクターを申し訳ない気持ちで見送ると、美羽は起き上がろうとした。でもなぜだか力が入らず、頭をあげただけ目の前がちかちかしてあえなく枕に沈んでしまう。

「美羽、無理しちゃだめだ。十時間以上、あそこに閉じ込められてエアコンのせいで低体温と脱水になっていたんだよ」

　大丈夫だと言ったのに、蒼士に押し止められて美羽はまた横になった。喉が乾いたなと思ってベッドサイドにあったペットボトルの水に手を伸ばそうとしたら、また蒼士に制止されてしまう。

　蒼士がペットボトルの蓋を開け、ストローを差し込んで美羽に飲ませてくれた。

　ごくり、と水が乾いた喉を潤すと、ようやくまともに声が出るようになった。

　それにしても、なんだか、ものすごく過保護にされてしまっている。

「蒼士さん……、あの、どうして私があそこにいるってわかったの？　立花さんは……？」

　蒼士はベッドサイドにある椅子に腰かけると、美羽の手に自分の大きな手を重ねた。

　その温もりが嬉しい。蒼士に甘えるような視線を向けると、美羽の額に軽い口づけを落とし、徐に口を開いた。

「あの夜、接待で祇園に行っている間、何度か自宅や美羽のスマホに電話をいれたんだ。でも全然美羽から応答がないしメッセージも既読にもならない。何かあったと思って高瀬に電話を入れた」

「先輩に？」

「ああ、でも高瀬のやつも、何度も電話したのに、全く電話に出なくて」

「──結婚記念日だと言っていたから、多分、夜はその、奥さんと……」

　すると蒼士はチッと憎々し気に舌打ちした。

「高瀬のやつ、あんなに美羽を一人にするなと頼んだのに。まぁ、それで何かあったと思って美羽のスマホのＧＰＳを確認すると、夜遅いのに位置が工房だった。すぐにホテルの部屋に引き返して荷物を纏めて車で東京に戻ろうとしたら、部屋に立花が潜んでいた」

「──っ」

　その先を聞くのが怖い。美羽の手が震えているのに気が付いて、蒼士がぎゅっと美羽の

手を包んだ。温かなぬくもりが伝わり、美羽の震えも徐々に落ち着きを取り戻した。

「大丈夫だよ、美羽が心配するような怪我はない。だけど、彼女はだいぶ取り乱していた。裸でベッドに潜り込んでいて、禁止されているいわゆるセックスドラッグを所持していたんだ。たぶん言動がおかしかったのも薬物セックスドラッグ中毒なんだろう。すぐに警察を呼んだが、彼女はなかなか諦めずに、騒ぎ立てながら連れて行かれたよ」

　蒼士はその様子を思い出したのか、見たこともないほど苦々しく顔を歪ませた。

「その後、思いのほか時間がかかってしまったんだ。俺も彼女と一緒にいたから尿検査や事情聴取もされてしまってね。だが警察にもツテがあるし、弁護士にも連絡を取ると、ようやく解放された。もう新幹線もないし、そのまま自分の車であの工房に向かったんだ。工房の鍵は開いていたが、中は酷い有様で、あの小部屋で倒れている美羽を見つけた時には、心臓が止まるかと思った。美羽を守ってやれなくてすまない」

　美羽は胸を詰まらせながらただ頭かぶりを振った。本来なら蒼士は月曜に帰ってきたはずだ。それなのに電話が繋がらないことで異変を察知し、仕事を取りやめて戻ってくれたのだ。

「蒼士さんがあの時戻ってくれなかったら、きっと私、もっと大変なことになっていたと思う」

「いいや、以前から、立花のことをどこかおかしいとは思っていたんだ。実は俺のスマートフォンに彼女からのメッセージが何度も届いていた。どれも一方的な内容で、美羽と結婚したのを知っているはずなのに、今夜食事に行こうとか、明日の休みは二人でデートしようとか、週末は泊まりで旅行に行こうとか、だんだんエスカレートしていたんだ。あまりにしつこいからブロックしたんだが、その時に彼女の異常性に気が付いていたのに放置していた俺に責任がある。さすがにホテルのベッドに裸でいる彼女を見た時には、俺もぞっとしたけど」

　美羽の背中にどっと冷汗が流れた。

　たぶん彼女を刺激してしまったのは自分だろう。彼女にしてみれば、ずっと好きで狙いをつけていた蒼士を美羽に奪われた形になったのだから。

　でも、蒼士に危害を加えられなくて本当に良かった。

「蒼士さん……。蒼士さんが無事でいてくれてよかった。私のせいでごめんなさい……。便宜上の妻なのに、私のために蒼士さんを危険な目に合わせてしまって……」

　すると蒼士が美羽の言葉を遮った。

「──ちょっとまって。便宜上の妻ってどういうこと？」

　まるで責めるような眼差しで見つめられ、美羽は口籠った。なんだか目が怖い。

　美貌の目力が凄みを増している。

　──なんで？　私、変なことを言った？

「だって、蒼士さん、お爺さんの財産を相続するために三十歳までに結婚しないとけなかったのでしょ。ちょうど、私が小さい頃に蒼士さんに怪我を負わせて傷ものにしてしまった責任もあったし。蒼士さんにとっては、たまたま手っ取り早く結婚できる相手が私だったわけで……」

　すると蒼士が額に手を当てて、聞くのが恐ろしいほどの呪いの言葉を自身に向かって呟いた。

「いや……。美羽、君は誤解している」

　蒼士は、はぁと両手で顔を覆いながら重たげな溜息を漏らした。

「そもそも爺さんが財産云々と言っていたが、あれは爺さんなりの俺に対する脅しなだけで、本当に財産を相続させないつもりではない。それに爺さんの財産なんてもともと当てにしていないし」

「──だって、あの時、私に財産が相続出来ないと困るって……。私に傷跡を見せたのも、責任を取らせるつもりで……」

　すると蒼士が自分の顔を覆い隠した指の隙間から流し目をくれ、美羽をすまなさそうに見つめた。

「すまない。ああでも言わないと、いきなりプロポーズしても美羽にあっさり断られると思ったから。なりふり構わずなんとか美羽を手に入れたいと焦ってたんだ。前にも言ったけど、俺は小さい頃から無邪気な美羽を可愛いと思っていた。側にいてこの先もずっと守りたいと思ったんだよ。でも両親の海外転勤や、自分の海外勤務もあって、ようやく日本に戻って美羽に会いに行ったらすっかり忘れられているし」

「うそ、会いにって、いつ……？」

「美羽が以前、友人たちと展覧会を開いていたことがあったよね。日本に戻ってすぐにそれを見に行ったんだ。でも、美羽は俺を覚えてさえいなかった」

　まるで寝耳に水だった。

　そういえば蒼士の会社で働く前に、何人かの友人と合同で小ぢんまりした展覧会を開いたことがあったが、蒼士らしき人が来たなんてまるで記憶にない。

「で、これはまずいと思った。前にも言ったけれど、なんとかして美羽と接点を持ちたくて、自社ビルの受付の仕事を君のお母さんに紹介した。それでもやっぱり、美羽は俺のことを思い出していなかったよな。美羽に逢いたくて、早く日本に戻れるように転勤願いを出していたのに、日本に戻れば美羽にすっかり忘れられていて、流石にショックだった」

　──う。

　確かに蒼士のことはすっかり忘れていた。

　いや、忘れたというより、どこか心の中にずっと蒼士に怪我をさせてしまった負い目があって、敢えて思い出さないように記憶を封じ込めていたのかもしれない。

「ごめんなさい……。私、たぶん、小さな頃に蒼士さんに怪我を負わせたことで、怖くてきっと蒼士さんのことを無意識に忘れようとしていたのかもしれない。本当にごめんなさい……」

「美羽、いいんだよ。前にも言ったけれど、背中の傷は俺にとっては勲章なんだ。怪我の痛みより、美羽を守れたことが子供心にも本当に嬉しかった。それに俺も美羽に悪かったと思ってる。爺さんが結婚をせっついてきた時に、ふと閃いたんだ。背中の傷を口実に美羽と結婚してしまえば、君を僕のものにできると安易に考えた。逃げられないように囲い込んで、一生自分の側に置いておけると思ったんだよ。美羽の気持ちを考えてやられなくて申し訳ないと思ってる」

「じゃあ……、じゃあ、私は便宜上の妻ではないの？」

「もちろん、最初からそんなことは考えたこともない。俺はずっと美羽を妻にしたいと思っていた。それこそ、あの小さな頃からずっと、自分の花嫁は美羽しかいないと分かっていた。無邪気に笑う美羽が好きで、その笑顔をずっと守りたかった」

「蒼士さん……」

「美羽、愛してるよ。京都で美羽に連絡がつかなかった時は、本当に心臓が止まるかと思った」

　蒼士がさらに繋がりを深くするように手を握りしめてきた。ひたむきで慈愛のこもった

温もりが美羽の心の中に沁み渡っていく。

「美羽はどうしたい？　俺の我儘で一方的に結婚してしまっただろう？　美羽の気持ちを尊重したい。覚悟はできている」

　蒼士の声が心なしか僅かに震えている。

　でも、美羽の気持ちはとうに決まっていた。

「──結婚、を解消したいです」

　思い切って言うと、蒼士の握りしめた手がびくりと戦慄いた。瞳を伏せて端正な顔が辛そうに歪む。言葉を失ってしまったように彼が固まっている。それでもようやく喉から絞り出したようなしわがれた掠れ声で話し始めた。

「そうか、わかった……。だが……」

　その先を続けようとする蒼士の唇に、美羽が人差し指をそっとあてがった。

「──美羽？」

「ふふ、もちろん便宜結婚は解消させてください。改めてやり直しと言うか。もう一度、プロポーズから」

　美羽が笑うと蒼士がほっとした表情になり、仕切り直しだなと言って笑った。

「美羽、俺の最愛の人──。君なしでは生きていけない。いつも美羽の隣にいてその笑顔を見たいんだ。愛している。俺と結婚して欲しい」

「──はい。私も蒼士さんの側にずっといたいから」

　蒼士は椅子の上から手を伸ばしてベッドに横たわる美羽の頬を包み込んだ。深く屈んで瞳を嬉しそうに揺らめかせると、たっぷりと愛情の籠った唇を触れ合わせた。

　二人の気持ちが溶け合っていく。

　優しく重ねただけの優しいキスだけれど、美羽の心は今までにないほど幸せという甘い泥濘の中に蕩けていった。








【ステップ９．ここまでくればもう大丈夫】








「あ、その土練り機はこちらで……はい、電動轆轤は壁際に並べてください」

　朝から作業員が忙しなく行き交っている工房で、美羽もエプロンをつけて立ち働いていた。

　蒼士と二人で足を運んで物件をいくつも探し、ようやく二人のマンションの程近くに小ぢんまりした物件を見つけたのだ。もともと小さな陶芸のギャラリーでもあったそこは、隣もちょうど空いていたため、両方購入してそこを工房兼ギャラリーにした。

　工房の購入にあたっては、蒼士から資金提供の申し出があったが、美羽は銀行から融資を受けることにした。

　陶芸家として独立するからには、蒼士に頼っていてはいけないと思ったからだ。それでも融資に厳しい銀行の条件をクリアできたのは、共同経営者として蒼士が名前を連ねてくれたお陰でもある。

　真新しい大型の電気釜の設置も終わり、いよいよ来週から窯に初めての火入れをする予定だ。

「美羽、この檜ひのきの棚はどこに運ぶ？」

　今日は土曜ということもあり、蒼士も美羽の工房への荷物の搬入を手伝ってくれている。会社ではもちろんぴしっとしたスーツ姿で、休みの日も服装を崩さずシャツを着ていることが多い蒼士が、今日はＴシャツにジーンズというかなりラフないで立ちだ。

　今まで見たことのない蒼士の激レアものの姿に思わず美羽も見惚れてしまう。

　──抜け感のあるイケメンも目に美味しい！

　Ｔシャツの裾を捲って額に浮かぶ汗を拭く様は、本人は全く気が付いていないのだろうが、ちらっと見えた腹筋と腰骨が色っぽすぎて、ドギマギしてしまう。

「あ、えーと、こほッ。それはあの、向こうの窓の脇に……」

「ここ？」

「うん、そこ。ここに完成した作品を並べようと思って」

　今はまだ、何もないがらんとした木肌の棚を美羽が満足そうに眺めると、蒼士がふいに後ろから美羽を包み込んだ。

「美羽、ごめんな。コンテスト用の作品、全部ダメになってしまって……」

　囁きながら、ちゅ、ちゅと美羽の頭の上に、いたわるようにキスを落としていく。美羽は他の作業員の生ぬるい眼差しを受けながら、大丈夫だよ、と明るく言って蒼士に向き合った。

　さすが海外育ちである。周りの目を気にも留めない愛情表現に身の置き場がない。

「あのー……、若槻さん、お邪魔してすみません。荷物の搬入は全部終わったので、書類にサイン貰えますか？」

　後ろの方から唐突に声を掛けられ、二人は視線を合わせてクスッと笑いあった。

「ありがとうございます。ご苦労様です」

　美羽がサインしている間も、蒼士はぴったりと美羽の傍に立つ。若い作業員が美羽に営業スマイルを向けようものなら、番犬宜しく凄みをきかせた視線で睨みつける。可哀そうに、その彼は顔を引き攣らせながら慌てて撤収していった。

「もう、蒼士さんってば心配しすぎ……」

「今日の美羽はぴったりしたジーンズだし、可愛い尻の形が眺め放題だった。あの中の誰かが、美羽に邪よこしまな想いを抱いて、このギャラリーに来ないとも限らないからな」

「それじゃぁ、お客さんが来なくなっちゃうよ」

　美羽はクスクスと声を転がして笑った。蒼士の過保護っぷりがこの工房にもそこかしこに見て取れる。

　各部屋には警備会社直通の防犯ブザーやリアルタイム防犯カメラ、不審者を感知する赤外線センサー、宝石店も真っ青の万全のセキュリティーだ。

　美羽はそこまで必要ないと言ったのだが、蒼士が自分の心の平穏のためにと懇願されてしぶしぶつけたのだが。

　それでもまだ蒼士は防犯システムに何か追加できないかとネットで検索する有様だ。

　ようやくひと作業終えると、美羽はほっと溜息をついた。

「美羽、本当にすまないと思ってる。もっと早く俺が立花に対処していれば、美羽のせっかくの作品があんなことには……」

「ううん。逆に割られてすっきりしたかも。たぶんきっとコンテストはダメだったと思う」

　──決して負け惜しみなどではない。あの作品をコンテストに出していたところで、受賞はしなかったはずだ。

　陶芸の新人女流コンテストは、つい先日、結果が公表された。それは美羽も知っている新人の陶芸家が受賞したものだった。

　彼女の作品からは、土のあたたかみと凛とした空気が伝わってきてとても素晴らしいものだった。美羽は立花の言葉どおり、あの作品を出品していたらきっと恥ずかしい思いをしたに違いないと思った。

　美羽自身も父親を早く見返そうと思って焦りもあったのだと思う。

　あのコンテストで賞を受賞したいという思いだけで創った作品は、もちろんフォルムは完璧で美しいものの、本焼きをしたとしても心に訴えかけるような作品にはならなかっただろう。

「皮肉だけど立花さんが言ったとおりだった。賞を受賞するためじゃなく、自分にしかできない作品を創ろうと思う。蒼士さんのおかげで、ここでまた一から始められる」

　美羽が蒼士を見上げると、困ったような優しい笑顔が下りてきた。

　二人は真新しい檜の香りが漂う工房で、唇を睦みあわせた。

　ちゅ、ちゅ……としっとりした水音が耳に心地よく響く。

　蒼士はキスをしながら美羽を轆轤の台に追い詰めた。

「美羽は素直すぎるな。でもそんな美羽が好きだよ」

「きっと蒼士さんに出会っていなかったら、ただの味気ない人生を送っていたと思う。蒼士さんが素焼きの私に釉薬という愛情をたっぷりかけてくれたから」

「そんな可愛いことを言われては我慢できないな」

　すると美羽は轆轤の前にある椅子にすとんと座らされた。蒼士がいつぞやのように後ろから美羽をホールドする。

「えっ？　ひゃっ」

「来週初めて窯に火を入れるんだろう？　じゃあ初めての土ころしも、ちゃんとしておかないとな」

　蒼士の大きな手が美羽のファスナーを下げて侵入しようとした時、美羽はするりと蒼士から抜け出すことに成功した。

「美羽、往生際が……、っ、なにを……!?」

　蒼士のホールドから逃れた美羽は、ちゃっかり蒼士の前にしゃがみ込んだ。彼のジーンズのジッパーを押し下げてボクサーパンツを露にする。

「えへへ、蒼士さんに本当の土ころしを教えてあげる」

「なっ、美羽!?」

　まさか美羽が反撃に出るとは思ってもみなかったのだろう。

　ボクサーパンツの中から、まるで粘土のように丸まった塊を取り出した。緩んだ陰茎はふにゃりとして芯が通っていないが、美羽の手に触れて少しだけ元気になってきた。

「こうして塊の表面を撫でるの。これからいい形になってねって想いを込めて」

「──っ、美羽。悪戯は……ッ」

「ふふ、じっとして。私がしたいの。蒼士さんに、土ころしを」

　美羽はいつもそうしているようにまずは塊の表面を丹念に撫でた。屹立は徐々に生を得たように勃ちあがっていく。根元に手を添えて、強引にではなくゆっくりと引き上げた。するとどんどん硬さを帯び、幹が太さを増していく。

「蒼士さんのが、いい形になりますように」

「──み、うッ……」

　蒼士が僅かに息を呑んだ。声がうわずっているのも少しは美羽の土ころしに期待してくれているのだろうか。

　熱をもった楔が手の中で、ぷるっと胴震いするのが可愛く思える。

「ふふ、まだ芯が真っすぐになってないみたい」

　両手で包み、ゆっくり根元から切っ先へと引き上げては押し下げる。これを愛情を込めながら丹念に繰り返すのだ。

　面白いことに、引き下げた時に鈴口がぱくりと開き、今度は引き上げると、そこから透明な淫水がとくりと溢れてとめどなく滴り落ちていく。

　それを幹に撫でつけながら滑りをよくし、ぬるりと何度も幹を引き上げては押し下げた。

　幹の内側にどんどん芯が通り、そのせいか陰茎も赤黒く染まり、はち切れんばかりに固くなる。

　時折、蒼士が苦し気に仰け反り、腹筋をぴくぴくさせるのが気持ちよさそうだ。

　みっしりと重量感が出てきた幹の根元に、今度はひたりと舌をあてがった。

　蒼士の喉奥からぐぅぅという唸りのような音が漏れる。

　美羽は嬉しくなって、真っすぐ上に伸びた太筋に沿って雁首へと這い上る。

　先ほど荷物を運んだりと動いたせいだろう。

　普段は爽やかな香りのする蒼士だが、少しだけ汗の混じった塩気のある男らしい味が、病みつきになりそうだ。

　満遍なく下から上へと幹に舌を這わせると、美羽の唾液もあいまってたっぷりと刀身が濡れてきた。今度は、また両手で包んで唾液と淫水を幹の表面にまぶすようにして、下から上へと丁寧に撫でつける。

　大事に大事に、心を込めてみっしりと身が詰まるまで手の中で育て上げていく。

　ぬちゅ、にちゅ、という淫猥な水音に、美羽の身体の芯もじんと痺れてくる。

　蒼士の陰茎はすでにびんびんにそり勃って、陶芸で言えば、そろそろ完璧な形に仕上がってきている。幹が気持ちよさげに、美羽の手にその身を任せてくれて、喜んでくれているのが分かる。

「しっかりした芯が感じられます。すごくいい形になってきましたよ」

　手の中で固い太芯がブレずにしっかり定まったところで、くっきりとエラが張った先端を手の中に包みこんだ。

　くちゅ、くにゅ、と手首を器用に回して、円を描くように亀頭の丸みを撫で回す。

　陶芸をしている美羽にとって、先端を可愛がるこの瞬間が一番好きだった。陶芸の醍醐味ともいえる過程だ。

　蒼士の陰茎も、赤黒く膨れた亀頭が獰猛な光を放ち、淫猥な造形美を醸し出している。

　美羽の手の中の太茎がどくりと戦慄き、鈴口の切れ込みがはくはくと切なく喘いだ。

「み……うぅっ……、く……はぁっ」

　ビクンビクンと蒼士の腰が何かを我慢するように揺れる。手の中の怒張はガチガチで、鋼鉄のようになる。

　まるで生きているかのように、その刀身がびくびくと上下に大揺れした。

　美羽はびっくりして手を離した。

　この反応は何？　一体、どうしたのだろう？

　獣のような荒い息を吐き、ようやく陰茎の振動が収まると、蒼士がぐったりして美羽を恨めしそうに睨む。

「蒼士さん……？」

「……っ、すごいな、美羽の土ころしは。もっていかれる所だった」

「もっていかれる……？」

「ああ、美羽の手の中が良すぎて盛大に射精だしそうになった。新しい工房を汚しても悪いし、我慢するのに精いっぱいだったよ」

　蒼士が笑いながら美羽を向かい合わせにして、自身の太腿を跨らせるように抱っこする。唇にちゅっと吸いつき口づけを深くしようとしたところで、何を思ったのか解いてしまう。

　まるで肩透かしを喰らったようで、美羽は不満げに声を上げた。

「悪い子だな。あいにく今日はゴムを持っていないんだよ。だから……」

　すると美羽は、いきなり立ち上がって自分が履いていたジーンズをすっと押し下げた。エプロンも脱いで床に落とすと、紐タイプのショーツ姿になる。

　いきなりの美羽の行動にあっけにとられ、蒼士が目を丸くする。

「美羽……？」

「ゴムしなくていいの。蒼士さんのものでいっぱいにして欲しい……」

　自分からこんなことを言うなんて、恥ずかしくて蒼士の顔が見られない。

　それでもショーツのまま蒼士の太腿に跨り、彼の胸にぎゅっと頬を寄せた。蒼士のどくどくという力強い心臓の音が、美羽を可愛がりたいと早鐘を打っているように聞こえるのは、せめて聞き間違いなどであってほしくない。

「それなら美羽からおいで。たっぷり奥を突いて可愛がってあげるよ」

　蒼士が美羽のショーツを結ぶ紐をするりと解く。蜜の糸が厭らしく垂れそぼり蒼士の切っ先にとろりと滴った。

　今からこの大きいモノを根元まで迎え入れると思っただけで、腰が切ないほど甘く疼いてぞくぞくする。

「とろっとろだな。俺のものに触れて美羽もこんなに感じてたんだな。嬉しいよ」

　美羽はこくりと頷いた。否定はしない。生身の蒼士に満たしてほしくて堪らないからだ。「ほら俺の根元をもってごらん。その方がうまくいく」

　蒼士に言われるまましっかり芯の通った屹立の根元に手をあてがった。ゆっくりと腰を下ろしてひくひくと喘ぐ蜜口に鈴口をあてがうと、剥き出しの蒼士の感触に思わず怯む。

　薄膜越しではない、雄の肉感が生々しい。

　このまま呑み込んでしまったら、自分が今までになく淫猥に乱れてしまうような予感がして躊躇した。

「美羽？　どうした？」

「あ、蒼士さんの、すごく熱くて……。なんだか、ど、獰猛な生き物みたいで……」

　すると蒼士がクスッと笑う。

「怖くなった？　でもこいつは美羽を欲しがっててもう限界なんだよ。大丈夫、俺も手伝うからおいで」

　蒼士が雄棒の切っ先をとろとろに泥濘ぬかるんだ蜜口にぬぷりと沈み込ませた。まるで大きな塊を、思わずごくりと呑み込んでしまった時のようだ。

　蜜洞が重甘い充溢感に満たされ、美羽はその衝撃で喉を震わせた。

　──すごい。

　いつもと違うのは、たった０．０１ミリの差なのに、ありのままの蒼士を呑み込む感触に全身がぶるぶると震えだした。ドクドク脈打つ肉幹も、限界まで熱せられた棒のように熱くて生々しい。固さや太さ、熱量がそのままダイレクトに伝わってくる。

「もっと奥に挿れて」

　蒼士があの低音バリトンボイスで美羽に催促する。

　──魅力的な夫の淫らなお強請りに抗えるはずもなく。

　美羽はゆっくりと腰を押し下げた。媚肉に逞しい幹肌がぴったりと吸いついてくるのが堪らない。矢尻の切っ先が襞を掻き分けるように、隘路をずずっと押し広げていく。

「くふぅ、んっ……」

「いい子だ、その調子」

　ありのままの蒼士は、なんて力が漲っているのだろう。

　生なまだとより一層、身の内に感じるその刀身が太く長大になっているように感じて、圧迫感が半端ない。

　ゆっくりと数ミリずつ奥へと侵入する感覚に呑まれてしまいそうになる。めりめりと引き攣つるような痺れが襲ってきて、あまりの苦しさに、浅く息を逃しながら腰を落としていく。

　けれども、すぐあとからそれを凌駕するほどの多幸感が襲ってきた。

　陶酔するような気持ち良さが、全身の細胞のひとつひとつにまで広がって、ともすれば気が遠のきそうだ。

「ああ……、美羽の中、天国のようだ」

　蒼士も同じ思いだったのだろうか。

　は……と息を継ぎながらも、その瞳は発情期の雄のように情欲に揺らめいている。

　彼もなんの隔たりもない、ありのままの美羽を感じられる挿入の瞬間を、一秒たりとも無駄にせず堪能しているようでもあった。

　こうして自ら蒼士を呑み込んでいること自体、信じがたい。

　まるで秘されていた大切な部分を、生身の蒼士に抉じ開けられるようで怖くもある。それでもやっぱり素の自分を心から預けられる人は、蒼士の他にいない。

　余すところなく、奥までみっちりと蒼士のもので満たされたい。

　被膜越しではない、そのままの蒼士にたくさん可愛がられたい。

　そうは思うものの、未熟な美羽にはまだまだ刺激が大きすぎたようだ。蒼士を中ほどまで呑み込んだだけで、突然、喜悦が襲い全身を貫いた。

　あと少し。もう少しだけ腰を落とせば蒼士がすっぽりと収まる。なのに、これ以上、どうやっても自分から先に進めない。

　蒼士にしがみ付いたまま、胎内が甘やかに痺れて身体をふるふると震わせながら早々に果ててしまう。

「ひぃ……んっ」

「美羽、そんなに締め付けながら震えたら俺もまずい」

　美羽が果てた瞬間、熱杭がずぶりと根元まで押し込まれた。固く張った先端がみぞおちを押し上げるように深く刺さった。下から突き上げられた衝撃で、瞼の裏で眼球がぐるんとひっくり返る。

「ひぁぁっ……」

　ずんっと脳芯を突き上げられる感覚。長大な肉竿が根元まで押し込まれ、胎の中が蒼士のもので一杯になる。

　深く突き刺さった屹立に蜜路が限界まで押し広げられ、僅かに動くこともままならない。それなのに媚肉が嬉し気に蒼士に纏わりつき、肉幹にぴったりと吸いついている。

　なおかつ甘えて強請るように喰い締めるものだから、刀身の細やかな起伏や、脈のひと筋さえもまざまざと感じ取ってしまい、お腹の奥が熱く焦れて蕩けそうだ。

「美羽、ここを弄ると少しは苦しくないか？」

　いつのまにかぽってりと熟れた真珠に蒼士の親指があてがわれた。既にトロトロに充溢していたそこは、ざらりとした蒼士の指に敏感すぎるほど反応した。クリトリスが蕩け落ちてしまうのではないかと思うほどの法悦の波に襲われる。

　蒼士の全てを咥えこんだまま、いやいやと啼き喘あえぎ、ありえないほどの痴態を晒して絶頂に達してしまう。

「やぁ、ひぁ、あんッ、あぁぁっ……ッ……」

　ガクガクと戦慄く腰を蒼士がしっかりと支えてなければ、くたりと折れてしまっていたのではないだろうか。

「美羽、俺に掴まってて」

　ぐったりした美羽の身体を自分の肩にもたせかけて、蒼士が緩やかに律動を開始した。美羽をあやしながらも、我が物顔で蜜路を縦横無尽に摺り立てる。

　暗黒の剣士のように、てらてらと黒光りする見事な刀身を抜き差し、とっくに天井を突き抜けた快感をさらに上へと煽るように確実に果てへと追い上げていく。

　美羽は蒼士の首になんとか腕を巻きつけながら、振り落とされないようにぎゅっとしがみ付いていた。

　甘くて、苦しい。

　なのに濃厚に繋がりを求めて深め合う。

　荒い吐息も滴る汗も何もかもが愛しい。

　奥深くを早く蒼士の精でどろどろに満たして欲しい。でも、美羽の中をもっと掻き回して、蒼士も同じだけ気持ちよくなって欲しい。

　ふやけた蜜洞は、もはや快楽で粘膜が熱く蕩け、逞しい肉幹に甘く震え翻弄されている。それが例えようもなく気持ちよくて、夢中になって自らも蒼士を呑み込み腰を振った。

　太く濡れた刀身は、美羽を甘やかすかに見えて狙いを定めて的確に最奥を穿つ。

　ひと突きされるごとに、確実に快楽へ堕としこまれ、愉悦の波が途切れることなく全身に満ち渡った。

　蒼士も限界に近いのか、繰り出す息が荒い。どちらからともなく互いにねっとりと唇を貪り合いながら抽挿を深め合う。

「んふ……、んっ、あんっ、んぅっ……」

「ふ……、俺の美羽……君はどこもかしこも、とろとろで良すぎる」

　性器が繋がる秘めやかなところから、聞くに堪えない卑猥な水音が奏でられ、真新しい工房を淫靡に塗り替えていく。

　美羽も蒼士の律動に合わせて身体を跳ねさせた。

　真っすぐにそそり勃つ彼のモノが蜜洞を行き来するのが、この上なく甘美で、これ以上なくいやらしい……。

　蒼士はさらに大胆に腰を揮い、自身の吐精を促すように濃蜜な愛のリズムを刻んでいく。

　ぐいっと最奥に腰を突き上げると、ぐちゅぐちゅにほぐれきった蜜奥が、蒼士でいっぱいに満たされる。

　この瞬間をずっとずっと待っていた。

「くぅっ……、美羽ッ、いいか？　ナカに出すよ」

「んっ、ちょうだいッ、蒼士さんのでいっぱいにして」

　そう懇願したのは本心だ。

　だが、淫らなお強ね請だりにすんなり陥落したのは蒼士の方だった。

　聞いたこともない唸り声とともに、最奥に沈んだ肉棒が重さを増し、邪悪にさえ思えるほどどくりと脈動した。

　屹立の先が美羽の子宮口を熱く抉じ開け、堰を越えて決壊する。

　勢いよくなだれ込むように迸った白濁が、美羽の奥深くにある神聖な場所を蒼士の色に染め上げた。

　精という名の釉薬で淫らに浸ひたされ、滾る剛直で恍惚へと焼しょう成せいされていく。

　深々と蒼士に貫かれたまま、彼の吐精の凄まじさを美羽は受け止めきれなかったようだ。

　あまりの快楽の坩る堝つぼに呑み込まれ、まるで溺れてしまいそうでうまく息が継げない。

　魂までも流されそうになった時、蒼士がぐいと美羽を抱きしめた。

　どくどくと肌を伝い高鳴る心臓の音。

　おまじないのように囁かれる愛の言葉。

　五感全てが蒼士の温もりに包まれた途端、美羽の目の前に一筋の光が差し込み、さらにその光が集まって虹色に光り輝く。

　その輝きの中に、最愛の蒼士がいた。

　ずっとずっと一人で彷徨っていた美羽の魂が、ようやくしかるべきところに落ち着いたのだと思い知る。

「美羽……、昔も今もずっと君だけだった。愛している。いつまでも俺のそばにいて」

　精を送り込みながら愛を囁く蒼士に、美羽は感極まって言葉にできずに涙ぐみながらただ頷くしかできない。

　しっとり汗ばむ肌。美羽の内側に迸る情欲。

　深く繋がり合った子宮に満ちる白濁は沸騰しそうなほど熱くて、美羽の脳芯をこれ以上なく、ぐずぐずに蕩けさせていく。

　なんの隔たりもなく繋がり合い、心を確かめ合った悦びとともに、美羽の魂は蒼士と一つに溶け合った。

　互いの愛という釉薬にたっぷりと浸され、じっくりと灼きあげられて、ともに至福の悦びへと昇りつめた。

　これからも、ずっと……。

　いつまでもあなたとともに。








【エピローグ】








　美羽が自分の工房を持って二年後。

　工房の中は陶芸教室の生徒で溢れていた。そこかしこで、生徒さんの賑やかな笑い声と土の香りが充満している。

「美羽先生、どうしても土ころしが上手くできないんです」

「うん、たぶんちょっと手つきが強引になってるかな？　土の気持ちを感じるように根元を優しく押さえてあげて」

「はい、こんな感じですか？」

「そうそう。左手はそっと添えてね」

「美羽先生～、ギャラリーの方に来てください。雑誌社の取材が」

「あ、はーい。今行きます。じゃあ、瀬尾さんちょっとお願いね」

　美羽がアシスタントに教室を任せて隣のギャラリーに向かうと、カメラマンとインタビュアーの記者がにこやかに迎えてくれた。

「若槻美羽先生、このたびは女流陶芸大賞の受賞おめでとうございます！」

「ありがとうございます」

「作品からは迸るような愛情が溢れていて本当に素晴らしかったです。やはり旦那様を思って創作されたのですか？」

「はい、夫とこれまで自分を支えてくれた多くの方と」

「じゃあ、写真を撮らせてくださいね。あ、旦那様は……？」

　蒼士もこの時間に合わせてギャラリーに来ることになっていたのだが、仕事で遅れてしまったのだろうか。美羽が窓の外に目をやると、ちょうど蒼士の車が横付けされ、ドアからすらりと背の高いライトグレーのスーツを身にまとった蒼士が現れた。

　その場の雰囲気を自分一色に塗り替えてしまうほどの存在感を纏い、いつ見ても凛と男らしくて見惚れてしまう。

　教室の方からもため息が漏れ聞こえてきた。

　──さすが、一瞬で空気を変える極上男子の美貌は健在である。

「美羽、ごめん。少し遅れてしまったな。こちら取材の方？」

　取材慣れしている蒼士は、記者の女性ににこやかに笑顔を振りまいた。端正な顔立ちの蒼士にその記者も見とれてしまっている。

「じゃあ早速、旦那様と作品の後ろで並んで下さい。何枚か撮りますね」

　美羽の隣に立った蒼士が腰に手を回してぎゅっと引き寄せた。

（蒼士さん、ちょっとくっつきすぎ）

（いつものように撮ってもらえばいいじゃないか）

　美羽が少しだけ離れようとすると、さらにぐいと密着させられる。

　そんな二人の様子を記者もにこやかに羨ましそうに見守った。

「お二人は、本当に仲がいいのですね。後学のために夫婦円満の秘訣を伺っても？」

　すると蒼士が余裕の笑みで返す。

「土ころしでしょうか」

　美羽は思わずぐふっと吹き出しそうになったが、慌てて付け足した。

「あの、陶芸の土ころしのように、互いに愛情をゆっくり育むというということです」

　美羽は冷や汗を浮かべながら蒼士を睨みつけた。

　──もうもう。ほんとに蒼士さんてば、冗談がきつい。

　爽やかな笑顔でなんてことをいうのだろう。

　二人だけの秘めやかな土ころしは、夜に夫婦で愛を確かめ合う濃蜜なエッセンスだ。

　美羽が見上げると、蒼士が愛しさを隠そうともせずに見つめている。

　この笑顔にほだされてしまったのだ。

「美羽、愛してるよ」

　蒼士が美羽のお腹にそっと手をあてがった。

　愛情に満ちた温もりがじんわりと浸潤する。

　ずっと美羽が、探し求めていたものがそこにある。

　美羽はその手に自分の両手を重ねて幸せにうち浸る。

　繋がり合った三人の温もりがそこに生まれていた。

　お腹の奥に宿った小さな命とともに、完成のない、新たな人生の創作が始まっていく。

　最愛の人、蒼士とともに。

　今も、これからも──。

　


―ＥＮＤ―
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　こんにちは。月つき乃のひかりと申します。濃蜜ラブルージュ様で二作目となる本作をお手に取ってお読みいただき誠にありがとうございました。

　また、光栄なことに表紙を石田惠美先生にご担当いただけるとのことで、とても嬉しくて頑張って書きましたら、勢いが余り過ぎてなんと中編のつもりが長編になりました。（編集部様申し訳ありません。）

　また、最後までお読みくださった読者様に心よりお礼申し上げます。

　本作のちょっとクセのある美貌のヒーローを石いし田だ先生に描いて頂けると思いながら執筆を進めておりましたら、私の想像を超えるエロさ駄々洩れのヒーローを描いて頂けました。　流石の画力にひれ伏します！

　アップにしてじっくりと眺めましたらヒーローの蒼士の視線にハートがきゅんと撃ち抜かれました。また、美羽もとても可愛く描いて頂けて嬉しい限りです！

　初めて石田先生に現代もののヒーロー＆ヒロインを描いて頂けて光栄です。ありがとうございます。

　今回のお話は陶芸家を目指す女の子のヒロインなのですが、陶芸は私も若かりし頃にちらっとかじったことがございます。従姉が美大で陶芸を学んでおり、教えてもらったことがあります。私は美羽のように陶芸に魅せられるよりも、出来上がった作品が果てしなくダメ過ぎて、諦めました。作ったのはコーヒーカップなのに、なぜかずっしり重くて飲むと手が疲れるコーヒーカップになりました（笑）

　また飲み口も分厚くて、うっかり歯にあたると、歯が折れそうなカップです。才能がないと思って諦めました。

　ただ、その時に釉薬のことなども教えてもらい、本作に繋がったかなと思います。

　蒼士と美羽は、もしかしたら小さい頃から結ばれる運命にあったのかなと思っています。男性と付き合った経験もないせいか、果てしなく勘違いして思い込みの激しい美羽ですが、そこも蒼士的には可愛いところかなと思いました。

　自分の夢に向かって頑張る女の子と、その夢を叶えてあげようとするヒーローとの恋模様を書きたかったので、本作で皆様にお届けできてとても嬉しいです。

　また今回も丁寧にストーリーを見ていただいた編集者様、制作に関わってくださった皆様に心からお礼申し上げます。

　また濃蜜ラブルージュ様でお会いできることを願っております。






月乃ひかり










【著者紹介】

北国在住、天秤座。

２０１８年６月に書籍デビュー。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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